
本学園の新人職員は、本解説書が示すところに従い、生徒共に調和のとれた育成を目指さねばならない。 

















このソフトウエアの解説書およびお使いのノ V —ドウエアの取扱説明書に書かれて 
いる注意事項をよくお読みのうえ、正しい方法でご使用ください。解説書および 
取扱説明書は大切に保管してください。 

小さいお子さまには、保護者の方がお読みのうえ、安全にお使いください。 


IJCrn Cp* / 丈思 


• このソフトウェアは ” PlayStation 2"専用です。他の機器で使うと、機器などの故障の原因となったり、 
耳や目などに悪い影響を与えたりすることがありますので、絶対におやめください。•このソフトウェア 


は|： ntsc | jH あるいは EHSiaiifflniEB •の表記のある日本国内仕様の ” PlayStation 2” 
に対応しています。•暖房器具の近くや車中など、高温/多湿になるところに置かないでください。 
•ディスクのお手入れをするときは、柔らかい布で軽くふいてください。•ディスクに傷を付けないよう、 


ていねいに扱ってください。傷が付くとプレイできなぐよることがあります。 • "PlayStation 2" をプラズ 
マテレビや、液晶方式以外のプロジェクシヨンテしビ（スクリーン投影方式テレビ)につなぐと、画像の 
焼き付き(残像映像)が起こることがあります。特に、静止画をテレビ画面に表示したまま長時間放置 
すると、焼き付きが起こりやすくなります。•お客様の誤ったお取り扱いにより生じたキズ、破損などに 
関しては補償いたしかねますので、あらかじめこ* 了承ください。 


■ ディスクとメモリーカードの取り出し/収納方法 

ディスクやメモリー-力ードを取り出し/収納するときは、指などを挾まないように十分注意してください。 

春メモリーカード（別売） 

取り出し PUSH ボタ 
ンを押し、ディスクが 
浮いた状態になってか 
ら取り出してください。 

収納方法ディスクの 

すぐ外側(斜線部分)を、カチッと音がするまで押し右端を押し込んでください。 

込んでください。 

"A/'Play Station N and M DUALSHOCK M are registered trademarks of Sony Computer Entertainment Inc. 



取り出し 右端から 
持ち上げてください。 

収納方法 △印の 面 

を上にして、端子側 
を斜めに差し込み、 


•ディスク 



SLPS 257601/ SLPS 25761 


康のためのご注意 


A 警告 

光の刺激によって引き起こされる発作について 

点滅を繰り返す画面や、その他の光の刺激によって、まれに、目の痛み、視覚 
異常、偏頭痛、けいれんや意識障害(失神など)などの症状(光感受性発作) 
が起きることがあります。こうした症状のある方は、事前に必ず医師に相談 
してください。 

Zf \ 注意 

こんなときはすぐにプレイを中止する 

上記の症状に加え、頭痛、めまい、吐き気、疲労感、乗り物酔いに似た症状 
などを感じたときや、目、耳、手、腕、足など、身体の一部に不快感や痛みを感じ 
たときは、すぐにプレイを中止してください。プレイを中止しても治らないとき 
は、医師の診察を受けてください。 

コントローラの振動機能に対応したソフトウェアについて 

振動障害のある方は、バイブレーション(振動)機能を使用しないでください。 

■プレイするときは、部屋を明るくし、できるだけ画面から離れてください。 
■疲れて いるときや睡眠不足のときは、プレイを癍けてください。 

■ プレイするときは ii のため、1 bI 策ごとに15芬違 s の深籍を溆って 

ください。 

プレイ中に体調が悪くなったら、すぐにプレイをやめてください。 





















































55: 聖帝学園指導要綱総則 


CONTFNTS :: 


聖帝学園教職員スローガン 

-生徒を愛し、思、いやりに;溢れた STUDY と LOVE を。 

■生徒一人一人を心の底から理解し、毅然たるアクションで指導、 
生徒が楽しいと実感できる授業を行い、学ぶ意欲を持った生徒の育成。 


本学園の新人教職員は、本解説書が示すところに従い、生徒共に調和のとれた 
育成を目指さねばならない。本作のゲームシステムの実態、その課程や特色、 
及び生徒の心身の発達及び特性等を十分考慮して適切な教育課程を行わねば 


ならない。 
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55: 第一章概略 


ClassX 


n 


それは我が聖帝学園において問 



題児達が集まるクラスである。その中でも突出 
して問題がある生徒6名は [ B 6 ( ビーロク）]と 
ばれている。勉強に意味を見出せね: IV 彼等に、 
学業の重要性を諭し、大学へ雜事に進学させる 
ことができるかは、新人教師であるあなたの忍 
耐強い教育指導と愛情にかかっている。-グ 




STORY 。 












































& 私立「聖帝学園」は幼稚舎から大学までエスカレータ式の一貫教育、 

ミッション系のブルジョアな名門学園で、都内でも指折りの秀才が集まる進学校としても知られている。 

そんな名門「聖帝」の女教師「南悠里（みなみゆうり）」は、新米教師として赴任して2年目、 ^ 

中等部での授業の成果が認められたという事で、今年の舂からは念願の、高等部のグラマー担当に昇格した。 

^ r : かし、有数の進学校として有名な聖帝にも裏の部分がぁった _ i 。 

J 者运ヒぼれた学生達の受けてのクラスが存在してい £ のだ。 

局等部 I ;昇奋した悠里が担任となったクラスは、.:ら ' 

その中でも超問題児クラス……教師達の間では通称「 ClassXj と呼ばれる 11 1年 E 組だった。 

担任となった教師は皆、胃潰瘍やノイローゼで退職するものが殆どだといわれている魔のクラス。 

. ，置 かし、その実!影響力がある生徒達が多い為、学園側も無視できない、 .讓$ 

I mttm ■いわば無法地帯な特別クラスだった。 

そしてそこは聖帝の落ちこぼれを仕切る、6人の超問題児 [ B 6( ビーロク）]がいるクラスとしても知られていた。 

チ', ^ r — 勉強^:何亦の役に立 故^?」. . 

勉強の意味を見出せない現代の高校生達を相手に、悠里はどうやって勉強を教え、 

■ 祕 鏡 S て、大学進学への道を切り M くのか:ヒ JE ■一/ 
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Zll ^ _ 章 登場人物 第一節要)王思生徒 [ B 6] について CHARACTFRrRfil 。 


「 ClassX 」 に在籍する、聖帝学園の超問題児 [ B 6] について^ 


本校で教職員に就いて頂くにあたって特に問題だと思われる生徒6名を紹介する。彼等 [ B 6] は聖帝学園開校以来の超問題児 
であ 1 :)、彼等を更正•教育指導していくことは、我が学園の新人教師の最重要課題である。 




name TSUBASA M AKA BE 


cv 鈴木達央 


名前 


真壁 


MEMO 


聖帘の超問題児集団 [ B 6] の 
リーダー的存在。 


プルジョアが集まる 
聖帝でも飛びぬけた金持ち。 

t ッシヨンモデルもこなす 
ル抜群の真壁財閥の 
御曹司0 




名前 

草薙一 

NAME 

HAJIME KUSANAG ! 

CV 

小野大輔 


MEMO 


_ [ B 6] では面倒見の良い 
兄貴分的存在。 

■ストリートファイトに 
明け暮れているのには何か 
理由があるらしい。 

■無類の動物好き。 
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名前 


七瀬 


NAME 

SHUN NANASE 

CV 

鳥海浩輔 

MEMO 


■ ロックパンド「ヴィスコンティ」 
のべーシスト。 

■覩内のライブ八ウスで抜群の 
人気を誇る現役高校生バンドの 
リーダ— 

■アルパイトとバンド生活に 
明け暮れている。 




名前 

仙鋪春 

NAME 

KIYOHARU SENDO 

CV 

吉野裕行 


MEMO 


■聖帝の小蔑魔 I と 
通称「キヨ」。 

■ くだらない子供じみた悪戯を 
繰り返す問題児。 

M ) C スケの天才だが聖帝学園の 
部活動には気まぐれでしか 
参加しない。 


名前 

風門寺悟郎 

NAME 

GORO FUMONJI 

CV 

岸尾大輔 


MEMO 


■常に女装している 
一見可愛い女の子の 
「ゴロち ゃん」。 

■愛犬のダックスフントの 
パウと一緒に行動している 

■イラストを描くのが趣味で 
路上販売をしている 0 






名前 

斑目 王而希 

NAME 

MIZUKI MADARAME 

CV 

菅沼久義 

MEMO 

■無口で何を考えているのか 


判らない。臼トカゲの 
「トゲー」を常に連れている 
) ■とにかくよく寝る、どんな 
| 場所でもどんな時でも寝る 

■翼と一緒にモデルを 
ス# やつている。 












































































5;: 第二章登場人物第二節同僚教師について CHARArTFRr TFAOHFRS 1。 

k 聖帝学園高等部の名物教師について。 | 


本校に在籍し、貴女の同僚となる教師達を紹介する。彼等は本校の教師達の中でも異才を放っており、生徒からも教師達から 
も一目置かれる存在である。聖帝が誇る名物教師達と積極的なコミュニケーションを図ることも重要である。 




名前 

葛城銀児 

NAME 

GINJI KATSURAGI 

CV 

杉田智和 

MEMO 

■国語担当、一見ホストにしか 


見えない不良教師。 
■おかしな英語や謎のエコーを 
響かせ、女と見れば見境無く 
愛を叫ぶ。 

■翼より身長が低い事を 
気にしてか、やたらと絡む^ 




名前 

鳳 

晃司 

NAME 

KOUJI 00 TORI 

CV 

井上和彦 


MEMO 


■地理と歴史担当、常に微笑を 
絶やさない物腰柔らかな教師。 

■生徒達にも慕われているが、 
居候には容赦が無い。 

の豹変振りに 
心を痛めている。 
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名前 

九 W 太郎 

NAME 

TARO KONOKAGE 

CV 

三宅健太 



名前 

衣笠正次郎 

NAME 

SHOJIRO KINUGASA 

CV 

宮田幸季 


MEMO 


数学担当、女性と見紛ぅ 
ばかりの超絶美形な教師。 

いつちニコニコと 

を'っとり微笑んでいるが、 
言っている内容は非道い。 

聖帝の小悪魔を従わせられる 
唯一の存在。 






% 


で 

〇 \ 0 

〆 るがも 

酣れ Ire 面 

雖とら格- 

3種え注の 

当職違ない 

担る間把思 

科あく雑徒 

理とよ大生 



境 

環 

庭〇 

家子 

な様 

雑る 

複な 

のに 

瞬気 




name SHO NiKAIDO 


cv 織田優成 


MEMO 

公民担当、常に冷静沈着。 
どのような事態でも、 
常に冷静に処理する。 

神経質で葛城とは 
馬が合わないらしい。 

■天真爛漫な悟郎に 
いつも振り回されている。 


名前 


階堂衝 



名前 

真田正輝 

NAME 

MASAKI SANADA 

CV 

阪口大助 


MEMO 

■外国語担当、元気一杯の 
熱血教師。 

■教師軍団の中でも一番若く、 
生徒に間違えられる事も。 

瑞希が気がかりだが 
話をしにいっては無視される。 
















































































- i'j 

^3 - 


登場人物 




緒里 


名前 


名前 

岡崎勇次 

NAME 

YUJI OKAZAKI 


MEMO 


■ ClassA の生徒であり、生徒会長と 

サツカー部のキャプテンを務める優等生。 

■ ClassX [B6] を見下しており、 

常に尊大な態度を取る。 




名前 

永田智也 

NAME 

TOMOYA NAGATA 


MEMO 


□常に翼に付き従う翼の秘書。 

秘書としての腕は超一流であらゆる技能を 
こなす。 

■吉仲（翼の父）の命令で、あくまで仕事として 
翼の秘書をやっているが…"、 


その他人物 lc 」いて CHARACTFRrSURCHARA 


〇 





MEMO 

■聖帝学園高等部の校長。 

身体も態度もでかいが、オデコは寂しい。 

■理事長の影に怯え、なんとか B6 を 
卒業進学させようと必死。 

口八丁で人をのせるのが上手い。 




MEMO 


■悟郎の愛犬のミニチュアダックスフント。 
郎の大事な友達。 




MEMO 


■いつも瑞希と行動を共にする白いトカゲ。 
心と心でつながっている親友。なぜか鳴く。 

■時には瑞希の通訳もこなすが、 

そのトゲーの言葉を理解できる人間も 
また少ない。 






























































::: 弟 二早 第一節操作方法 _ GAME CONTROLS . 


■ ■■ ，ド- ^ ノ 丄 A 

__ v^rVYlL \^\ y \ ^ IW / LWq 

正しい教育指導を行う為の操作方法。プレイする際には本項目を熟読してから臨むように。 



アナログコントローラ （DUALSHOCK 2) 



■1 ■ボタン 

ショートカツトメニュー 1 

■ H ボタン 

使用しません 

Bn ボタン 

ショー ト カツトメニュ ー 2 

■ SH ボタン 

使用しません 

方向キー 

力ーソル移動/テキストスクロール 

◎ボタン 

テキスト送り/決定 

® ボタン 

キャンセル/テキストウィンドウ表示•非表示 

©ボタン 

ショートカツトメニューでのみ使用 

籲ボタン 

ショートカツトメニューでのみ使用 

SELECT ボタン 

使用しません 

START ボタン J 

システムメニュー 

左 スティック | 

使用しません 

右スティック 

使用しません 

® ボタン 

アクション（ツツコミ） 

ボタン 

アクション（スルー} 


OE1 ■ボタン 
B 匯〇ボタン 

B ©ボタン 
的 SELECT ボタン 



ボタン 


B 方向キー 

〇© ボタン 


ID START ボタン 


〇〇 ■ボタン 

0 © ボタン 
0® ボタン 

Bled 表示 



トカツ 


L1 〇 [ 


—トカツト2 ( 



◎ポタン 

オートモード 

クイックロード 

® ボタン 

ロゲ表示 

ロード 

@ ボタン ； 

スキップモー 

ド 

クイックセーブ 

❹ポタン 

強制スキップ 

セ ー ブ 



ANALOG 
モー ドスイッチ 


IB 左スティック 右スティック 

® ボタン ® ボタン 

(左ステイックを押す） （右ステイツクを押す) 


※本ゲームはアナロゲコント〇— ラ (DUALSHOCK 2) 専用です。 
XLED 表示は常に赤色（アナログモード）の状態です 6 
〇9 X 振動機能の 0N/0FF は OPTION で設定できます。 

i ※本ゲームはコントローラ端子1にのみ対応しています。 

























































































采二早第二節 ゲームシステム編 


GAMF SYSTFM 0 


どのような項目があるのかを解説。本作の基本的な概要を正しく理解して指導に臨むように。 


『 VitaminX 』 は一人でプレイするゲー厶です 。 “PlayStation 2” 本体のコントローラ 
端子 1 にアナログコントローラ (DUALSHOCK 2) を差し込みます。電源を入れて 
から 『 VimitanXj のディスクを “PlayStation 2” 本体のディスクトレイに正しくセツ 
卜し、タイトル画面表示後、各メニューを選択してください。方向キーでメニュー 
を 選択して、® ボタンで決定します。 

35 タイトル画面 TITLE 


Push START button START ボタンを押してください。タイトルメニューが表示されます n 


: S タイトルメ —ユ _ TITLE MENU 


Start ニュー ゲーム 

新しくゲームを開始します^ 

Continue コンティ ニュー 

セーブした としろから開始できます。 

Option オプション 

ゲー厶内の設定を変更できます。 

Extra エクストラ 

※クリア後に追加表示 

ゲームクリア後、いろいろなおまけ 
を楽しめます。 





オプションメニコ 


— OPTION MENU 


: s. OPTION ：System 


Auto save オートセーブ 

オー ト セーブの ON / OFF を設定します。 

Auto mode ォ - トモ-ド 

オートモ ー ド時の表示速度を設定します。 

Skip mode スキップモード 

スキップモードのスキップ方法を 
設定をします。 

Message 一一 
speed 文子酿 

文字の表示速度を変更できます。 

Vibration 讎 

振動機能の ON / OFF を設定します。 

Heroine 主人公表示 

主人公の表示/非表示を設定します。 

Item アクセサリー 

decorate 表示 

付加アイテムの表示/表示を 
設定します。 

Uniform color 制服カラ — 

※クリア後に追加表示 

制服 カラーの 1P/2P を設定 
します^ 

Default 初期化 

内容を初期化します。 

Decision 決定 

設定内容を決定します。 



x タイトルメニューで®み選択可能 


OPTION ：Sound 


volume #ィス音置 

キャラクターボイスの音量を 
変更します。 

System volume システム 音盪 

システム SE の音量を変更します。 

BGM volume bgm 音塁 

BGM の音量を変更します。 

SE volume se 音 1 

SE の音量を変更します。 

Default 初期化 

内容を初期化します。 ； 

Decision 決定 

設定内容を決定します。 

























































































E :_ OPTION:Voice キャラクター毎の音声とシステムボイスを設定します。 


Default 初期化 

内容を初期化します。 

Decision 決定 

設定内容を決定します。 





量，亡 •*. I-ii j J « s 1 


SS システムメニユ 


SYSTEM MENU 


REPORT CARD レポートカード 

成績の確認が出来ます。 

SAVE 

セーブ 

データをセーブします。 

LOAD 

□ー ド 

丁ータを ロー ドします。 

OPTION 

オプション 

オプシヨンの設定ができます。 

MANUAL 

操作説明 

操作方法を確認できます。 

CHARACTER キャラクター 
SELECT 選択 

キヤフクター選択画面まで 
戻ります。 

TITLE 

タイトルに戻る 

タイトル画面に戻ります。 



5 ; シヨートカツトメニュー SHORTCUT MENU 


is- SHORTCUT 01 


AUTO MODE オートモード 

T キストを自動で読み進めます。 

SKIP MODE スキップモード 

テキストを高速で送 D ます D 

NON STOP 強制スキップ 
SKIP 

テキストを強制的に高速で送り 
ます。 

BACK LOG ログ表示 

過去ログを表示します。 



：：. SHORTCUT 02 


QUICK SAVE 簡易セーブ 

クイック データをセーブします。 

QUICK LOAD 腿口-ド 

クイック データをロードし ます a 

SAVE セーブ 

データをセーブします。 

LOAD ロード 

データをロードし ます。 



セーブについて 

ゲームの進行状況をファイルとして保存します。ファイルの作成 
には11 0 KB 以上の空き容鼉のある “PlayStation 2”専用メモリーカー 
ド (8 MB ) が必要です。なお、本ソフトは MEMORY CARD 差込 □ 1のみ 
に対応しています 。 “HavStation 2”専用メモリーカード (8 MB ) は必 
す MEMORY CARD 差込口1に差してご使用ください。セープに関す 
る準備が整うとセーブ画面が表示されます。方向キーでセーブす 
るファイルを選択します。セーブするファイルを 選択し® ボタン 
を押してくださ U D 



口ードについて 

セーブしてあるファイルからゲームを再開します。□ー ドするデータ©入っている "PlayStation 2” 専 
用メモリーカード (8 MB ) を MEMORY CARD 差込 □ 1に差しておいてください。口ードする準備が整う 
と口ード画面が表示されます。方向キーでファイルを選択します。口™ドするファイルを選択し®ポ 
タンを押してください。 


セーブ/口ード中は " PlayStation T 本体の電源を切ったり、 " PlayStation 2”専用メモリ-力ード(_) 
やその他の拡張ユニット、およびアナ□グコントロ-ラ (DUALSHOCK 2) の抜き差しを行わないでく 
ださい B 
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章第三節ゲームの流れ編 


GAMF FIOW c 


どのような流れで生徒を教育していくのか。教育指導方法を図解で説明、特徴的な本作の構成を理解するように。 


5 S タイトルメニュ — TITLE MENU 

Start (ニュー ゲーム）を選択してゲームを開始します。 


SS 名前入力画面 


Name entry 


主人公の名前を入力します。苗字と名前をそ 
れぞれ入力し、決定してください。 

※初期状態:南悠里 



= Sadv 画面 (プロ ローゲ ) Adventure [prologue] 


プロ □ーグストーリーが始まります。 



一あい、そこの細無さそうな 
いかにち庶民のお前， 

畎えるな、 8 e Q j ( e t 



=5 キャラクター選択画面 CHARACTER SELECT 


B 6 の中から、受け持つ生徒を選択します。 



風門寺吾郎 

1 k^TsaniSyi 


12 ^ 999 999 


53 章選択画面 CHAPTER SELECT 


決定した生徒のストーリーの中から1話選択 
します。 
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Adventure 


S : AVD 画面 

本編がスタートします & 





Tj 


どうしたの？ 

授親は終わつ t わよ, 


= s 月末試験 


Achievement test 


美形教師逵による月末試験が始まります。問 
題数は毎月各10問です。 



im . 




Science 


1 ■静止し rc 物は»止し綱け、 

動いている tt は等速運動を縞け…っつ 
原理. _ S は柯だ？ 


«r 


1 


SS 究極の選択 Ultimate selection 


本編中 I こ一定の条件を満 r こすと発生します。 
恋愛イベントか勉強イベントのどちらかを 
選択してください D 


Ultimnie selfictinn 

背櫧 t ': •邏ポ 



5=ボ_ ナスイベント 


Bonus event 


月末試験で一定の条件を満たすと発生します。 
クリアした恋愛イベントや勉強イベント、ボー 
ナスイベントは、章選択画面にて確認でき 
ます。 



■ ■Ai 

#■ *■ 


，おい、そこの金の無さそうな 


いかに缶庶民のお前 t 
吠えるな 1 Be Q 





莩薙一 

「ヲ辯? Bf 私 waa れ叩 1 


龜行 Mi 






McHAPTEg 4 n 74 為 85 
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_■ 


アクションシステム 


もし、生徒がお馬鹿な発言をしてきたら……！？ 

指導例（真壁翼への教育的指導方法) 

翼「俺にかかればお前の給料を減らす事も、オチヤヴケサラ 
サラだ！ I 


力悠里「それをいうなら『お茶の子さいさい』でしよ！ 

X ツッコミでビシッと指導！愛のムチ1 


悠里「きや〜！まだ三回払いの返済が〜!！」 
• X 誉めて育てる！ 華麗に スルー！ 


i : ■アクションボイントについて 

一つの章の中で、 LOVE orSTUD 丫ができるアクションの數が限られています a 画面の右上 
にアクションポイントが表示されます。 LOVE をしたか STUDY をしたかは、アクションポ 
イント左側の色で判別がつくようになっています。 

レョンポイントの数は、章によって異なります。 



LOVE or STUDY - 一一 超問題児達への愛の教育的指導 
お馬鹿な生徒達との会話時は、毎回気が抜けない!？ 

アクションシステム 


ADV パート中で任意の個所で生徒達に 「ツ ッコミ ( STUDY ) 」 
〇「「スルー （ LOVE )」 を入れられます。 

1 章毎に決められたアクション回数内なら、 ADV パー 
卜のどのシーンでもアクションを起こす事が出来ます。 
X 章によってアクションポイントは決められています， 


SS アクションしたいテキス 

〇ボタンを押すと、 LOVE 恋愛値上昇 
CD ボタンを押すと、 study 偏差値上昇 

意味も無い個所でアクションを起こすと、生徒から冷たくあしらわれてしまいます。 
アクションを全く起こさなくてもゲームは進行します。 


とは 



弟二章第四節ツッコミ&スルーについて _ HOW to Action , 

正しく生徒を教育していく為に。聖帝学園の新人教師は熟読してから授業に臨むように。 






















































jii 第二早 第五節偏差値■恋愛値について _ About n mVF orSTUnY 2 0 

生徒達を教育した結果の値。生徒達を評価するのにどのような値があるのか把握してから指導するように。 


生徒達の成長を見る為に二つのパラメータがあります。 


キャラクターは、 LOVE [スルー] or STUDY [ツッコミ]によって溜まっていく 
「恋愛値」「偏差値」によって、表情や外見の変化が出てきます。 


ssr 恋愛値」が上昇する方法 MAX 値 99 9 

■規定のアクションポイントで LOVE [スルー]を成功させる 
•特定の「恋愛値」があがる選択肢を選ぶ 

ssr 偏差値」が上昇する方法 MAX 値 999 

■規定のァクションポイントで STUDY [ツッコミ]を成功させる 
•特定の「偏差値」があがる選択肢を選ぶ i 

•章の最後の月末試験で正解する 


生徒をどう育てていくかは教師であるあな fc 次第です。 


ZZ 「恋愛値」が上がると 
「恋愛値アイテム」を装着! 

sample : 七瀬瞬[悪魔の羽] 



生徒の教育方法次第で色々なェンディングが待つています。 


15 



:: 「偏差値」が上がると 
「偏差値アイテム」を装着! 

sample : 仙道清舂[学生帽] 


オプション画面内で装着の ON/OFF の選択が可能 
です。 





































付貝 IJ 


オマケモードです。ゲーム中に見 fcCG や音楽を 
鑑賞したり、様々な特典を楽しむことができま 
す。 Extra の中には特定条件を満たさないとオー 
プンにならないものもあります。 





| mmmm 

氤篇! 



5 S イベントグラフィック Event graphic 

今まで見たイベントグラフィックを鑑霣します。 

5 S 設定•原画 Original graphic 

キャラクターの設定資料や原画を鑑賞できます。 

H シーン作成 Scene making 

キャラクターを自分の好きな様に着せ替えてシーン 
を作れます。 



B キヤラ クター マニア 


Character mama 


キヤラクターのプロフィールやオマケのボイスが聞 
けます。 


K 厶ービー鑑賞 


Movie 


オープニングムービーを鑑賞できます c 


ADVICE 


POINT ! 


オ プシヨン画面内の2 P カラーの ON / OFF でキャラクターの配色を変更する事ができま 
す。 

S: •マ — アツクボイス Core 

Character mania のマニアックボイス Core で x 携帯アプリでゲツ ト したパスワードを入れる 
と……？マニアックボイス Core にカーソルを合わせて#ボタンを押してください。パス 
ヮード入力画面が表示されます。 


■ 


ザッビング 


キャラクタール ー ト中、違うキャラクター用のザッビング選択肢が表示される個所があ 
ります。選択肢は赤色と青色で医別されていて、どちらを選択したかは章クリア後に章選 
択画面で確認する事が出来ます。各キャラクター每に設定されたザッビング選択胺を全 
て揃え、特定のエンディングをクリアすると_ ? 



綱 


№ 5 フゴ 3 ¢*¢ 

.era C3i • ■ ■? 

u 1 £ - 'if 

E 1 • W mmmm: ■ . r 

..' :; -^3^ A ^ 74 &5 






Ex:la MODE 


o 


サウン 


ぐ 


Sound 


ゲーム中に流れる B GIVI や主題歌を鑑賞できます 


〇 


SS 試験問題 


Test 


生徒と教師を選び、ゲーム中のクイズ問題で遊べます 


〇 














































★オフイシヤル CD 企画第4弾！ ★ 


期間限定•応募者全員サ-ビス 


キャラクターソング CD 


r 前代未聞、史上最強のキヤフソン登場!」 



/itaminX：BLUE DISC 



仙道清舂⑶:吉野裕行 

「青春★ダイナマイト」 

風 門寺悟郎 CV : 岸尾大輔 

「放課後ジヤーマンスープレックス」 



1今ページ左下 （RED DISC ) もしくは右下 （BLUE DISC ) の応募券を切取り、便箋等に貼り付けて下さい。 


2 cm 枚2,000円 （送料 税込）分 の無 gR 名定額小為替をご用意ください RED DISC、 BLUE DISC 両方を ご 希望の 場合は、 4,000円 （送料税込 )分をご用意ください。 



※定額小為替は郵便局で購入できます。小為替には M も®かないでください,， X 恐れ入りますが、送金料(手数料）はお害様でご負担いただけますよう、お願い致します。 

住戸尸、氏名、電話番号、好きなキャラクターを便箋に明記の上、定額小為替を便箋でくるみ封筒に入れて下さい。発送方法は、配達記録の残る郵便局の「配 
達記録郵便」や宅配業者様で「記録」が残る形の送付形態で下記宛先までお送りください。お手数ですが、商品が到着するまでは定額小為替金受領証書を 
保管しておいていただけますよう、お願いいた I ；ます 

※個人の情報は商品の発送以外の目的には使用いたしません 


2007年3月30日 


6月30日当日消印有効 




150-0043 東京都渋谷区道玄坂一丁目 9-5 渋谷スクェア A 2 F 株式会社デイースリー•パブリツシヤ 

「VitaminX 応募者全員サービス」 係 


★応募は応募券1枚につき1回の応募しかできません 
★発送は4月下旬〜7月の予定です D 









































r Vitam!nXj ADV ゲ-ムアプリ配信 （ゲ-ム発売日と同日配信予定) 

モパイルでもツッコ 5 or スルー丨あの /V イテンション教師にもツ'ノコめ S 絶好のチャンス F ? モバイル 
専用本格アプリでは、本ソフトで使用できるパスワードを大公開！そのパスワードを、本ソフトの指定 
の場所で入力すると…？スルーできない秘密ボイスにドキはムネムネ!?アップは困難を極める H 


筝 


•着. 


D 3 P 乙女ゲーム全キャラ大集合！着メロ*着ボイス■アプリ■壁紙な どが ドツカーンと テンコ盛 g !: 


PTPPU 


キヤ ラク ターとコミュニケーションでぎるミニゲームを 
続々配信。気軽に遊べるバズ ルゲーム もあるよ！ 


着ズロ 


『恋華 ren - k 取『放課後のラブビート j はちちろん、そ®他 
テーマソング ■ BGM をハイクオリティでお届け！ 


着ボイ■ス- 


キャラクター®" アノ "声を 
例十種類とダウン□—ド可能！ 


待受 画面 


乙女ゲーム全キャラクターの画像を 用意 e 
モバイルオリジナルや特典画像が盛りだくさん 


_二^ アイ1 链 ar _ ち 受け 看信アニ:コブモ^^ 






r 乙女ゲー携帯コンテンツサイト 



ti 降、新作は随時 Ji 加!） 


■ THE 恋愛アドペンチャー〜硝子の森〜 

-リプルのたまご 

■きまぐれスト□ベリーカフェ 

■放課後のラブビート 

■召しませ浪通茶房 


4 Backlash 
-幕末恋華■新選組 
_ラるるんクエスト恋遊記 
_ラストエスコート 
〜深夜の黒蝶物語〜 


•ラストエスコート 
〜黒蝶スペシャルナイト〜 
•マーメイドプリズム 
•VitaminX 


僅格 ( wa/iw 


サイト対応檐稽 


サービス 


\ 【I mode 】 imenu — メニューリスト-+待受画面— 

ゲー ムー^こちら胸キュン - 乙女』 

[ EZweb ] EZ 」 menu — ホビー&カルチヤ—^ゲーム— 
閩連カテゴリ—シミュレーション 


好胖配信中 


http://d3-otome.com/ 


月額315円{税込)有料会員登録と無料会羼登録の2コース 

[I mode) NTT ドコモ movaSO り以降の QVGA 機種 
[EZweb] PENCK * W シ U — ズ. Sweets * talbv . 

(TzOneT 丫 PE - R _ A 5000 / A 1 400シリ-ズ 


タイトル情報/コラム/ノベル/待受画像/蕃信メロディー/ 

着 M ボイス / WEB ゲーム / i アプリ（卜 mode のみ)の配信 D 3 P ue usher 






^ゲームの攻略、裏技等に聞する質間にはお答えできませんので予めご了承ください。 

#コンテンツ内容は予告な < 変更になる壜合がご ざいます 
土「[モード」及び 『 i-mode 」 ロゴ， 「i アブリ J 及び「卜 appH 」 ロゴ， 「mova /ム™ パ」， 「デ: 3 メール J f 着モーション」 は NTTK コモの登録商標 T す。 
EZweb は KDDI 株式会社の登 H 商楣 です。 


¥3,150 (税込） お問い合わせ先 

200フ年5月23日株式会社ティームエンタテインメント 
KDSD - 00133 TEL ：03( & 771)5553 


WaminX の才ープニング曲&エンディング曲のフルバー 
ジョンとゲー厶中に流れる BGK/I を多数収録したサウン 
〜トラック！ 

価 格：¥2,9 4 〇(税込） お問い合わせ先 

発売日： 2007年4 月 18日株式会社 ティ ーA エンタテインメント 
品 番： KDSD -00132 TEL :03(5771)5553 


「VrtaminX ドラマ CD 」 （仮称) 


ファン待望! Vitamin X のドラマ CD がリリ-ス決定：! 


Now 

Printing 




株式会社エンターブレインよじ 1 発売決定! 

完全攻略資料や声優インタビューなど情報満載！ 


株式会社ェンターブレイン HP 


http :// www . enterbrain . co . jp / 


お問い合わせ 


<霍括受付>東京： 03-5428-3458 名古屋: 052-774-0638 


株式会社テ^ f-WJ ■•パブ U ツシヤー サポートセンター士2〇〇4年8月から東京の電話受付番号が変更になりました t 

.册 http :// www . d 3 p . co.jp 


字 —ムぺ 


関連商品紹介 


アルフアンブック 


VitammX 公式ド:ジ 


「VitaminX オリジナルサウンドトラッ々| 


格 S 番 
売 

価発品 


SLPS 25760 /SLPS 25761 










































































































I VitaminX 
I SPECIAL 
\ BOOK 


MITED EDITION 




























































































































































004,005 


B6 characte 


f 6 量身^簡暑帽介 

私立聖帝学園、高等部。偏差値や進学率の高さから進学校としても名の通っている当学園には、問題児ばかりを集めた教室がある 
各学年の E 組がそれにあたり、あなたに担当してもらう3年 E 組は通称、 「 ClassX 」 と呼ばれている。 

対策を立てないまま1年間を乗り切れないであろう新担任の為に、 「 ClassX 」 の中でもさらに問題児の 「B 6」を紹介する c 
この資料によく目を通し、必ず彼らを卒業させること a 



真壁翼 


ISiiMSA MMAB£ 


お金持ちのお坊ちゃま。 

母親がイギリス人で、 

容娶も抜群。人気モデル^ 

— 詳細は P 018 


早矢■— 


HA UMF KUSANAm 


七瀬瞬 


SHI JKJ KIAhJA^r 


面倒見のいい兄貴キャラ。 

一度仲間と認め fc 人間には 
面倒見がよい。 

—詳細は P 022 


ヴィジュアル系バンドの 
ベーシスト兼 1 」ーダー。 

音楽しか頭に無い。 

—詳細は P 026 
































introduction 



風門寺悟郎 


FlIMON II 


仙道清春 


taYnH APU SFNnn 


斑目瑞希 


M17I1KI MAHAPAMf 


女装をしている男の子。 

いつも楽しそうで明るく、 
甘えるのが大好き。 

—詳細は P 030 


子供のような悪戯が 
大好きでいつも笑っている。 

) てスケの天才。 

—詳細は P 034 


いつも寝ていて、 

全然喋らない。 

白いトカゲをいつも連れている。 

—詳細は F »038 































九影太郎 



薙 



斑目瑞希 


r 一 .…. 







田正輝 




風門寺悟郎 _ 




衣笠正次郎 



二階堂 I 


X 
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Character talk 

by B6 and cool teachers 

教師陣による生徒の性格紹介対 i 炎。 


X 問題教師更生の為に。 



超馬鹿集団 B 6と 
問題教師とは？ 

問題の B 6は、一筋縄ではいかない生徒達である。 
彼らの性格の一端を予め把握するため、新学期 
から月末の試験を補助する教師に、個別面談を 
させた。これはその時の会話を記録したもので 
ある。この中から彼らの行動パターンを予測で 
きるようにすること。 

※問題のある教師の面談を含む 



真壁翼 X 七瀬瞬 X 九影太郎 -P008 

草薙 一 X 斑目瑞希 X 真田正輝 -P010 

風 門 寺悟郎 x 仙 道清舂 X 衣笠正次郎 — P01 2 
葛城銀児 X 鳳晃司 X 二階堂衝 - P 014 

補助教師については詳細ページを参照 


—A 

葛城銀児 

—PQ44 

— B 

鳳:^ RJ 

—P046 

—C 

九影太郎 

^P048 

-D 

二階堂衝 

—P050 

—E 

衣笠正次郎 

^P052 

- F 

真田正輝 

—P054 












008,009 Character talk 

TSUBASA/SHUN/KONOKAGE 



翼 『……クッ！こんな所にワザワザこの俺を呼び 

出すとは』 

瞬 『全くだな、時間の無駄だ』 

九影『いちいち文句たれてんじゃね一ぞ、糞餓鬼共』 
瞬 『……アンタ、オレたちに説教する前に、その口 

調どうにかしたほうがいいぜ』 

九影『阿呆。大きなお世話だ！』 

瞬 『 ，.で、一 体何の用だ？』 

九影『用も何も、 あ一…… なんだ……あれだ。お前等 
を少しでも良く知ろうって奴だ』 

瞬 『……くだらんな、アンタの保身の為の面接か』 

翼 『WHAT ?この俺の機密をどこかの企業にでも 
売るつもりか？』 

九影『売るかっ！』 

九影『はぁ……あのなぁ、お前等のせいで上から五 
月蝿く言われる身になってみろや、な？』 

翼 『フン。成績が悪くても金はある』 

瞬 『オレには……夢がある』 

翼 『いい響きだ、 DREAM ……悪くない』 

瞬 『サンキュ』 

九影『確かに夢はいいぞ丨夢は！……だがなぁ、高 
校卒業できなかったら意味ねえだろうがよ J ) 

翼 『 N 0 PROBLEM 、 学歴など金の力でどうにでも 
なる』 

翼 I 『そうだな、永田！』 

永田『……それは、翼様……』 

翼 『何だ 一一 この俺の言う事が間違っているとで 

も ？ J 

永田『いえ……申し訳御座いません J 
九影『永田さんよお、そこは真壁の為を思うなら怒 
る所じやねえのか？』 

翼 『下らんな！言いたい事があるなら早く言え。 

俺は貴様と違って BUSY な身だ』 

九影『てめっ！グッ……が、我慢しろ、俺……』 

九影『そうだ……こいつらはまだ蕾だ……こいつら 
を花に見立てて慈しむんだ』 

翼 『何をブツブツ言っている ——— 早くし5、八ゲ！』 

瞬 『おい、何もないならオレは帰る』 

九影『ハッ！ ！こっい . ふ一っ、落ち着けえ 

九影『•お前等はよお、若さで満ち溢れてるな…… 
光輝いてるぜ』 

翼 『フッ、判りきった事を……まあ、腐ってもマグ 
ロゥだ 。 SUPER MODEL だからな』 

瞬 『いきなり何言い出してんだアンタ……気持ち 
悪い』 


























































『勉強をやる気もなく、学校に居る時は飯を食っ 
てる S # が一番楽しい』 

『と——そういうわけだな？』 

『ふむ、まあ……そんな所か？』 

『一"一一翼様、ご立派です J 
『この、親馬鹿秘書……』 

『別にオレは早く帰りたいだけだ』 

『パイトに遅れる』 

『じゃあ、進学にも興味ねえってか？』 

『-どうせ決まっている』 

『オレは将来はパンドで飯を喰う。学歴など不 
要だ』 

『しかし人に偉そうにセッキヨーするが、貴様 
の高校時代はどうだったんだ？』 

『おっっ、俺か！？』 

『フッ、焦っているな。——永田、調べろ！』 

『了解致しました。30秒程お待ちを』 

『ならん、15秒だ』 

『……畏まりました』 

『うぉおおおっ！ちよ、ちよっとまてコラァ！ ！』 

15秒後- 

『 -アンタ、こんなんでよくもまあ……』 

『この俺達に説教できたもんだな』 

『理科の成績が良いだけじやないか、理科だけが』 
『帰るぞ、永田！』 


『まあこれに懲りて俺達に説教するなどという 
下らん事は"… 1 』 

『キンリンサイ止めてもらおう』 

『クックック…"■八ーッ八ッ八ッ八ッ八！ j 
『一— じゃあな、行く ぜ』 

『てめ えらああ ……大人しく聞いてり ゃ ……言 
いたい放題言いやがって……』 

『もうこんなんやめ だ〜〜〜〜 っ！！』 

『うおっ……な、何だ！？』 

『オラッ丨！外出ろやコラァ！この糞餓鬼共め 

へ^へ r ヘ^へ J | J 

『 お、おい貴様！』 

『は、離せ！！八ゲッ丨！』 

『ウッセークソ餓鬼ィ！テスェラの根性叩き直 
してやる！！』 
t わ、私は . ！』 


九影『おめ 一 もだ、永田ァ！ちょっと校舎裏までツ 
ラ貸せや！！』 

九影『三人まとめてシメてやる！』 

永田『九影しゃん！あんた、なんばするんやろ 
か 一 つ！？』 


九影『きも . ま、まあいい。話を戻すぞ』 

九影『……お前等よお、そんな I こ勉強つまんねぇか？』 
瞬 『……オレにとっては優先度が低い』 

瞬 『勉強する時間があるなら金を稼いでヴィス 
コンティ……パンドの練習をする』 

翼 R 奄は……高校の勉強などする意味が分からん』 

翼 『-どうせ後々、ザイバツのアトトリとして 
否が応でも STUDY させられる』 

翼 『違うか永田』 

永田『左様で御座います』 

九影『でもなあ、真壁に七瀨一一学校には学校のルー 
ルってもんがあんだろうがよ？』 

翼 『WHAT ?何を言う、この俺が RULE だ！』 

瞬 『ルールなんてもんは、アンタ達教師がオレ達 
に押し付けてる……タイマンだ』 

九影『……怠慢？……ああ、傲慢って言いてぇのか？』 

九影『……そうか俺たちや傲慢か . そいつは悪かっ 

たな』 

瞬 『パカか！ゴーマンじやなし、タイマンだって言っ 

てるだろ』 

瞬 『チッ、偉そうに呼び出し r こわ〇には……日本 

語も知らないのか！ 

九影『……ぐっ！』 

九影『……そ、そうだな。俺達教師の怠慢、とも確か 
に取れるな j 

九影『で、じゃあなんだ， • ，…お前等授業以外で学校 
の何が楽しいんだ？』 

翼 『フ墨……そうだな……あれだ 。 UJNCH TIME か』 

翼 『毎日シェフに考えさせるのが楽しいと言えな 

くもない J 

瞬 『ああ、あれは助かるな、金が浮く。美味いしな』 

翼 『今日のメインディッシュは美味かった。何だっ 

たか——永田！』 

永田『はしし子牛のフィレ陶のソテー■ディクセル風 
味、黒米とセロリラーブのピュレ添えで御座い 
ます』 

九影『ピュ……なんだそりや？お前等、何食ってん 



翼 『肉だ』 

九影『そりや分かる！•…”なんとなく』 

翼 『フウ……永田、庶民に分かるように説明して 

やれ』 

永田『九影先生^分かりやすく言いますと、牛フイレ 
を使用したフランスの肉料理で御座います』 

九影『フランスの肉料理イ？……記号式より難しい 
名前だな、おい』 

翼 『記号式とかいう食い物よ U は、遥かに 
DELICIOUS だ j 

九影『この馬鹿餓鬼卜 ■ 記号を食い物にするな！』 
九影『……そうか。つまり—―まとめると、だ』 


影 影 田 影 影 影 田 田 影 影 影 影 影 影 田 
九九 翼 永 九 瞬瞬 九 翼 瞬 翼 九 翼 永 翼 永 九 瞬 翼 瞬 翼 九 翼 翼翼 瞬 九九 瞬 九 翼 瞬 九 永 
















































010-011 Character talk 

HAJIME/MIZUKI/SANADA 



真田『いよお〜〜しっ ！ 今日は先生と腹を割って話 
そうな、二人共！』 

- 『アンタ……見た目によらず腹割れてんのか。すげ一な』 
真田『腹筋違一う！！』 

- 『違うのか . っ fc く…… めんどくせえなぁ』 

瑞希 『 . うん』 

真田『だめだだめだ、そんなんじゃ！元気ないぞお〜 
二人とも！』 

真田『第一この調子じゃ、進学できないかもしれな 
いんだせ？』 

- 『別に大学なんか入れなくたっていいだろ……なぁ 
瑞希？』 

瑞希 『……ん……面倒くさい……』 

真田『うぐぐ …… あ一じゃあ、あれだ！楽しいキャン 
パスライフは送りたくないかっ ？ j 

- 『興味ね一……つぅか、葛城先生とまた何かあっ 
たらし一じゃん？』 

真田『え？あ〜……うん、それね……それがさ、まぁ 
た葛城先生が借金返してくれなくてさ〜』 

瑞希 『……いくら？』 

真田『紿料出たら返すっていってたのに^-!- 

万円！』 

真田『新しい携帯でたから買い換える予定だったの 
I こさ〜』 

十;：:〒『每月……ぅん . 』 

一 『毎月同じ事言ってるね、いい加減気付いたら？ 

……だとよ』 

真田『いや、まさにその通りなんだけどさ……つい口 
車に乗って貸しちゃうん"■…』 

真田『……って、おれの相談じゃね一よっ！ばかっ！』 
瑞希 『-グゥ』 

真田『あ！こら寝るな っ、 斑目ッ！！』 

真田『真面目な話さ〜〜勉強っつか学校つまんない？』 

- 『刺激が足りねえ……1 

真田『……どう足りないんだよ？教えてくれれば直 
すからさ』 

- 『足りねえものは、足りねえんだよ』 

真田『だ一か一らっ！！どう足 1 ：!ないかって聞いてん 
だよ っ！』 

- 『……全部だっつ一の！』 

真田『それじゃわかんないだろ、草薙〜〜っ！』 

瑞希 『… •••お、 . ぬ j 

真田『……おぬ？』 

- 『少し落ち着け、子犬……だってよ』 

真田『そ、そうか。少し興奮しすぎたか……落ち着か 

なきゃな、大人なんだし-』 

真田『って、だ一!小動物扱いすんな頭撫でるな〜丨』 






































































瑞希 『 …… イイ子イイ子 …… 』 

真田『あのなっ I 八ァ……おれはねえ、お前達が心配 
なのよ。わかる？』 

— 『ってもなあ、学校はつまんねえしなあ、授業は 
意味不倫だし』 

真田『意味不倫？‘…"意味不明って言いたいのか？』 
瑞希 『学校……寝る場所』 

— 『真田先生の授業は丁寧だと思うけどさ』 

真田『お？そ、そう？ …… なんか、そう言われるとう 
れしいなっ JI 

— 『……ああゾよんていうかこの前の授業とか判り 
やすかったぜ ？』I 

真田『草薙ぃ〜っ！おれは嬉しいぞ〜〜っ』 

— 『またさ、大胸筋の鍛え方教えてくれよ』 

真田 f — —え？』 

— 『ほら、なんつ一か筋トレしねえと体ナマるから 
助かるんだよな』 

真田『……あの……おれ担当外国語なんだけど • "… 
ほらこの前文法教えたじゃん？』 

— 『あれ？真田先生って体育教師じゃなかった:っけ？』 
真田『 …… しくしく …… そうだよな。お前はいつもそ 

うだよなっ！ j 

瑞希 『泣かないで……プロパン、飲む？』 

真田『そんなものいらないっ！しかもそれを言うな 
らプロテインだろ！』 

真田『う一ん……じゃあなんだ5、興味あることは？？』 

— 『喧嘩……あ、あとあれだな、動物は……いいよな』 
真田 I 『喧嘩って…”_痛いのはやめようよ〜』 

— 『痛くはならねえよ、俺が勝つからな』 

真田『……そういう問題じゃなくって』 

— 『コイツは滅多につかわねえしな』 

真田『ああああああ一っ！ナイフ！そんな危ないモノ！！ 
没収だぞっ U 

一 『給食で出る林檎の皮むき専門だ』 

真田『お前らいっつもパカサイュで真壁たちと食べ 
てるだろ！』 

真田『すっごい高そうなの！第一うち給食ないし！』 
瑞希 『う …… ベ …… よん……』 

真田『う、宇部四？』 

— 『うらやましいか？三べん回ってワンと言ったら 

今度豪華ランチによんでやってもいい . ってよ』 

真田『マジで！？って違う卜何キャラだ？斑目。 

•-… •つうかホントにそんな事言ってんのか！？』 
瑞希 『 …… ふふっ』 

真田『フゥ • •…_で、斑目はど一なんだ？』 

— 『瑞希が興味あるっていったらあれだ5』 

瑞希 『……トゲー』 

— 『だよな、かわいいよな〜〜トゲー！』 

瑞希 『……うん』 

トゲ _ 『ク ケーッ』 

真田『•…’•ま、斑目、お前がトゲー好きなのはわかっ 
てるから …… 例のだけはやめてくれよ！！』 


— 『クククッ、なら、あんま刺激しねぇほうがいいん 
じやねぇのか？』 

真田『しくしく……脅されている』 

瑞希 『小犬、泣いちゃ駄目 • …… イイ子』 

真田『……そして動物扱い …" •ってそんな教師いる 
か〜〜っ！』 

— 『 . つってもさあ、先生も俺ら B 6の事、よく 

わかってんだ'ろ？』 

真田『そりゃそうだけどさあ …… でもやっぱ心配じゃん ？ J 

- 『なんだよ、卒業するまでの3年間適当に流せば 
いいだろ』 

真田『……草薙〜〜！おれはそんな気持ちで接して 
ないぞっ！』 

_ 『あつ っくるし . 』 

瑞希 『……熱血 - 

真田『熱血ばかで結構！』 

真田『大体、お前はもっとシャキッとしないと、斑目！ 
何も考えずに寝てばっかりじゃな〜』 

瑞希 『 . む . Medice , Gura te ipsum 』 

真田『なに？斑目なんて言った？ メ、メデケ- "… ぶ？？』 
瑞希 『……気のせい』 

- 『まあまあ真田先生、寝る子は良く食べるってい 
うだろ？瑞希いじめるなよ』 

瑞希 『* — 、—■，優しい』 

真田『良く育つだろっ！食べるか寝るか、どっちかに 
しろよ j 』 

真田『とにかくさ、若いんだから夢を持って生きてい 
こうぜつ！』 

一 ^ -一 夢、ね。……別に夢なんてなくっても生き 

ていけるだろ』 

真田『そんな悲しい事いうな〜っ！明日へのパワーっ 
ていうかさ〜〜！』 

- 『……う一ん、パワーねぇ。じゃあ先生は何がパワー 
になってんの？』 

真田『お、おれ！？……そりゃもうかかかわ可愛いい 
かの彼女の……笑顔がさっ ！ j 

— 『嚙みまくりじゃね一か . 噓ばっか* 』 

真田『ううう噓じやないっ！こう見えてもモテるんだぞ！』 
一 『フーン …… 俺ら B 6相手にそんな事言えんの ？ J 
真田『……そ、それは〜〜』 

瑞希 『 …… 携帯のメール……二階堂先生と葛城先生 
からばか 1 :)』 

真田『 ^ — ま、斑目〜っ！なんでお前知ってんだよっ！！』 
ト ゲー 『トゲ — 』 

瑞希 『……グウグウ . スウー ji 

真田『寝 るな〜〜〜〜〜〜 っ！！』 

一 『くあっ…俺も寝み ぃ…… よし、バカサイユ行っ 

て寝るか』 

『……賛成。一、頭いい . 』 

トゲー『クケ ッ！』 

真田『って、こら〜〜！二人共少しはマジメに語り合っ 

てくれ〜〜 っ』 







































































012-013 Character talk 

GORO/KIYOHARU/KINUGASA 



衣笠『二人共、ちゃんと座ってくださいね〜？』 

清舂 『なンだ、文句あんのかよ才？コレがオレ様の座っ 
てる状態だってェの！キシシッ』 

悟郎 『はいはいは〜いっ！ゴロちゃんもちゃんと座っ 
てま〜 す！』 

衣笠『風門寺くん、丸見えですよ〜』 

悟郎 『いいの^ !キヌちゃんにはスペシャルサー 
ビス！ 

衣笠『ふふっ。普段からサービスは十分受けてますか 
ら、これ以上は要りませんよ〜』 

衣笠『それと、清舂くんはまず机の上から降りてくだ 
さいね〜？』 

清舂 嗨りてもいいけどよ才……知らねェぞ？キシシッ 

. 省ラッ！1』 

悟郎 『あっ危な〜〜い！何してんの、キヨッ！！』 
衣笠『， • 君の動きなんて読み切ってますよ。その手 
は喰らいません、ふふっ』 

清舂 『畜生！ンだよせっかく頭上からのオレ様お手 
製チョーク爆弾がよォ〜！ ji 
衣笠『入ってきた時に分かりましたよ？ふふっ、まだ 
まだ甘いですねぇ j 

衣笠『さて二人共、今日は真面目にお話しましょうか〜』 
清舂 『•…••話ってもよ才、一体何の話すンだよ、オパケ？』 
清春 『キシシッ、あれかァ？こないだ辞めちまった新 
人教師の件かァ 

衣笠『•"…まあ、それもですかねえ〜』 

悟郎 『キヌちゃ〜ん、アレはキヨが悪いんだよ ぉ〜〜！』 
悟郎 『ゴロちゃんボペラ悪くないもん！』 

清春 『ケケケッ、アイツ悟郎にゾッコンだったもんナァ？』 
清舂 『ちょっと騙してやったら、本気で信じちまって 

よ才-ソシシツ』 

衣笠『一体何をしたんですか〜、清舂くん？』 

清春 『ケケッ。悟郎が実は女だって吹き込んでやったん 
だって一の！ …… ギャハ八ッ！』 

清春 『力べの財力使ってソレらしく仕立てあげてよォ』 
悟郎 『キヨ〜〜ッ、ポペラ性格悪いにゃ〜っ！ j 
悟郎 『幾らゴロちゃんがメガバフ:一力可愛いからって！』 
衣笠『 

,5、ノ っ . く.、仕方 いで ^ ね^'' J ] 

清春 『キシシッ、人の不幸は蜜の味ってなア j 』 

衣笠『- 一 君達は本当に困ったちゃんですねえ J 

衣笠『で、今日はですね、君達二人の将来についての 
お話をしようと思いまして』 

清舂 『シヨーライ？シューマイの親戚かァ？それ、食 
えンのかよ？』 

悟郎 『はいはいは〜〜い！ゴロちゃんの将来の夢 
は〜〜 お嫁 さ〜 ん！』 




























































『ゲェ！ ？手錠！？』 

『きや〜〜〜キヨとつながってるぅ〜〜！？』 
『昔から縛るのは慣れていますから』 

『ど、ど一いうことだヨ丨？』 

『勿論、秘密です。ふふつ』 

『さて、仲良く勉強しながら君達の事、教えて下 
さいね？』 


『困りましたねえ〜……二人とも将来は本気で 
くくイタズラ師》に《お嫁さん》ですか』 

『キシシシッ！スー パー I こクールだ □才？ 』 
『えへ〜 つ、 ポペラかわいいでしよ〜〜〜 
『二人とも好きな事の為なら、他のどんな事でも 
頑張れま貧か？』 

『そりゃもう、イタズラ極める為ならなァ？』 

『ポペラ頑張るちゆ一の才！ギヤ八八ッ！』 
『お嫁さんになれるなら、ゴロちやんもポペラ頑 
張るよ〜〜！』 


衣笠『……さて、大体分かりました〜』 

清舂 『キシシッ、オレ様の天才っぶりがわかったって 
力|ァ？』 

悟郎 『キヌちやん、ゴロちやんがかわいいのも分かっ 
てくれた〜？ 

衣笠『いえいえ、君達に足りない物が、ですよ。ふふっ』 
衣笠『と、言うわけで一——始めましようか？』 

清春 『ゲェ！ ？な、なンだよその山！？』 

衣笠『勿論、テストですよ〜』 

悟郎 『きや〜〜！うそ〜〜！？』 

清舂 『ギャー！聞いてねェ〜〜〜〜！』 

衣笠『清舂くん、《イタズラ師》になりたいでしよう？』 
清春 『ん、んぐっ』 

衣笠『風門寺くん、《お嫁さん》になりたいでしよ 

う？』 

悟郎 『……そ、それはァ』 

衣笠『これは君達のな U たいものになる為に必要な 
勉強です』 

衣笠『好きな事の為なら……出来ますね？』 

清舂 『オ バゲ〜〜〜！ 騙したなァ〜〜！』 

悟郎 『ふわぁあ〜ん！キヌちやんひどいよ〜〜』 

衣笠『いえいえ、二人の為を思ってですよ』 

清春 『笑顔で言うな丨鬼ィ！悪魔ァ！』 

衣笠『ふふっ、清舂くんに言われるとは心外ですね〜』 
衣笠『あ、そうそう-逃げようとしても、ほら？』 


悟郎 『超すつごいフリフリのウエディングドレス着 
るちん！』 

衣笠 『ふふつ、それだつたらぼくがもらつ fc 物を今度 
あげますよ〜』 

清舂 『ゲェ！？“…•オパケ、そんなモンまで貰つてん 
のかヨ ji 

衣笠 『ええ、世の中には色々な人がいますからねえ』 
悟郎 『え一！ ！いいないいな〜〜ゴロちやんほつ しい〜〜！』 


1吾郎 『む〜〜〜じゃあパゥ召喚〜〜〜！八ゥかも〜〜〜ん1』 
パゥ『ワンワンッ！』 

衣笠『……風門寺くん、どこに隠してたんですか』 
悟郎 『ゴロちゃんのマジカルパッグの中^^〜！』 
悟郎 『パゥとゴ□ちゃんはいつつも一身搭載だもん 
ね〜〜★』 

パゥ『ぱう〜〜！ ji 

衣笠『それを言うなら一心同体ですよ』 

悟郎 F ぶ〜〜！ いいの！』 


清舂 『オバケ、オレ様はイタズラ師になるセエ！』 

衣笠『清春くん、残念ですがそんな職業はないですよ？』 
清春 『キシシシッ！オレ様が世界初のイタズラ専門 
のプロになってやるぜエ！』 

悟郎 『うわぁあああ〜〜……キヨ！すっごいよそれ！ 

リティ“ 

清舂 『ダロォ^？イカすダロォ？オレ様……サイッ 
コー ッ！』 

衣笠『でも、ぼくに防がれてるようじゃ、プロの道は 
まだまだみたいですね〜？』 

清舂 『……ケッ、それもそ一だな』 

衣笠『風門寺ぐんはどうするんですか？』 

悟郎 『む〜〜ゴロちゃんはあ〜、イラストいっぱい描 
ければいいもん！』 

衣笠『イラストが描きたいなら美術大学とか志望し 
てみるのもいいですよ〜？』 

悟郎 『でも勉強しなきゃいけないんでしょ〜？ 

ゴロちゃんお嫁さんになってイラスト描くの！ j 
衣笠『う〜ん、二人とも勉強にはまったく興味もてま 
せんか？ j 

清舂 『あのなァ。何度も言ってんダロ、オパ'ケ？』 

清春 『……オレ様はベンキョーがサイキョーにキフ 
€だって エ の！』 

清春 『生きてくのに連立法廷基地とかいらねエダロ？』 
衣笠『ふふっ、それは連立方程式の事ですか〜？』 

清春 『くっだらねヱ！足し算と引き算と掛け算と割 
〇算できりゃ〜〜……いいだ5 ! !』 

清舂 『ギャ八バ八ッ！』 

衣笠『そうですねぇ、確かに生きてくだけならそれで 
問題はありませんが……』 

衣笠『現在、その掛け算と割り算も怪しいんですけど 
ねぇ』 

悟郎 『ゴロちゃんはぁ、勉強するよりもっともっとキ 
レイになりた一い！』 

衣笠『では、進学しないで二人は将来どうするつもり 
なんですか〜？』 

悟郎 『ゴロちゃんはずっ〜〜〜とみんなと仲良く暮 
らすんだもん』 

衣笠『仲良く暮す為には先立つ物が必要ですよ？』 

悟郎 『ぶ〜〜〜！むずかしいこと言う . ゴロちゃん 

マジック！キヌちゃん眠くな〜れ、眠くな〜 
れ〜〜★』 

衣笠『ふふっ、効きませんよ〜？ぼくは魔法に耐性あ 
0ますから』 


舂郎笠 春 笠笠 
青菪农青衣衣 

C/ 小 — 3 J 


笠 舂郎笠 舂舂郎 
衣 青 吾衣 青青 K 口 

/ 」， <?! fm/ PF/ lr: 




























014-015 Character talk 




ベぼ'.: V . 


園 




: . .:..ン 


ど-:.::.; 




葛城 『ッシヤ_オラーッ！今日はどんな問題児の面 
談/こ〜〜つ！』 

葛城 『このセクシーデンジヤラスボンパーの銀児様 
が相手してやるせぇ〜〜っ！ ji 
葛城 『わがままメガネだろうが、喧嘩番長だろうが、 
赤毛バンドメンだろうが、女装っ子だろうが、悪 
戯小僧だろうが、沈黙根暗だろうが〜〜……』 

葛城 『——ど一んっと来いっ丨……ってアレッ！？ 
なんでっ！？』 

鳳 ^^-葛城先生、なんでだと思う？』 

葛城 『いや〜全然 . 心当たりがありすぎて……』 

葛城 『つうか、なんでお前までいんだよ！陰険メガネっ！』 
二階堂『不愉快ですが仕方なくです、仕事ですから j 
葛城 『ケッ！こっちも不愉快だっつ一の！ボインボ 
インに不愉快だよっ！』 

二階堂『……またその様な下らない比喩を。学園の品格 
が下がるからやめて貰いたいものだ』 

葛城 『あ一っそ丨別にそんなの銀ちゃん気にしない 
もんね〜〜』 

葛城 『二階堂の…… 7 T 71 X ツンツン X ふ°るるん……パーッ！』 

※葛城特殊コマンド：右左真ん中爽ん中寄せて上げて下げて放す 

二階堂『なんですか、その妖しげな手つきは…… ハア』 

鳳 『-葛城先生』 

葛城 『……は、はいぃ』 

鳳 『ち ょ一一 っと、静か I こしようね』 

鳳 『私は基本的には紳士だけれども、君相手だと何 

をしてしまうか自分でも分からないよ ？ JI 
葛城 『ブルッ……だ、だから……なんなんだよ二人ともっ！』 
葛城 『生徒の面接はしっかりやるからほっといてく 
れよ〜〜！』 

鳳 『いや違うんだよ』 

葛城 『へ？……違うって、何が？』 

二階堂『……葛城先生、今日は貴方とお話するんです』 

葛城 『な、なにぃ いっ〜〜〜 っ ！？ j 
葛城 『……才、オレと何を話すっつうんだよぉ』 

二階堂『色々あります、積もる話が……たっぷりと』 

葛城 『ベベべっべべつに俺はなんも後ろめたいこと"…- 
ない象！エレフアントパォオオ〜ン！』 

鳳 『報告がね、四方八方から来てるんだよ』 

葛城 『ないないない〜〜っ！公私共に至って健全 ッ！ 
真面目人生一直線！！』 

二階堂『またそういうくだらない噓を“…-』 

鳳 『私生活といえば……家賃滞納何ヶ月目だったかな？』 

葛城 『……ぎっくぎっくぅうう〜- H そそれは明日 
にでも支払いマッスル！鳳様〜〜っ！』 

鳳 『土下座しても無駄だよ。今日はその辺の事もじっ 

くり話し合わせてもらおうかな』 

































































葛城 『そんなあああ〜〜お代官様あお慈悲を〜〜！』 
二階堂『フゥ……全 C 貴方にはプライドというものが……』 
二階堂『うわっ丨何をするんだっ！ ！ くっつくなっ！』 
葛城 『ねえ〜〜衝ちゅわ〜〜ん、良く見ればいいオト 
コじゃなあああい』 

葛城 『このカワイソーな銀児様に、給料日まで5万円 
程貸してくれぬああい ？ j 

二階堂『なにを言っているんだ丨そんな事出来るわけが！』 
葛城 『そんなこと言わずにぃ〜〜〜……ビッグマー 
シー、カモンッ！』 

鳳 『そこ、また馬鹿言わない』 

ゴッッ！！！ 

葛城 『——ッテェェヱ！ ！力、カドッ！割れちゃう！ 
もう、オレの頭殴りすぎよっ！この隠れド S ! j 
M ■られないようにすればいいだけの話だろう？』 

二階堂『ま、全く……お前という人間は私の理解の範疇 
を超えている。不愉快極まりない！』 

葛城 『うわ一んっ！なんだよ二人して苛めて〜〜っ』 
葛城 『銀ちゃん毎日、一生懸命生徒の事思って頑張っ 
てるじやなあ〜いっ！？』 

鳳 『そうだね、確かに頑張っているかもしれない』 

M 『ただ、ちょっと頑張りの方向性がね……むしろ 

反省してもらわないと』 

葛城 『どこを！？オレの熱血指導に何のプロブレム 
があるっつ一んですかつ！』 

鳳 r ―—二階堂先生』 

二階堂『はい……報告するのも不愉快ですが』 

二階堂『真壁君と一緒に校庭で巨大な花火を打ち上げて、 
敷地内の林を炎上 j 

二階堂『草薙君と共にストリートファイトに参加。しか 
も賭博紛いの行為の形跡あり』 

二階堂『七瀬君のライブに乱入^寅歌を熱唱し暴動発生』 
二階堂『風門寺君とチアガールの扮装で某女子高に乱 
入後、補導』 

二階堂『仙道君と悪戯、職員室を水浸しにした挙句、ス 
プリンクラー破壊』 

二階堂『斑目君に合わせて授業中、休み時間問わずの睡 
眠、授業放棄の報告多数』 

二階堂『一-以上、葛城先生に見られる問題行動の 

—部です』 

葛城 『それは〜〜っ！この銀児様なりの、体当たり教 
育指導結果ですっ！』 

鳳 『葛城先生、君は聖帝学園から消えたいのかい？』 
葛城 『……げっ、そそそれは勘弁ですっ！銀ちゃん聖 
帝ラブ〜〜だもんっ！』 

二階堂『あ'前のような人間が何故この由緒ある聖帝の 
教師なのか……理解できない j 
葛城 『ケッ……！別にオメェには理解されなくても 
いいよっ！ペッペッ！ j 

鳳 『ともかく葛城先生、もうちょっと行動を控えないとね』 
葛城 『えええ〜〜 つ、 この聖帝をペレストロイカする 
銀児様の宿命はつ〜〜！』 


二階堂『……そんな迷惑な事は誰も望んでいません』 
二階堂『あなたには、少しまともな品性を養っていただ 
かないと』 

葛城 『品性だぁ〜？？ちょっとメガネかけてるからっ 
て偉そうにしてんじゃね一ぞお！』 

二階堂『眼鏡は関係ありません』 


鳳 『兎に角……葛城先生はその辺、普段の生活態度 

からも、ね？』 

葛城 『なんで〜〜〜っ！ ！鳳様〜、パチスロだって立 
派な社会勉強よ〜〜！』 

葛城 『下町のお好み焼き屋巡りがなんでわりぃんだ 

よ〜〜〜つ！』 

葛城 『ゲーセンも面白いゲーム沢山あるんだぞ〜〜っ！』 
葛城 『競馬場にはロマンと夢がい一っぱいつまって 
るんたそ〜〜っ！』 

二階堂『それら全てが悪いとは、別に言っていません』 
葛城 『な〜〜んかトゲがあんな〜〜このヤロー』 

二階堂『……よくもまあこんなのを居候させてますね、鳳先生 j 
葛城 『こ、こんなの！？人をバイキンみたいにいうなっ！ ji 
鳳 『言っておくけど、私も別に好きで置いてるわけ 

じゃないからね j 

葛城 『えええ〜〜っ、こんなに晃司くんラブなのに〜〜っ！ 
ひどいっ！』 

葛城 『掃除洗濯してるじゃな〜いっ丨ご飯もたまに作っ 
てるじゃな〜いっ h 

U 『私がね……君が作れるのはチャーノ [ンだけだろう』 
葛城 『カッブ麵にインスタントコー匕一も作れるもんねっ！』 
二階堂『それは料理とは言わないでしょう……まったく……』 

二階堂『鳳先生、そろそろ時間もあれですから』 

鳳 1 『そうだね』 

葛城 『銀ちゃん、鳳様に一生の忠誠を誓ってるのに〜〜っ！』 
鳳 『ほぅ。…"> 本当だね？』 

葛城 『も■ち■ろ_ん！ピリーブミーッ！』 

鳳 『じゃあ噓をつかないと約束できるね？』 

葛城 『え一 っ… ごほん！不肖この葛城銀児、次噓つい 
たら頭を丸める次第でぇあります！』 

二階堂『ここに、聖帝学園名義の……とあるお店の請求 
書があります j 
葛城 『一~ —— ! ? ! ?| 

鳳 『女性が隣に座ってお酒を飲む場所のね？』 

葛城 『っつ きゃああああっ〜〜〜！なぁにそれ ェ？ 
銀ちゃん知らぬぁああ 一 いっ！』 

II 『知らない？それはおかしいね、君のサインがあるのに』 

鳳 『これは - 何かな、葛城先生？ j 

葛城 『そ、そそれは 一一 課外授業でええっ……女子高 
生の……，あ、いや、そのッ！』 

鳳 『二階堂先生、バリカンを』 

二階堂『了解です』 

葛城 『坊主いや一っ！許して〜っ！丨ちゃんといろ 
いろ頑張るから〜〜っ！！』 
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B6 Character profile 

Ecology, notes, and essential information of B6 


B6 の生態と注意点、基本情報 

① 生徒の基本情報く生徒直筆> 

② 生徒の外見特徴、行動習性など 

③ 学力測定のための小テスト解答用紙 

④ 感性_語彙力測定のための課題 














018-019 Ecology, notes, and essential information of B6 


No. 


26 


フ y ガナ 


氏名 


TS [BA^>A 


MM3 


>■ if 

.s 一 —^ 一 


生年月日 /4> K 


住所 li/MT ノし 






部活動 


味よ lAS 衣ん 


iJi 



身長 （ C ? 斗 

丁 eet 得意教科 j 

二' ni 

|：5 /v 

体重 乙卜）！^ 趣味 

川， a 

■ »« rm 


血液型 [3 好きな 食べ物 C/\^> ^ 

得意スポ-メ ^ 

1 

一 お 1、^^ C 

， } fee 4 !嫌ぃな食べ物乂 

11 飘綱 


進路の希望 


(h 


嘴 


し/ ^ て 




TU 


\ 


て ‘ 匕 - な r 





3 年次進級に当たつて希望する事 



4 ^^ 


















































学園内での素行について 

真壁翼は B 6 のリーダー的存在。彼の父親 
の経済力があつてこそ実現した無茶の数々 
がそれを証明している。カリスマ性は確 
かなもので、彼がいることで B 6、 ひいて 
は ClassX がまとまつている事も否定でき 
ない。我侮で傍若無人な所がある。 


学園外での索行について 

放課後はクラプ八ウス棟にいる事も多 
いが、アルバイトもしている。問題が起 
きた場合、彼自身がお金で解決してしま 
うため、 学園 側にこれといった迷惑をか 
けることはない。常識に捕らわれないた 
め、思いがけない行動をとることも。注 
意が必要。 



■Item アイテム 



永田智也 

常に翼に付き従ろ翼の秘書 



,ガ IT • 

シルパ_ フレームの メガネ 



リング 

愛用のシルバーリング 


Character concept 

【饗姿】白髪■赤瞳•色白•メガネ 
【イメージブランド】イタリア系高級ブランド 
【勉強】英語はペラペラだけど、日本語がとんちんかん 
[C V 】鈴木達央 
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学力確認テスト 

各科固の履修度を確認するための小テストです 
空欄に回答を記入しなさい^ 


氏 5(/0 ASA 







囯纽 





① （巧レ手も借りたぃ(忙しぃ時に人手が欲しぃ様/慣用句） 

② 『単:0( 入』(前置き無く/四字熟語） 

地理•歴史 

③ 『それでも地球は回ってぃる J と言った人物は(/ I し乃いフ7づである 


〇 



④海が汚れると発生し、漁業に多大な被害を与える現象を ( 

理科 


tt」j 


) という 0 




⑤ 空気中に含まれてる気体で一番多いのは （ 

⑥ 光の進む速さを文 ） という 

公民 5 て// 


⑦ 日本国憲法第9条で定められているのは （ 

⑧ イギリス議会 v 上院は『貴族院 Jo 下院は （H 

数学槪祕场樣奶 

⑨ 鶴と亀合わせて頭が20、足が58です。亀は （ 

⑩ 1時間を秒単位に換算すると （（（7 C )) 秒で 


的 ） である。 
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⑫『国際コミュニケーション英語能カテスト J の 


今，々、ュ4十 


州 ▲ 






) と '0 う。 



















進級特別課題作詩 氏名 

「テ-マ LOVE とは? . _ 

B ^ 匕/フ'1しひ陀 

:: Sl^E^T SHotM 

姊 c (、色 X い r ニオレ ( aHE 4 丁 IT 6 紊ミぐ你3£ 

9 I 

そぅ :! 仗 fr- 香 KA1/TLFUL てつフケ ^ 

气 ^t^j -いこめ才し 

Oo ^ u'i ^top nr hmt 

か hJu t な r て u 、 乃 s Au ネをれ W ㈣ し飞、 

ぶこ t ： 趋蹈乃、，なぃ HA / 

こ wr powtf (TifniT^ 

pM 丁/'げ飢 eAPr '/、 说む^ 7 じマ软 i (\ 

I Y E /^ A / / 从\#7こ1^ _ 
































022 023 Ecology, notes, and essential information of B6 



フリガナ 


、れ•め 


No. 


8 


氏名 




住所 


加る ns ぐ \ 


電話 


われ W 


生年月日 



部活動 


身長 




得意 * m 


体重 





血液型 



趣味七 

【1 

1 j 

卜' 


" \ 




得意スポーツ 


Mi 


嫌いな食べ物 


jjmm 

臂疼 i ネ:マ令いい K"f 




f )7 


あ • マ ^ ff , フ DtuutV 

は—ァ 


3 年次進級に当たって希望する事 


ポ％私ね•施 i..it 尬 
























































学園内での素行について 

他人には冷たいが仲間は大事にする、根 
は明るい兄貴肌。自分のテリトリー外の 
人間には容赦が無いので注意が必要。生 
徒会や ClassA の人間と衝突することもし 
ばしば。記憶力が絶望的に悪く、授業だ 
けでなく約束なども忘れがち。 


学園外での素?了について 

放課後は B 6 のメンバーと一緒にいる事 
も多いが、街を徘徊している場面に遭遇 
することも多い。現場を抑えることはで 
きなかったが、噂ではあまり良い話を耳 
にしない。学園外で彼に遭遇した時には 
慎重な行動を。 


■Item ァィテム 




パタフライナイフ 

相手を脅す時に使用。使用頻度高 



絶えずへソチラしている 



腹肋 

スポーツを してもげこ体つぎ 


Character concept 


【容姿】さらさらの茶髪•色黒•青瞳 
【イメージブランド】カジュアル系ブランド 
【勉強】とにかく記憶力が悪くて適当な回答をする 
【 CV 】 小野大輔 




























024-025 Ecology, notes, and essential information of B6 


学力確認テスト 

各科目の履修度を確認するための小テストです。 
空禰に回答を記入しなさい。 


氏名 





■国語 
① （ 


② 




惑で％ 文 rf 秀0舞 t づブ j うれ. 


>の手も借りたい(忙し v 、時に人手が欲しレヽ様/慣用句) 


) 入』(前置き無く/四字熟語) 




地理•歴史 


③ IT それでも地球は回ってい5』と言った人物は （ 

④ 海が汚れると発生し、漁業に多大な被害を与える現象を (kl 

理科 





⑤空気中に含轨てる気体で一番多いのは ( C 7〗!く t か: 1) である。 



⑥光の進む速さを ( 

公民 


矽'趣ぃぅ 




、 分っ C 

少飞岑えてご唆 



⑦日本国憲法第9条で定められているのは< 


⑧ イギリス議会、上院は S * 貴族院1下院は ( 

数学 

⑨ 鶴と氪合わせて頭が20、足が58です 

⑩ 1時間を秒単位に換算すると （ 

央 

⑪『後の祭り』を英訳すると 、IV s too 


⑫『国際コミュニケーション縫能カテスト』の通称は 



) である, 


) である 0 



) 匹いる。 


) 秒である。 





という0 


、つ1 


毛解 \ ky \^ hs - 、職員れ來4、 

I 句 





I 

















進級特別課題作詩 g ! 整 


w » . 一 LOVE とは ? 



朱飞秋 f 奉て'、、冬^率う 

系わるまわ3ど、(义私麻^3? 

、'' ^ - 

爻、耐ヽ7, I 二つ今€ザ在ふわ^ 

扣 ■?•' 人のハンハ 0 ン、カラニ/於^ vir 9< 

7っス〖：ヲ心、っ角 j っ仍ザ’爹济 

'/ rv M o ^ I-ft ^ lT [ \ t /> 丰令空死^ 

• f ^ L ストセガ n I 二 M :( t 良存ぜ 

もわ • fW ， K ?、 

之—”' JL 呼 C 分 fib ——（ 









026-027 Ecology, notes, and essential information of B6 


No, 


16 



フリガナ 


氏名 


十十 t 


七 




住所 


づ V V 3 V 來 


電話 


暮/く沐ない ! 


L _，— ( Lu , ■“ 

生年月日 

■ ……― —— ..... 

/1 M 

部活動匕1 がな、、 

身長 

1 f う e 紙 

#«；«« 名赛~ 、 洗® 

体重 


趣味4 r 、 ^ K 51 L 

血液型 

U 

p 1 ベ身ひ 
好きな食ぺ物 吖夕守 

得意スポ” 

解、 y 

嫌 V 、な 食べ物 ミ” 


進路の希望 



レ ゲナふ 的 W 

( i ちしづ < 卜、 


3年次進級に当たって希望する亊 


•••篆^ t •々立丄"5玉上£^ 



LfcA „ 

















































学園内での素行について 

特に目立った問題ある行動を自発的に 
は行わない。しかし、こと音楽が絡むと 
そちらを優先するため、授業ではなく音 
楽を聴いていることもある。 B6 と行動す 
ることが多い。少しでもお金を使わない 
ように頭を巡らせている。俟約家。 


学園外での素行について 

バンド活動をしている為、放課後はバン 
ドの練習かアルバイトに追われている。 
その為、放課後学校にいることはほとん 
どない。比例して、勉強する時間もほと 
んど無い。 


litem アイテム 




ベース 


愛用のベース 



アクセサリー 


シルバーの十字架モチーフ 



首元が見える時は大抵つけている 


Character concept 

【容姿】赤髪■黄眼 

[イメージブランド】イギリス系ビジュアルブランド 

[勉強】現代国語や古文に才能を発揮するが、他はまるつきし駄目。 

【 cv 】 鳥海浩輔 

















028-029 Ecology, notes, and essential information of B6 


学力確認テスト 

各科目の履修度を確認するための小テストです p 
空棚に回答を記入しなさい。 


氏名 






国語 


① ) の手も借りたい(忙しい時に人手が欲しい様/憤用句) 

② 『単刀 ) 入』(前置き無く/四字熟語） 


地理•歴史 


③ S " それでも地球は回っている』と言った人物 


Sf 


T 外 

/[' A , v v ) である。 



④ 海が汚れ5と発生し、漁業に多大な被害を与える現象を（乙うげ ） とい\ 

理科 

⑤ 空気中に含まれてる気体で一番多いのは （\ j ヽで ） である。 

⑥ 光の進む速さを(ザ rkT /1 ィ)という。 



公民 


んなルすむ}々 


⑦日本国憲法第 9 条で定められているのは （ 4参の I 由 ） である 


〇 


⑧イギリス議会、上院は f 貴族院』。下院は ( 


数学 



^7 



⑨ 鶴と亀合わせて頭が20、足が58です。亀は ( 

⑩ 1時間を秒単位に換算すると （ 



後、 


英語 

⑪『後の祭り』を英訳すると、 『 It’S too ( { 




) である。 

乂 222 


^0 


) 匹いる 


〇 


)•』 


⑫『国際コミュニケーション英語勧テスト』の通称は (4 - 咖 rl ) という 。 

存卜中乙〇い/辦离雀れろや 


か 3 7、レ疼很較-もうあうなん‘ H な卞的亡 

涤落<れん舐して光〜、5、牧ぞ肅良 tr 、 も 






%¥/ 





















進級特別課題作詩 氏名 - m 

「テーマ LOVEm ? 

シ、、うレ1為んな r 、 仏わが？ 

板零仆な把: ㈣ 料け姓や 
H 涞、'ね、 

ィ熬も拉以 JLl 、 }\ b )^ 

他今ぬ々々4も繁ドラ 

プレワ！ 5 / IV ，屈 # 7 

表乂 ぐ '/R t 束 1M j ィ七 

紙 マン9 1 見'“^け令 1 ^、从 

評 '1 ろ h ,i か,わ承 w 

- -ゎ愛レぺ、、ろ’， 

















030-031 Ecology, notes, and essential information of B6 



フリガナ 

氏名で^ 

住所:3“0 %レ言秦夺4七、衣って1 ^ I I 

電話 b 彡い /V 



生年月日^189 

身 長 I G ら C ぃ八ノ^ 

体重 1 卜、％つ\ 

\二や一い 

得意 スポーツ ナ 1フ ー > 



部活動 


得意教科 



k- 屬 4 ’ “rP ぁ 



好きな食べ物 場哧の太がしぅ 


嫌いな食べ物：] u% I こセぐ支毛い 





3年次進級に当たって希望する事 

七一 v ,イラ' xfti 1 にヒ私い'1くこ^:! 

— ••霧麵 __■_!■»— • •• 4* •••響 •••••*»醫《1___， •._*■•■» 曝—顏— _••••■••••，.暴■學••警 b 一 n — •释 p 
















































学園内での素行について 

女子の制服を着用しているが、れっきと 
した男子生徒。服装に関しては何度指導 
しても直らなし\。明るく元気がいい為 
ClassX の厶ードメー カ —とも言えるが、 
周囲にかける迷惑も多い。不思議な言葉 
を使う。勉強が嫌いと公言して憚らない。 


学園外での素行について 

自分で描いたイラストを路上で販売し 
ている為、放課後校内にいることは無い。 
本人の天真爛漫な性格で、絵もさること 
ながら、彼自身も人気が高い模様。女装 
姿は相変わらずなので、トラブルに巻き 
込まれることち。 



■Item アイテム 



JKO 

悟郎の愛犬 



悟郎のイラスト 


アクセサリー 


路上で販売しているイラスト 悟郎ならではの可愛いアクセサリー 


Character concept 

【容姿】金髪•緑瞳 

【イス-ジブランド】ガールズ系ビジュアルポップブランド 
【勉強】世界史•日本史に興味を示すが、数学が大の苦手。 
lie v ], 尾大輔 

















032-033 Ecology, notes, and essential information of B6 


学力確認テスト 

各科目の履修度を確認するための小テストです 
空禰に回答を記入しなさい。 


氏名つ〇 



Q 




国語 

①（セ vb ) の手も借りたい(忙し V 、時に人手が欲しい様/慣用句) 




(前置き無く/四字熟語) 


争^(ノ 


② 『単刀(しぉう） 

地理•歴史 

③ 『それでも地球は回っている』と言った人物は （XS 

④ 海が汚れると発生し、漁業に多大な被害を与える現象を ) という 




) である。 



理科 


\ 




象翁 3 



⑤ 空気中に含まれてる気体で一番多レ、のは（い*) If し\ p である 

⑥ 光の進む速さを ( P や 




公民 


'床 


) という 

W 



⑦日本国憲法第9条で定められているのは 



(/ 


⑧イギリス議会、上院は『貴族院』。下院は （ 1 f 夺 


〇夂‘も、" 

料〜\奶。 



〇 



) である 


〇 





数学 


I 


⑨鶴と亀合わせて頭が20、足が58です。亀は匹いる 



⑩1時間を秒単位に換算すると （bo 9 ) 秒である。 



英語 


⑪『後の祭り』を英訳すると、 『 It’S t 



J 


⑫『国際コ 


, L ■ 


(m つ 11 r 
ケーション 英語能カ テスト』 の通称は （ 



) という0 





や 

\ n 

含、我' 

也チ 

〇 U 

麁ゼ、 

，戈 

I t 

t 




^ 2 

》/ ン 

m b 

也 t 

















進級特別課題作詩 


みも門哿 


氏名 コ” 〇 •ち f U / 


アーマ 


¥ 



LOVE とは？ v v V ドニ V 


r 




1/ 


~7 〇 *1亍1コ 0 ち卜 L わ VU 、）<よ一^ 


か it 声 \ 


マ 


u 


ナ力|し亦のマホー飞 ' 



キ ：!■— 卜ゴ f c > ち ャ 


キしイ I ニル 


^ W y{ \ 


パリ，4*” メイ/7キメ: K \ f すく , け—^ rWl ，< o 虎卜 
旅 s ： / i 4. 世界で （ 巾わ、も I 、一一〇)は片-れ 


A 







it ——ので广コ' 


〇切 



〇 


I 对 k 



n 


Wy 




飞ノコ 



K あ Y 灯 


辦—しぐれ， 

沢へ 0 "7於へ 0 つ 一〜一 

?4 UT ^^ HM^Y ぃ'、ル i : 給] V^Un 洗、 

Haf バ"パ 例ヤ卞ャ、そ , / 



t 飞 


匕馬の王み樣莩わ於し飞办告したが! 


? 


~\ t\'M ^ I - ^4" x - V し11字しいの食 J 
























034-035 Ecology, notes, and essential information of B6 


No . 


10 



フリガナ 


氏名 


セン叫そ e ハ/し寸フ 

mm 77 


住所 


疒疒乙ちの系ん 


« 話 t ir ^ 


生年月日 




部活動イタ7•、フ: 


身長 


life 


レレ V ノ 


得意教科 


イ先 


rx. 


体 重 

J 39 k 


cm 


趣 


フ 

味》 


ベ — 7/ 

か<9ス 



血液型 



好きな食べ物 


得意スポーツ て 嫌 v 'な食べ物 


ゲレ y * フ/ぃ’/〇未 

のガム 


々コこか仏、 



3年次進紙に当たって希望する寄 

> 70 ,て 



XJtt /) 



■ ■ •钃 


■ 


! «Hto < 


g の:？ M 飞 






































学園内での素行について 

子供じみ fc 悪戯を繰り返す、トラブルメー 
カー。笑顔で繰り返す悪戯に容赦は無く、 
過去 ClassX の担任になつた教師は全てこ 
の悪戯に泣いてきた。本人に悪気は多分 
無く、どれだけ諭されても悪戯は続く。 
単独行動が多く、標的に B 6 が入ることも。 


学園外での素?了にっいて 

悪戯の為に時間を使っていない時は、ス 
トリートパ'スケに興じていることが多い。 
バスケに関しては天才と言っていいほ 
どの腕前。けれど性格が災いし、乱闘騒 
ぎになることもしばしば。巻き込まれな 
いように、最新の注意が必要。 



■ Item ァィテム 



バスケット ボール 


愛用のバスケットボ_ル 



リストバンド 

季節によって変更 


水鉄砲 

どこに隠しているのかは謎 


Character concept 

【容姿】黒髪•赤眼•パ—マ 

【イメージブランド】ストリート系ブランド 

【勉強】勉強という勉強すベて苦手、ただ記憶力が抜群に良い 

【C V 】吉野裕行 




















036-037 Ecology, notes, and essential information of B6 


学力確認テスト 

各科目の履修度を確認するための小テストです 
空補に回答を窗入しなさい。 


氏名 


ズ A 遭讀# 




国語 


②『単刀 


_地理•歴史 



①の手も，借りたい(忙しレ、時に人手が欲 U 、様/慣用句) 


入』(前置き無く/四字熟語) 


③ r それでも地球は回っている j と言った人物は （ 

④ 海が汚れ5と発生し、漁業に多大な被害を与える現象を 


砂 〆 



理科 

⑤空気中に含まれてる気体で一番多いのは ( 




⑥ 


光の進む速さを ( ハ， M とぃぅ。 


という0 






である 


〇 


公民 


II ■ II 


⑦ 日本国憲法第9条で定められているのは 〆 レ错又ハ们スつ）て•ある, 

⑧ イギリス議会、上院は『貴族院1〇下院は（ビ’つ玎广人 ） である< 




敷子 

⑨ 鶴と亀合わせて頭が20、足が58で 

⑩ 1時間を秒単位に換算すると 

慕語 

: yew 口 


沾8で jyiL は< 

资 9 3 °。の秒 


は （f 



である 


〇 


つ 「被贫主他>科、匕 

(がス 


) E いる0 


⑪ f 後の祭り』を英訳すると、 fit’s too 
⑬ I •国動ミ；ケーション英語勧テスト』の通称は ( 


) 


知ル^ “ ~ 

一^^ 

1 し 


ふめ麟扒爾1レ L 械料 W 取罗、篆 


/ 

} 


n }\ 


という0 


明线 H 爾もれ似 F れ撕艮良 ^ M\a 

t ^ 步钱如教^ 


A 及 瓜为纸 














進級特別課題作詩 


氏名 


















038-039 Ecology, notes, and essential information of B6 


27 



No. 

フリガナ ^ R 

氏名 J 文 i g 瑞希 


住所 i : 


電話 


生年月日 

7^ t Q 

身長 


体重 

各 n 

血液型 

Ag 

得意 スポーツ 



部活動^ 



趣味 


好きな食べ物 


嫌いな食べ物 


ハ％ 1 、 


4 ^ 



夕め！: I 二ぬ多 ^/tiy 


I 二 < -五!キラ f 


進路の希望 


:ゎヒ5 

矣!.へ. 'ュ‘ィ 鐘 


3 年次進級に当たって希望する事 

flft 木扣 P? v I u 




























































学園内での素行について 

2学年2学期に転入してきた生徒。極端に 
無口で、常にトカゲを連れている。自己 
主張は特にしないが、トカゲを学園内に 
入れないよう注意しても受け入れるこ 
とは無い。会話は不可能。授業中に起き 
ていることはほぼ皆無。 


学園外での素彳丁について 

放課後、校内にいる時は大抵が寝過ごし 
た為。他の B 6 に比べてこれといつた問 
題は無い。 B 6 の生徒と共にバイトをし 
ている様子。独特の雰囲気を持ち、校内_ 
校外を問わず、自分の世界に閉じこもり 
がち。 



litem 7 イ亍 I 



トゲー 

瑞希の友人。白トカゲ 



しい本 

睡眠導入用 




爬虫類 


白い物には縁がある 


Character concept 

【容姿】茶髪、ブラウン•灰色目 

[イメージブランド】シンプル系ブランド。ナチュラルカラーがイメージ。 
[勉強】理科に異様な興味を示す以外は全く駄目。 

【 CV 】 菅沼久義 

















040-041 Ecology, notes, and essential information of B6 


学力確認テスト 

各科目の履修度を確親するための小テストです 
空棚に回答を記入しなさい。 


氏名 


伽 





国語 
① 


ぷ^^ 




② r 単刀 （ 

地理•歴史 



借りたい(忙し V 、時に人手が欲しレ、様/慣用句) 


) 入』(前置き無く/四字熟語) 






③『それでも麟は回っている』と言った人物は （ ゼ 


仏 


リ 


) である。 


④海が汚れると発生し、漁業に多大な被害を与える現象を(川 i wtk ) という。 


理科 

⑤空気中に含 




寸ニハ卞 



⑥光の進む速さ 

公民 


!さを 


U 



体で一番多いのは （ 二左叶 




>である〇 






* f 


⑦日本国憲法第9条で定められているのは （twV 


乃 M 


⑧イギリス議会、上院は『貴族院 i 下院は ( 


十 



V 




数学 

⑨鶴と亀合わせて頭が20、足が 


⑩1時間を秒単位に換算すると （ $7。 >秒である。 


す。亀は （ T : 之*1 



英語 




⑪ r 後の祭り j を英訳すると、 『 it，s too (しぺ 
⑬『国際コミュニケーシ3ン鰱勧テス KJ の通称は （ 

ナ……、らのマ片\、'イ久し 、 A * 士 ▲ 

マスド言復甘いす 1 

姝村錢痛せしてや 

、专營ミぎ々！啕 p 莱ぃ十？ハ , 〇 


セイれ 


ま: + 




_ 








) とい5〇 


■ftt rz^ lk 




抑、5 



























進級特別課題作詩 


T-vr 口 丁 山 >< 

斑日 i 而布 


氏名 




LOVE とは？ 


※斑目瑞希の書いた文字が薄すぎでコピー機に写らなかったため、 
ワープロ原稿とする 


恋 


ポエム? 


p 


ねむい 


ひつじさんが 


いっぴき 


0 




乂リーさんち 


どす恋 


もつちり肌 


恋…が 



/\\ 


牡蠣 


魚介類は 


コサイン 


あるきめです 


_■ 曾 


軟骨 


« I* 


しや/5\しや4、 


気をつける 


Amor 


金の 


ねむ…い 
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\A/hOt iS BClkQSQiyU?〜in the danger area 


危険区域 • バカサイユとは? 


中等部にもあったかと思うが、クラブハウスと 
呼ばれるものが高等部にもある。学園の美観を損 
なわない、同様式の建築物。建物内にはクラブ八 
ウスとしての意味を成す為の数々のクラブ室が 
あり、いずれの部も熱心に活動している。 

その中に明らかに異質な建築物が混ざっている。 
それが通称ノ（カサイユと呼ばれるクラブノ \ウスだ。 
周囲から浮き立ち、景観を損なうこと甚だしい外 
観。部外者からは窺い知ることができない活動。 
このクラブハウスの建築者こそが、 B 6 の中心 


人物•真壁翼なのである。部屋の広さも然ること 
ながら、装飾調度品にいたるまで、全てがクラブ 
八ウスとしては不適切である。 

部外者は入出できない為、写真はとあるルート 
から極秘に入手し/"こ 一 枚だ。この写真から読み取 
れることはただひとつ。彼らには常識が一切通用 
しないと言うことのみ。担当教師として、この部 
屋の中に入出することがこの先あるかもしれない。 
その時は、常に脱出経路を確保しつつ室内にある 
べきだということを、助言しておく。 
























学年主任 


3年学年主任。常に学年に気を 
配り、その教育熱心な姿勢は他 
の追随を許さない。とは、本人談。 


^ す 



学校長 


生徒が卒業時に社会性•品性•学力を身に 
つけているよう、自ら手本になるよう努め 
ている。とは、本人談。 



041 

Teachers profile 

They are super cool teachers 
協力教師障の紹介 

②外見特徴、行動習性など 

X 校長.学年主任の意向により、両先生の紹介をここに掲載。意図を汲み取って職務に当たられること 


















































044,045 Teachers profile 



生年月 0 丨 2 玲之 OR I 
^ % 

身長 



得意 スポーツ 


mmm ^ss 


lo^b 


血液型 


OH^L 



年齢ス 7 ネ 


好きな食べ物 























































教自市としての 

周囲からの評価 

決して悪い教師ではない。が、学園側とし 
てはもう少し生徒の手本として、生活態 
度を改めていただきたし h 再三注意して 
も未だに直らないので、実力行使に出る 
ことを検討中。 

—部の生徒から慕われている点に関して 
のみプラス評価している。 


Item 





ボディピアス 

ホールはタバコの直径と同じくらい 



ウオレツトチェーン 

チェ_ンはマメに手入れをする 


黒皮の グローブ 


イタリア製 


Character concept 

【容姿]濃茶髪•濃茶瞳■ホスト風•歷 

[イメージブランド】イタリア系ブランドな派手目のダブルのスーツ 

【備考】ギャンブル好きな愛煙家。常にオーバーアクシヨンで主人公に愛を振りまいている。担当生徒の真 
壁翼の身長よ g 低い事にムカついている。 

【 c v 】杉田智和 






















046-047 Teachers profile 



フリガナ 






氏名 






住所ベ f > 




話 o°mtvk 


乂 xxy 


生年月日 

ノ詞ラ 1 日 

年齢 マ丨教 

身長 

)^5 ctn 

担当教科她 1 H 

体重 

VV k ^. 

趣味 H 

血液型 

!_B 1；: ： ;1, 

好きな食べ物 J 愤 、馬荆 し 

得意 ス ポー 

嗲隹9等 1二 

ク巧 ゞ づをゲ々 

柳激 

嫌いな食べ物 參べ聲 体^ 5 放 


新任教諭- 

への アドパイス 



翕 旅、、 ^^^ 

I iirv ) パ碭 ly づ r てィ脊4采户4、、ん ' 5れ 


ClassX を担当するに当たっての注意 


/人で I 达 M :、 に)®4ラ粕族 U 欲し 


〇 


iit ffl Li ±Slt3J：)A 

















































教師としての 

周囲からの評価 

穏やかな笑顔と物腰で、周囲の人間から 
は良識ある大人として頼られている。そ 
の為、面倒ごとを押し付けられている感 
も否めないが、許容範囲であれば、受け入 
れる様子。出席簿で生徒を窘めるのは昨 
今の風潮から、控えて欲しいという意見も。 


■ Item 





ネクタイホルダ 

イギリスで買った品 



時計 

腕時計の他に懐中時計も愛用 



サングラス 

海外ブランド品 


Character concept 

【容姿】薄茶髪•薄茶瞳■イギリス紳倉^ i % ^ 

【イメ-ジブランド】ノープルなイギリス紳士系の暗色スーツ。小物は優しいカラーで。オーダーメイド。 
【備考】誰にでも微笑を向け、優しい大人な態度で接する。和服で盆栽いじりが趣味だが、粗暴な同居人のお 
陰でその時間もままならなし U 担当生徒の草薙一の変貌ぶりに心を痛めている。 

【C V 】井上和彦 




















048-049 Teachers profile 



生年月日^; ^ 一 

身長 / f ° &ルレ 


tk 




血液型 



年齢 3 ip^c 



好含な 食べ物^レ w 媒筆來+ 


得意スポーツ 贫考（幕舞）嫌 V 、な食べ物せい♦の辟 U も:!レト 


新任教諭へのアドパイス 

令只、_巧「爭み,， II 

匕 1 |あ/をり 

:兹 SSSS ▲し她 M 麻ぉ ( 

イ坏グホ っ/^■ う六デ^ jj^^o すしら系珍け.づ I すをゲ今 <5 















































教師としての 

周囲からの評価 

その容姿からは結びつかない、面倒見の 
良さと、細かな気配りで周囲からの信頼 
は厚い。が、自身の趣味と言う外見のせい 
で学園に対する不信感が生まれているの 
も事実である。それとなく注意を促すも、 
一向に変わる気配は無い。 



■ Item アイテム 



デザインリング 

時には武器として使用される事も？ 



銀一色のシンプル時計 



シルバーチヨ ーカー 

黒革+銀のシックな一品 


Character concepT 

【容姿】金髪坊主■灰色眼•ガタイ良し 

【イメージブランド】動き易さを重視武器になりそうな貴金属類を装備。日本製スーツ。 

【備考】肩幅が広くガタイがいい。一見体育会系。短髪。常に面倒臭そうに振舞っている。特殊な家庭環境の 

担当生徒■七瀨瞬を気にかけている。 
i【c v 】三宅健太 

















050-051 Teachers profile 


ジ中バて， 

氏名二赠違!衡 

住所 ^^ 

電話 —叫〇 - XXX)02 xxxx^ 

生年月日_ f 肖|ラ日_ 年齢 2 ^ 

身-長_⑽_ C^w 担当教科_ / jX ^/_ 

体重 U q 趣味4^ K , 

血液型_ ^ ^ _ 好きな食べ物^; 癀 

得意スポーツマ ^ 7 シフグ、 — 嫌いな食べ物 潘 十吟 7 


新任教論へのアドバイス 

來批乞勿波 I 二粑樣レ棚太却鱗你ラ女へ 
;f 藏ボ猶，が_,梦_汰从上， 


ClassX を担当するに当たっての注意 

るり玄命も教坪しし^9走發;^私がい户ラ)^ 










































教自帀としての 

周囲からの評価 

生真面目で教育熱心な姿は、学園からの 
信頼も厚く、若手教師の中でも有能な教 
師と評価も高い。理に適っていなければ 
学園側からの指示にも是としないところ 
がある。この点では多少上層部からマイ 
ナスに見られている。頑固だが、実直な 
人柄。 



■ Item アイテム 



グラス ホルダー 

ボタンのよラなグラス ホルダー 



チェ_ンアクセサリー 

へッ ドに王冠 モチーフ 



カフスボタン 

ヴィンテージアイテム 


Character concept 

【容姿】黒髪•黒瞳•眼鏡 

【イメージブランド】シンプルさを追求した無駄のない、どこかオシヤレなフランスビジネス系ブランド。 
【備考:!クールビユーティで知的。眼鏡をかけていて、常に冷静沈着。いつも不機嫌そう。神経質にメガネの 
中心を指で持ち上げる癖がある。担当生徒の風門寺悟郎の天真爛漫さにいつも振 1 〕回されている。 


【c V 】織田優成 
























052-053 Teachers profile 


フリガナ 

氏名 表是 

住所 ri % ^ 

電話 07 0 - AX/X 一 〆 /// 

生年月日/月ム b 年齢 夕/毒 v 

身-長 」は“ _ JS 当教科_敎蓉メ飞— 

体-重 ラ？ _ 4 趣 味七/^ 4あ iViiv ; 

血液型 序 好きな食べ物冷较スーす z^tK 

し , 果物ば初无 ㈣ 彳扣ん 

得意スポーツ^ t 喂 U 咚 1. 嫌いな食べ物物。げイナ v プ计書?以 


新任教論へのアドパイス 

汴寶林 V 硪张っ I ぃ t 弓 a ir う匕 

永屯がレ c あ u ぃしもぃ it 

緣 Jtjr 多わ.九 + T ； 龟节 tHJ ^ h ♦レ）、ら^ 

戈斗に黎しぃ 

ClassX を担当するに当たつての注意 

^ u 2 7 A ^tVi 

U ル X %い卞な化今次 t 莨畜し#す iu 、 ぃ Ht ^ Uoi , 







































孝女自帀としての 

周囲からの評価 

誰からもマイナス評価が一切無い、稀有 
な人物。人当たりの良さと容姿にばかり 
目が行きがちだが、教師としての能力も 
秀でている。若手教師のまとめ役のよう 
な位置にいる。何事に関しても、彼の発言 
が採用されていることが多い。 



■ Item アイテム 



めがね 


授業のお供に 



スカーフ 

薄い色合いで上品に演出 



ブーツ 


つるりとした質感の革ブーツ 


Character concept 

【容姿】薄茶髪-紫瞳-柔らかな雰囲気 

【イスージブランド】実用的なのにどこかオシャレな乗馬ファッション 

【備考】女性と見まがうばかりの超絶美形。女生徒から可愛らしい小物の貢ぎ物が多ぐ平気で使っている。実は 
36才だが、見た目は20代半ばなちょっと化け物。担当生徒の仙道清春を従わせる事のできる、唯一の存在。 
[C V 】宮田幸季 






















(3)54-055 Teachers profile 



フリガナ 


サ t ザっサキ 


氏名导田正屮卑 


住所 


I \° -—卜 


办 X ヤ j '< 


電話 


⑺〇 〜 1ゞゞゞ XKXK 


生年月日 


2珥2ゲ B 


身長 

/〇 3 C^n 

体重 

6 ^ 1 <^ 

血液型 

i^Hi . 

得意スポーツ 

71 ン市し" , ， 


年—齢 0-6 # 

担当教科 言令.し 


趣 


味 


I >( セ ロ 


7M<J 1 



好きな食べ物す?しぷ 


女 


ス- 

W$Wi 


嫌いな食べ物 


TTRT ^ l ^/ 子" 




ぶ!^ 


H 



ClassX を担当するに当たっての注意 


色ゎけて私う 






































教自帀としての 

周囲からの評価 

多少落ち着きが足りず、未だ学生のよう 
な所も見受けられる。しかし授業は解り 
やすい_親しみやすい、と生徒からの人気 
は高い。上層部や周囲からも概ね良い評 
価を得られているが「教師として」自覚を 
持つた行動が求められている。 



■ item アイテム 



ストフツプ 



バンダ 


お気に入りをぶらさげたストラップ密かに集めてるパンダグッズ 



ジャケット 

襟元のワンポイント刺繍 


C 讎 rac|er concept 

【容姿】赤茶髪•茶瞳•童顔 

【イメージブランド】イギリス系カジュアルブランド。 

【備考】正統派、少年漫画の主人公が少し成長した感じ。元気な童顔くん。生徒とよく間違えられる。常にご 
陽気な感じ。担当生徒の斑目瑞希の他人への興味のなさぶ〇を心配してよく構っているが、いつも 
無視される。が、めげない。 

【備考】阪口大助 





























IS6 

Importance 

Knowledge as a teacher 

教師としての心得 


つ、生徒の知性•人間性•品性を育てる事に全力を 
注ぐこと。 


_ " ■ 面 


つ、也徒の個性を尊重し、豊かな感性を伸ばすこと 






0 


つ、生徒の意識に社会性を認識させ、社会においての 
自分の立場を理解させること。 


つ、生徒の学力考査において、一定の成果を 
修めさ4ること。 


つ、生徒の卒業を全力で支援すること。 


一つ、 学圓の品位と尊厳を守ること 


つ、校長の立場を守ること 


以上、この七箇条を遵守し、 ClassX の担任として、クラスの生徒と彼ら B 6 
に学ぶことの栾しさを教え、無事に卒業させること。 


※くれぐれ も 不祥事（暴力行為 •セク シャル ハラスメント •パワー ハラスメント •他 
クラスへの 迷惑行為等） を 起こさないよう、注意するように。 

























057 

VitaminX, Collections 

ビタミン x 設定資料集 


B6 や美形教師の普段の顔は……？ 

普段目にすることのできない、彼らの一面を紹介。. 

058 Color illustrations カラーイラスト 〇从 mini Vitamin シ日一トストーリーと 4 コマ 
060 〇 nginal pictures オリジナルピクチャ — 076 Yoshu Story 電撃 ps 2 連載のショートストーリー 






















B s s LOG 1 月号掲載 















































































060 

Original pictures 

オリジナルピクチャー 


実際にゲームで使用されているグラフィック集。 












061 Original pictures 
















































































062-063 Original pictures 



























































































































































064-065 Original pictures 






















































































































































066-067 



[こど右] 

〜生徒には見せられません 



「う〜……つっかれた〜〜』 

あんまりにも疲れて、職員室に戻るな Q 机に突っ 
伏 しす “これでも生徒と話をするのは得意な方 
だし、自分も好きだから張り切っていくんだけど、 
毎回こうだと……情けなくなってくる。 

「お疲れ様、真田先生」 

机に顏を押し付けていたおれは、耳の側に置か 
れ fc カップの音と掛けられた声に顔を上げる。 
「すみません。ありがとうございます、鳳先生」 
「これで B 6との個別面談も終わりかと思うと 
寂しいかい？」 

「えっ……ま、まさか！ j 
「ははっ、正直だね j 

反射的に出たおれの答えに、鳳先生が笑う。いや、 
いつも笑っている人なんだけど、こういう笑い 
方をされると、まるで自分が生徒になったよう 
な気分になるんだよな。他の先生もだけど、みん 
ないかにも先生ですっ！って感じで立派なんだ…… 
高すぎる目標だぜ。 

「あ、いや〜なんだかアイツら相手だと中々自分 
のペースに持っていけなくて" "" 来年度からは 
担任の先生がやることになるから、このまま終 
わるのかと思うと少し悔しくって」 

おれの愚痴に鳳先生が苦笑を浮かべたところで、 
聞き慣れたため息が耳に届く。 

「ふう……それでは、またまともに話ができなかっ 
たのですか？」 

「に……二階堂先輩！」 

鳳先生に漏らした愚痴を二階堂先輩に聞かれ 
るなんて、運が悪い。ついこの間同じような愚 
痴を先輩に言って、次は負けません！って、啖 
呵切っ fc ばっかりなのに！なんでこんなに負け 
すぎなんだ、おれ！ 

「真田先生も頑張っ fc と思うよ？それに今回は 
二人同時だったしね。個別になら私も普通に面 
談できると思うけどね•二人相手となると、 
組み合わせ次第では話にならないかもしれない」 
「お……鳳先生え j 

「だからと言って、甘やかしていては彼に成長が 


ありません」 

「つぅっ* . 」 

確かに、ここで甘やかしてもらってちゃあダメ 
なんだよなあ…… 

「時に、真田先生。今日の面談は斑目君と草薙君だっ 
たね？草薙君の様子はどうだったか教えてもらっ 
てもいいかな？」 

「あ、はい。 ■あ〜、でもこれと言って変わっ fc 

ところはなかったかな？あぁ、草薙がいて少し 
は助かりまし fe よ。斑目って本当にいつも寝てばっ 
か0なんで。無口だから話す事と言えば、本当に 
一言とか。たまに一文字しか喋らないから、会話 
成立しないレ“…今日はそれはなかったかな j 
「ああ、草薙君は動物と話ができると言うからね Q 
では少しは話ができ fc のかな？」 

「_…一」 

鳳先生の言葉に、おれはさっきのやり取りを思 
い出した。 

く……屈辱だ！葛城さんは置いといて、別にメー 
ルボックスの中身が二階堂先輩からのメールばっ 
かりだって良いじゃないか！放っといてくれよ!! 
おれだって彼女が欲しいさ！ 

「……お疲れ様」 

黙ったおれの心中を察してか凰先生は声を掛け 
てくれ、二階堂先輩は黙って肩を叩いてくれた。 
く〜〜 っ、 二人の優しさが身に沁みるぜ。 
「本来ならば、鳳先生が二人の面談をするはずで 
したからね。気にされていたのですか？」 

「ああ、そうだね。一応来月からの月末試験を担 
当する事になっているからね。気にはかけてい 
るよ。彼も元は優しい、いい子だからね j 
「……月末試験ですか」 

「あ、確か二階堂先輩は悟郎でし r こよね？」 
「不本意ながら」 

「おやおや、風門寺くん®担当は嫌でしたか〜？」 
二階堂先翬が不本意極まりない、と言うように 
眼鏡をかけなおしていると、衣笠先生が向かい 
の席から声を掛けてきた。のんびりとお茶を飲 
みながら話す姿は、おれとたいして年が違わな 
いように見えるのに世の中はスゴイよなあ。 
「いえ、職務ですから好悪で返答するつもりはあ 
〇 ません。彼がどんな人間だろうと、私が担当す 





























る生徒には代わり so ませんから」 

く〜っっ！流石先輩！絶対おれには言えないセリフだよ。練 
習するだけ無駄かな、やっば。 

「ふふっ別に構いませんよ〜？ではぼくが担当する予定の清 
春くんと代わりますか？」 

うわ！おれだったら絶対に無理だ • 

「丁重にお断りいたします。既に風門寺君用の書類やテス 
卜問題の資料などを集め始めていますので」 

「そうですかぁ？清春くんも、ああ見えて結構可愛いところ 
があるんですよ〜？」 

そういう問題じゃないっすよ、衣笠先生！ほら、そう思って 
るのおれだけじゃないし。鳳先生と二階堂先輩の微妙そうな 
顔見てくださいよ！……あ、まさかその反応を面白がってる？ 
……まさかな〜。 

「衣笠先生にしか言えない言葉ですね。私ならばまず彼に対 
し可愛いという言葉は使いませんから」 

「ああ、確かに風門寺くんの方が可愛いですよねぇ」 

「いえ、ですからそういう事ではなく……」 

まあ、先輩にも敵わない相手はいるよな。 

「確か、二人とも衣笠先生が面談をしていましたね」 
「そうなんです。夢を実現するためにも勉強を頑張 1 :)ましょ 
うと言ったら、理解を示して勉強してくれましたよ？ふふっ」 
理解を示すって■■…•いや s それはいくらなんでも噓でしょう…… 

衣囊先生。 

「っ/■こくどうしようもねえヤツラだ！」 

「あ、お疲れ様っす、九影さん」 

衣笠先生とは正反対にイライラした様子の九影さんが戻っ 
てきた^ああ……九影さんもうまく行かなかったんだなあ。 
おれ、ちょっと親近感抱いちゃうよ。 

「華道の精神を思い描いても耐えられなかったからな……真 
壁の秘害共々、アイツらちょっとシメてきた」 

おおぉ…… N 0親近感……おれだけが敗北者か，…•-。 

「赛力沙汰とはいただけませんね。それで真壁君と七瀬君は？」 
さすが二階堂先轚はクールだ。他の先生も言葉が無い中、現 
状確認。 

「あ？パイトだとかぬかして勝手に抜け出しやがっ fc 。 まあ 
七瀬の野郎は自活してるからな。少しは大目に見てやるが…… 

問題はあの坊ちゃんの方だな。ありゃ相当の 」 

「大丈夫だよ、九影先生？レベルがあまり変わらない人間が 
彼の担当だからね j 

あ-”…そういやそうか。しかし上手い事考えたよな、真壁の 
担当があの…… 

「おっ待たせ〜！銀ちゃんやっとの登場だ Y 0 !」 

「噂をすれば、ですね。それで、きちんと掃除は終わらせたん 
でしょうね？」 

「ケッケッ！このインケン眼鏡野郎！オマエなんざに確認さ 
れるいわれは……ぎゃ！」 

「まったく……あれでは全く懲0ていないようだね。もっと 


反省してもらう必要があるなら j 

「いや〜！ ！ヤメテ！銀ちゃんこれ以上は死んじゃうから！ 
もう足腰がたたないのっ！お願い、ホントお願いします鳳様！ 
カツコいい！心が広い！懐が広い！デコが広い！」 

「「「ゴツツツ！ ！ jjj 

「葛城さん、今まで何やって/■こんすか？」 

「ふふっ……職員用トイレの掃除と更衣室の掃除。それから 
職員用資材室の片付けですかねえ」 

「それって教師のやることじゃないんじゃ"」 

「だから、やってもらったんですよ。仕方ないですよね〜、自 
分の行動には責任とらないと」 

「そりゃまぁしょうがねえな」 

衣笠先生の言葉に頷いてる場合じゃないです、九影さん！掃除っ 
て、貴任取る取らないの話と全く関係ないから！葛城さん教 
師だろ！ ？教師以下だって言われてるも同然だよ！？ 

「新しく来る先生には……もう少しマシな姿になってから会っ 
て欲しいからね。生活態度をもう少し改めてもらわないと。 
こちらが貧乏くじを引かされるんだから……」 

「フゥ。もう少し締め上げておけば多少は理解するでしょう。 
全く …… B 6と同じレベルじゃありませんか。同僚がこのよ 
うな人間というのは、本当に頭が痛い」 

「まあな。だがそれじゃあ解らせること自体、無理な気もする 


「いい見本と悪い見本がいる事自体は良いことですよ？葛城 
くんも、生徒に人気はありますし。風くんには気が済んだら持っ 
て帰ってもらいましようね〜」 

言うだけ言ってみんなもう帰ろうとしているし……それに 
しても酷い言われようだよな。仕方ないんだけどさ。ふう。一 
声かけておれも帰ろ。 

「葛城さん、掃除頑張ってくださいね〜」 

「逃〜 が〜す〜か〜 丨！」 

「え！ ？おわっ！！抱きつかないでください！おれは関係ないっ 
すよ！ j 

「オマエも一緒に掃除をしろおお！！！」 

「ぎゃ〜！いや〜！抱きつくな〜！何でおれが葛城さんと掃 
除しなきゃなんないんすか！って何すんの！ ？ホントやめて、 
マジやめて！は〜な〜せ〜！おれは帰るんだ〜〜！」 

「ウ〜ン！優しいなあ真田すえんすえいは〜！銀ちゃん感動！ 
プリザードの中でただ一人あったかあ〜いよお〜！ CUTE 
ア〜ンド LOVELY まあク〜〜ン！君とオレは一蓮托生、ダ•彐！」 
「し、广丨丨丨 _1 

「……真田君……雉も鳴かずば擊たれまいに……」 

Written by HuneX 

































068-069 




〜ある秘書のごく日常的な話〜 


私の名前は永田智也。翼様の秘書をしております。 
本日も翼様の側に控え、ここパカサイユ宮殿に 
て翼様と草薙さんの遊戯を見守っておりました。 
暖かい陽気と合いまった穏やかな空気。 

楽しそうなお二人を見ていると、私も立ちつく 
していることなど苦にな0ません。 

ちなみに、この部屋の中には斑目瑞希さんと風 
門寺悟郎さんという翼様のご友人もいるのですが、 
斑目さんはソファでのんびりとお休み中、風門 
寺さんはイラスト描きに夢中のようです。にぎ 
やかなことが多いこの場所ですが、このように 
静かな空気に包まれていることもあるのです。 

「おい！仙道はここに来てるか！？」 

扉を勢いよく開き入ってきたのは、七瀬瞬さん。 
やはり翼様のご友人の一人です。 

「あ〜シュンだぁ！ポペラ怒ってるぅ〜」 

「なんだ……またアイツ何かやったのかよ？」 

お二人の言葉に七瀨さんは忌々しそうに、□を 
開きました。 

「アイツ……パイクのキーを持っていきやがった」 
「WHAT ?何だと？」 

「え〜！キヨひっど一い!」 

「あ 一 ……それは洒落になんね 一な。 お前これか 
らパイトなんだろ？」 

「そうだ。あのヤロウ……今度こそはただじゃお 
かねえ！ j 

七瀬さんは大分頭に血が上っているようです。 
それはそうでしょう 0 大切なバイクの鍵を持っ 
ていかれ/■こだけでなく、パイトの時間も迫って 
いるのですから。気の毒に。 

ですが今回のこの問題ならば、私の方で解決し 
てさしあげる事が出来そうです。 

おそらくそろそろ私に声が…… 

「永田！」 

「はい、霣様」 

「清春をここに連れて来い」 

「……翼様 j 

「なんだ。この俺のいう事が聞けないというの 
か！？」 

「いえ、……こちらをご覧下さい」 


私の掌に乗った鍵を凝視する七瀬さんは、もぎ 
取るようにして鍵を手にしました。 I 

いえ、私はこういった扱いには慣れております 
ので、問題ございません。 I 

「永田さん……この鍵、どこに. . 」 I 

「先ほど、仙道さんがこの部屋のテ—ブルに置い 
ていかれました。キーホルダーに見覚えがあり 
まし/■こので、私が保管しておりました」 I 

「助かった！すまないがオレは急いでるから行く。 

仙道がここにきたら代わりに殴っといてくれ！！」 

言い捨てると走ってここから出て行く七瀬さん。 
彼を見送ると、お二人はま fc 遊戯を再開。風門寺 
さんもイラストに集中。斑 g さんは■■…•先ほど 
の騒ぎ程度で起きることはありません。 I 

小さな台風一過といったところでしょうか。 I 


「おい！仙道はここに来てるか！？」 

先ほどと寸分たがわぬ台詞で、七瀬さんが入って 
きました。彼が出て行ってからまだ10分程度しか 
経っていません。今度はなんだというのでしょう？ 

「なんだ、ま fc 清春のイタズラか？」 
「アイツ……！お前の鍵とオレの鍵を付け替え 
やがった：！ ！鍵が合わない！良く見たらお前の 
パイクのだ」 

「……瞬、俺のバイクを貸してやるから、オマエ 
はとりあえずバイトに行け。……永田！」 

「はい、翼様」 

「清春を捜して来い」 

「かしこまりました、翼様」 

これには私も少々立腹です。 

翼様は物に拘られる方ではありませんから、翼 
様ご自身は気にされないでしょうが……私は気 
にいりません。翼様の所有物に手を出さないよう、 
さりげなく釘をさしておいたほうが良さそうで 
すね……お礼を言って出て行く七瀬さんが、と 
ても良識派に見えます。 






























「うわ〜！サツスガ！もぅ見つけちゃったんだネ〜！」 
r こっから出てって5分経ってないぜ……すげぇな」 

風門寺さんも、草薙さんもそんなに感心しなくていいんです。 
翼様をお守りする者としては、諸々において、起こりうる全 
てのことに対応できる準備をしておりますから。 

『仙道さんの悪戯—捜索〗という図式はありふれ過ぎていて、 
今更なんの苦にもなりません。彼の行動パターンも分析済み 
です。 

「ったく何だよ才-•.…別に力べのフトコロ的にィ痛いことなん 
てネ x だろ才？」 

「OF COURSE 別にそんなことを言う fc めにオマエを呼んだ 
わけではない J 
「んじゃ、なんダヨ j 

「一言だけ言っておく。瞬がパイトの日にパイクが乗れなく 
なるようなことはするな。パイトは瞬のウカツモンダイだか 
らな j 

「あーバイハイ、わかつたって一の。ウル t ェな〜 D 狙ってやっ 
た方がオモシレエのによ才」 

翼様……ご立派です。ですが、それを言うならば『死活問題』 
です。『迂闊問題 j では意味がわかりません。いえ、言葉を使お 
うとしたこと自体に意味があるのですね。 

周囲の者の生活を気遺う心……上に立つ者としての配慮に 
繫が〇ます。 

「わかったのならいい。——永田！ドリンク！」 

「はい、 霣 様」 

仙逆さんには言 っすこところ で伝わりませんから、まあ何も言 
わないでおきましよう。 

私は秘醫ですから、出すぎることは歓迎されません。翼様が 
よしとするならば、全て受け入れることこそが求められてい 
るのですから。 

さて。今日のドリンクは山田さんが作ったカシスジュースを 
お出ししましょう。 翼 様のいつもながらに素晴らしい采配を 
見ることができた:のですから…- 

ああ、そういえば……確か料理用に甘味を加えていなし K 酸 
味の塊のようなピュレを作っていましたね Q とてもそのまま 
口に出来るような代物ではないでしょうが、命に別状はない 
でしよう。 


「なぁ翼、永田さん、なんとなく怒ってなかったか？」 

「WHY ?永田が怒ることなどめっ fc にナイ」 

「そうか。俺の気のせいか」 

「でもお、ゴロちやんもそんな気がしたよお〜」 

「ンア？オレ様が力べのパイクのキー持ってったからじやネェ 
のォ ？ J 

に………•ぐう……ラん J 

ふふ。現状把握ができるのは素晴らしい事です、仙道さん。 
「みなさん、お待たせい fc しま した I 


「これは……カシスか？」 
ns い、翼様 j 
「フン。悪くない』 

一口飲んで満足そうに頷く翼様。長年お傍に控えさせていた 
だいているからこそ、その日の気分を察してドリンクをお出 
しできるのです。私はこれに関してはとても自信を持ってい 
ます。 

ああ、皆さんもお飲み■になったようですね。 

「ッグ！ ！ギャアァァァアァァ！！」 

顔を真っ青にして噴出す仙道さん。ああ、そんなに激しく震 
えて……床に転がるほどとは•私は当然味を見ませんで 
したが、相当だったんでしょう D 

「アレルギーでしょうか？こちらのドリンクは下げて、仙道 
さんを保健室にお運びいたしましょうか？翼様」 

「ああ……アレルギーか。では運んでやれ」 

「かしこまりました、翼様」 

翼様……アレルギーのはずはあ0ません。以前彼はカシスの入っ 
た料理を、喜んで食べていました。まぁそんなことを覚えて 
いる子は一人もいませんから、問題あ 【：) ません。斑目さんが 
こちらを見ているところをみると、彼は気づいたのかもしれ 
ません。ですが、偶然かもしれませんし、彼が自ら言葉を発す 
る事は考えにくいので、問題ないでしょう。 

全ては翼様のために……。 

「キヨ、大丈夫かにゃ〜」 

「あ〜大丈夫だろ ?保健室に行って駄目なら病院つれてって 
くれるだろうし」 

- J 

「何だ？瑞希」 

「……も- fc rj 

「翼〜、今までもこんな感じのことってあったか？だってさ」 
「こんな感じのこと？…… AH 、 アレルギーで倒れる者を見广こ 
ことがあるかということか？」 
r ……ん j 

「もちろん YES だ。まあ、よくあることだろう」 

「…… ふっ」 

「え〜！ ？何々ミズキ、面白いことあったの？ゴロちゃんに 
も教えて 〜！！ j 
「 . く.. —さし\」 

「悟郎、暑苦しいからくっつくな、うるさいだってよ」 

「ミズキの意地悪！ゴロちゃんメガショック！」 

「で、なんだよ瑞希どうしたんだ？」 

「-ぐぅ」 

話が集中して続かないのは悪いところでもありますが、私にとっ 
ては都合のいいところでもありますね。まあ翼様に問題がな 
ければそれでいいのです。 

世は全て事もなし……です。 


Written by HuneX 
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どつかにはいるんだよ… 

どつかに： 
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072-073 



〜 HOKAG 〇 E - DE - N ~ 


バカサイユ - 聖帝学園の王様 [B 6] の根城。 

一種の治外法権ともいえる超豪華なクラブハウ 
スで、当の王様達は頭を悩ませていた。 

「はぁ わからねえ……ほんと鬱になるよなぁ 」 

初歩的な二次関数の図形の前で止まっている草 

シ ヤー プペンシルのノック部分の猫だけが、けた 
たましく鳴声をあげるばかり。 

「最悪だゼェ つ一かヤッパやめようゼヱ〜〜！」 

裸足の足先でバスケットボールを器用にリフテイン 
ヴする清春。 

「キヨにさんせ〜〜 い。ゴロち ゃん つまんな ぁい！」: 
コン パクトに向かって化粧直しをはじめている 悟郎。 

「……悟郎、文句ばかり言うな」 

注意した瞬は、ベースの弦の調整を懸命に行って 
おり - 。 

「そうだぞ、口を動かす前に手を動かせ！」 

そう叱る翼は片手にヴラス、片手に携帯電話。 

「もっ〜〜！ ポペラ動かして るよ〜〜！ほら〜〜っ！」 
「悟郎……お前、そりゃ落書きだろ …… 」 

「八ジメうるさい〜。可愛いからいい一の！ホラ 
見て見て〜〜パウの顔〜〜★」 

「……グウ」 

机に突っ伏して寝ている瑞希。 

「あ〜〜っ！ミズキってばまた:寝て るう〜〜！」 

そう、今は聖帝学園の期末試験の1週間前。 

鳳にこっびどく叱られ fc — の提案でパカサイユ 
で強化合宿をする事にしたのだが一一案の定、誰 
も集中できていない。 

いつものパカサイユの光景だった。 

「っても、こんな問題わかんねえものは……わ 
かんねえんだよっ！」 

「が一……2次不等式 x 2 —4 x + 3<0 の解は•」 
「 WHAT ! 7……虹埠頭で指揮する？なんだそれは」 
「 …… 真壁、草薙がやってるのは数学の問題だ」 
「HA !そんなのは判っている！」 

「いや、わかってね 一 だろ …… j 

「キシシッ！強がってるケドよお、力べが一番空 

白じゃねェかよォ」 

「…… SHUT UP ! おい一一」 

翼は長く美しい指先を高々と宙に挙げて——パ 
チンと鳴らす。 

いつもなら、即座に絶対者である翼に仕える秘書 
が現れるというのに、誰も来ない。 

「——シシッ丨今回はあの便利なのは呼ばねェで 


頑張るんダロォ？」 

「SHIT !そうだったな……ああ、ダスだ！！」 

翼は長い足を蹴り上げて組み直すと、大きく革張 
りソファに寝転ぶ e 
革張りソファは英国製、ざっと三百万。 

「こんな事をしててもラチがあかん！……場所を 
変えるか』 

「ま、それもそうだな」 

「刺激が足りねぇのかもなぁ+•…‘脳に」 

「ワイワイ！ツバサ〜〜何処連れてってくれる 
のォ ？？ j 

「フム……やはり、フトウ……そうだな海にいくか。 
モルジブ辺りはどうだ？確か、この俺名義の別荘 
があったな」 

「おい真壁 . 貴様、本気か？」 

「モルジブ〜〜〜たべた〜〜〜いっ！！」 

「悟郎よ 才…… 喰いモンじゃねエダロ！」 

「そなのお？ ？ゴ0ちゃんてっきりい〜……テへツ女」 
「……ゲロォ……オレ様に色目つかうんじゃネヱ！」 
清春、水鉄砲で悟郎を射撃するも悟郎は素早く交 
わし、瑞希に直撃。 

が、瑞希はピクリとも動く様子はない。 

|クヶ-！」 

「YES !決めたぞ。よしお前達、準備をしろ！1時 

間後には自家用ジエツトで飛ぶ！ j 

「なんだ、モルジブにはバイクでは行けないのか？ 

-ジエツト機などとまた 高いだろう！」 

瞬が本気で翼に詰め寄るが、翼はスルーし、軽く 
形の良い眉を®めるも右手を挙げ言い放つ。 

「- —- こんな退屈を潰せるなら安いものだ」 

それは、彼等 B 6がパカサイユで勉強を開始して 
から 15 分後であ U 、_ が自習を提案してから1 
時間後の出来事であった。 


真壁財閥専用のエアポートから自家用ジェット 
に乗り数時間。 

B 6の面々は世界でも有数の 1 J ゾ-卜、地上最後 
の楽園とも言われるモルジブに早くも到着して 
い广こ。 

突き抜けるような蒼弯、降り注ぐ太陽の恵み、まつ 
白い砂浜にヤシの木、ぺールグリーンの明るい色 
の海。 

「きつもちいい〜つ！すつごいよツハ + サ〜〜 つ！」 
「フン……これで STUDY もはかどるというものだ 
ろろ？ J 

「キシシシツ！こりやいいナァ！」 

「この I SLAND は俺のものだからな、自由にしろ」 

清春は早くも上着を脱ぎだ U タンクトップー枚になる。 
「……さぁて、ど一すつかなァ！ j 
「まずは SWIMMING ——泳ぐか| 















































「そうだな、まずは.“…泳がなきやは じまんね一 だろ！」 

「わ一いつ！ゴロちやんも泳ぐ〜〜つ！」 

「.…■■待て、泳ぐのはいいが、水着がないぞ」 

「よ U 質いにいくか一直ぐそこに専用に建てさせた高級シヨツ 
ビング モールが ある」 

勿論、既に全員勉強の事や、試験数日前である事などは忘却の 
彼方である。 


ブランドの水着が陳列されている店に入った翼は、眉を顰め 
カウンターに寄った。 

「は、はい？！ i 客様一今なんと？ j 
「カシキリ。今からこの店は、俺達が専用に使う」 

「し、しかしっ" . 」 

「おい' 

パチン。指を鳴らすと何処からともなく秘書の永田がカード 
を恭しく差し出す。 

「これが判るか？」 

「ブ、ブラックカード…… U 失礼しましたつ！！」 

「全部買い切ってもいい。今いる客をすべて追い出せ」 

「了解致しましたお客様ッ！ j 


「ゴロちゃんこれが いいっ〜〜っ！」 

B 6全員が突如として貸し切りになったフロアに散らばり、 
好みの水着を探す。 

「オレ様はもうこれで決まりダゼェ〜〜！」 

清春は早くもゴーグルとシュノ-ケルを頭に付けて待機状態だ。 

「一、お前はこっちの方が似合う」 

「そうか一7……俺は赤いトランクスタイプがいいんだけどな」 
「…… RED ?違うな、お前は GREEN CAMOUFLAGE の方がいい。 
今年の流行だ」 

「ほんと、お前そういうファッションだけは詳しいよな」 

一はファッション的な事には余り興味がないのか、所在なさ 
げにしている。 

「ツーバサッ！ゴ□ちゃんのも選んで〜〜っ！」 

「ええいっまとわりつくなっ！瑞希、悟郎用に . 女モノ（っ 

ぼい物）を揃えておけ！」 

「*. . わかった;」 

「やった〜〜〜 ★ ミズキ選んで選んで〜〜っ。ゴロちゃん可愛 
いのが いいっ〜〜！ _t 

| ■ ■ i> ■ ■ i ^ ■ » I- il « fi « * # » # 

「後は、瞬 - J 

翼の視線が宙を泳 C 炎の様に紅に染まった赤毛がフロア内 
に見当た:らない a 

「永田、瞬は何処にいった ？ j 

「いえ、先ほどから姿が見受けられませんが^ ■ —」 

永田が首を傾げる。 

「ケケケッ！ナナのことならオレ様が見つけてきてやるゼ I 丨」 

清春が水鉄砲を構えてフロア内を飛び回る様に走り出して一 
- 数分後。 


清春の絶叫とも笑い声とも取れる声が響き渡った。 

「ギヤー——八八八八八八八ツ〜〜〜ツ ！ j 
「なんだ？清舂のやつ」 

「いってみようよ〜〜〜 っ、 ゴロちやん瞬の水着気になるもん〜〜★」 
「…，. ■ トゲーも、きになる」 


「なんだ？何を騒いでる？」 

そう言ってベルべ ツ トの フイツテイン グルームから出てきた 
水着姿の瞬を見て…… 

———言葉を失う5人。 

「おっ. . おいっ！瞬、お前それ . ブゥ' - !」 

「’ すしい……角度」 

「……その COLOR ……なかなか激しい色を CHOICE するな」 

「ゴ、ゴロちやん……まともに見れないよ"…'」 

顔を青と赤で染める悟郎。水着に負けていられないとばかり 
に紫にするつも 1 〕なのかもしれない。 

「ヒイイツ . ヒイ ー ^"ツ ……」 

息も絶え絶えに地面をのた打ち回る清春。 

「ちょっとまて……お前等、何がおかしい？」 

「いや、お前それ……… なんつ一 か、エグくねえか？」 

「オレはいつも、八0ンツはこれぐらいだ」 

「「「「ぃ っ 、ぃっ っも ぉ お！ ？」」」」 

八モる4名の叫び十静かな溜息1名。 

「ナナァ〜〜っ、お前はオレ様を殺す気カァ〜〜〜〜ツ！ ？」 

「なぜだ？……キレがいいんだキレが 一一 ^ それにライブの時 
のポジションがな」 

「ぼっ、ぽじしょん！ ？ ぎ や〜〜〜〜 っ ★」 

悟郎の顔は益々おかしな色になっていた。 

「永田……瞬のあれどう思う？」 

「素 J 

永田の首元に指先を突きつける翼の眼鏡が鈍く光る。 

「正直に、答えろ JI 

「……いえ、素晴らしく . 角度がございます。去っていっ 

たあの人も、きっと戻ってくるだろう……懐かしいです、新御 
三家です」 

「 . なんだそれは」 

「いえ……お忘れ下さい翼様、年寄りの戯言で御座います」 

深々と頭を下げる永田に、瞬が不可思議そうな顔をする。 

「誰がなんと言おうと、オレはこれで一 - いく」 

鏡の前で悩ましげなポーズを取る瞬。 _ 

それを見ていた翼は、両手で降参のジェスチャーをすると、一言。 

「……ならば全員、思い切ってコレの色違いにするか」 

「そっ、そんなんできるわけね 一 だろ〜〜〜〜 っ ！！ J 

翼に入れた一のツツコミは過去最大級の一撃だった——らしい。 

Written by HuneX 
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〜風門寺ゴロ美★魅惑の微笑み〜 

頂き〜〜〜イ ！I 


「あ、あの……ボ、ボクと付き合ってください！！」 

2年の二学期も半ばに差し掛かった頃 、 B 6の紅 
一点、風門寺悟郎（女装が趣味の17歳ピ）の前に、 
見知らぬ顔の少年が立ちはだかった。 

初々しい表情、信じて疑わない真直ぐな瞳、そし 
て差し出されたのは、お小遣いをはたいて買った 
であろう花束。制服その他諸々の雰囲気からいっ 
て、どうやら1年生のようだ。 

- B 6の全員が一瞬で「またか」と一様に 

じ表情を浮かべる。 

当たり前だ。なぜなら悟郎を本当の女の子と勘違 
いして告白してくる男子生徒が現れるのは、聖帝 
学園高等部のここ数年の恒例行事みたいなもの 
すこ翁ら。 

今回も懲りずに馬鹿が現れたか——。 

—人嬉しそうにモジモジする芝居をしている悟 
郎に 、 B 6の王様は呆れた様に舌打ちをした。 
「悟郎……さっさと切り上げろ、 UJNCH に遅れる。 
永田^^ - —今日はなんだ？」 

「はい、翼様0本日はチャイニーズで御座います。シエ 
フの話では、上質なフカヒレが手に入ったとの事 
です j 

「ふむ……悪くない 。 HURRY UP 1行く着」 

翼が高々と右手を挙げて悟郎を煽る。 

「え〜〜っ！だってだって〜〜！ゴロちゃんの事 
可愛いって言ってくれてるんだよ〜〜？ポペラ 
嬉しいじゃ〜〜ん ！ j 

「そうですねっ！，す、すごく可愛いです！」 

「………パゥが可愛い」 

「ミズキ〜〜っ！パゥじゃなくって、ゴ_ 口 ■ちゃん！ j 
「あ、あの……風門寺さんが飼われてるワンちゃん 
も可愛いですっ.…"でもやっぱり一番は …… ふ、 
風門寺さんですっ！」 

「一 SHUT UP 。 貴様、許可なく会話に割り込むな！ j 
「ひっ_ご、ごめんなさい』 

「ツバサ、いじめないのっ！ごめんね、ツパサの 
言うことなんて気にしないで。ヤキモチ跖いて 
るだけだから……ありがと！そ一んな可愛いゴ 
口ちゃんから投げキッス〜★チュッチューッ！」 
「うわっ！そ、そんな事されたらボ、ポクっ …… j 
宙に赤い薔薇を咲かせながら卒倒する少年。 

「あ〜〜 っ！そんな 倒れ たってゴロちゃんの スカー 
卜の中は見えないんだからね〜〜っ ！ j 
「……おい悟郎、そこら辺にしとけよ」 

状況を見るに見かね fcB 6—の良心こと一が騒 
動を終わらせようと割って入ってくる力、日6— 
の悪魔がそれを許さない。 

「キシシシッ！いいじゃねえかヨォへナギ。…… 
写真写真っと ォ！」 

「ハァ“…づ青春……何すんだよ、そんなもん？」 
「何って……決まってんじゃネエかヨ！金の卵を 
生み出すお宝画像だゼヱ？ウシシシッ。お名前も 


嬉々として激写しまくる悪魔の手が、名札をひっ 
<り返したところで止まる。 

「……って、おい。力べエ？」 

「なんだ、清春——俺は今モーレツに腹が減って 
いて、機嫌が SO …… BAD だ」 

「コレ見て見ろヨ•…-……キシシッ！おもしれぇ 
祭 U になるゼェ」 

「…… WHAT ? j 

清春が携帯で写した少年の名札には、一度見たら 
二度と忘れない-…•光り輝く個性的な苗字が書 
かれていたのだった。 

「なんつ一か……こりゃ傑作だな」 

流石の一も顔がほころぶのを抑えきれない。 
「ええ〜〜っ！ ？じゃあゴロちゃんに告白 r ] 71っ 
たこの子って、あの噂の？ ？」 ' 

「だな-このデコの進行度とかも似てる」 

冷静に観察する瞬。 

「…… HA . ゲル確率…… 98 %j 

「あん？瑞希、なんか言ったか ？ j 
「ん……なんでもなし \j 

翼が暫し考え込む。パッと見はスーパ-モデルが 
アンニュイな表情を見せている様に見えなくも 
ない。 

「悟郎、変更だ。しばらく遊んでやれ j 
「わ一いっ！わかったよ、ツバサ〜〜〜！」 

「クククッ、ハハハッ……ハーハッ八ッ八ッ！永 
田一ーコイツを保健室に運んでやれ」 

「翼様、了解致しました」 

「例の件に-一使えるな」 

翼の眼鏡が午後の光を反射して——銳く輝いた。 


「うっ . ボ、ボクは……？」 

「だいじょ一ぶ？ゴロちゃんメガ心配しちゃった 
よ〜〜」 

保健室のベッドの上、少年の上に”またがり”視き 
込むようにして迫る悟郎^ 

「うわあっ……風門寺さん、どうしてここに！？」 
「も〜〜、ダメ だよ ぉ？ 急に倒れちゃって え」 
「……ご、ごめんなさ n ……ってしそんな格好！？」 
「だめか ニャー？」 

「だだだだ、だめというかっ*"…あの、その や、 

やばいっ！です っ！」 

悟郎、悩ましげに胸の前で両手を組み、 〆 が，の 
上で寄せて上げての魅惑の悩殺ポ -; C 
免疫がない少年は、両手を顔の前で八 ゞ バタと交 















































差して赤面するばかり。 

(霄ッ！ハァ…プゲッ） 

隠れて激写している清春が耐え切れずに噴出するが、それに 
気付いた悟郎が慌てて後ろを振り返り睨みつける。 

「えっ！ ？……だ、誰かいるんですか！？」 

「ほ 一ら、そんなこと気にしない の」 

「 . で、でもつ」 

強引に相手の頰を麵み、自分目線に合わさせる悟郎、キラりと 
輝くマスカラ。 

「君、ゴロちゃんのことダイナマイト好きなんデシヨ？」 

「そっ v そうですねっ M j 

裏返る少年の甲高い声、若き育春の過ちというには苦すぎる 
過ち。 

「じゃあ……ゴロちゃんのいうことなんでも聞いてくれるぅ ？ j 
「ちちちちちちちちちち5おおん！」 

「やった〜〜！君のこと、ゴロちゃんもギガ大好き〜〜っ」 

少年に抱きつく悟郎、悟郎の髪からフワりと香るピーチの甘 
い匂い。 

「な、なんでも言ってくださいっ！」 

「じゃあね、じゃあね！ポペラお願いし fc いことがあるのお 〜〜 j 

上目遣い x いい匂い x 小悪魔アクションに——少年は為す術 
もなく屈服した。 


「お、おじい様 . っ！！」 

「なブよんじゃ可愛い孫よっ！？……のわっ！何でお前達がっ！！」 

そこは昼下 D の聖帝学園の校長室。マホガニーの机の向こうで、 
入ってきた面々を見て仰天する校長とその横で顔を轚める学 
年主任がいた。 

「サァー てな あ ？キシシシシツ . 」 

さては……この超問題児達にイジめられたのかっ！？」 
「勝手なことを言うな。殺すぞ j 

ポーズを決めて校長を指差す瞬の、長い赤毛がまるで炎の様 
に揺れる。 

「•■■…きっ〜〜っ！傍若無人なっ！」 

「……暴虐 武人？怖い . j 

「……この馬鹿共ッ！ ！まったく担任は何をしておるのかっ！」 
「まったくですなあ……まだ授業をサボりですかな」 

「報告、したい事があってな」 

「一 -一 おい」 

翼が指を鳴らすと校長の孫である少年が、ずずいっと一歩前 
に踏み出し、直立不動^ 

「ボ、ポクねっ • ”…おじい様に報告することがあるんだつ！」 

「ふふふ不吉な予感がしてきたぞぉおお〜〜〜つ！！ストッ 

ブストップゥッ！して風門寺君ッ！な一ぜ君はウェディング 

ドレス姿なのかねつ ？ j 

「校長、若さとは勢いですぞ j 

「違うでしよ〜〜〜〜つ！主にぃいんんつ！」 

「ボク . ポクねっ•… “」 

荒い息、高鳴る鼓動、必死に笑いに耐える清春と 一。 冷静な表 
情で聞いている翼と瞬。おねむの瑞希。 


(プブッーッ） 

耐え切れず一が腹を抱えて屈みこむ。 

「ぼっ■…“…ぼげああああああっ！う、愛い孫よ、なあ〜にを言っ 
ている！？」 

「ななななんと！？」 

「おじい様、解って！ポクはまだ学生だし•，…•でもこの愛は本 
物なん だ」 

「頑張って！ ！ゴロちやん応援してるっ！」 

「応援しなくていいがらっ、いや〜〜 っ…… 神様あ！！！」 
「ポクは……ボクは —— j 

「風門寺ゴロ美さんと……けっ！結婚を前提とした——清い 
交際をスタートさせるんだ！」 

「ケッ、ケッコォオオオオオン！？」 

(カシ V カシヤカジヤ！！） 

「校長センセーッ丨オメエデトウ〜〜〜ゴゼエマァス！ヒヤッ 
八八—|」 

清春がそこまでの全てを激写しまく g &撮影していたビデオ 
を持って飛び1がる。 

「ども〜^、風門寺ゴロ美ですウ★」 

バッチリメイクを決めたウヱディング姿の悟郎が投げキッス。 
それまでだんまりを決め込んでいた翼が眼鏡のフレームを押 
し上 If - 0 

「クククッ八ハハッハァーハッハッハッ！校長、解るな？例の 
件一 ————承認 しろ」 

「れれれ例の件！ ？な、何のことだったかな！？」 

「勿論、貴様が反対している学園の巨大サッカードーム建設の 

「は一い？なんのこと …… j 

「ほう“… * ?永田、今すぐ清春からビデオを受け取って聖帝の 
全校放送に……」 

「はいはいは一いっ！ 承認しますっ！！いや、是非ともお願い 
致します 〜〜！！！ j 

額をこすれつけんばか D に頭を下げる校長。更に禿げ上がる 

確率蓼昇。 

「 YES 、 俺が求めてるのはそういう返事だ。——以上だ、悟郎も 
ういいぞ。清春、 テープは くれてやれ」 

「は〜〜いっ j 

「え 一っ、 もっと巻き上げようゼエ 〜〜 j 
「えっ……ゴロ美ちやん、どどどどこいくの！？」 

「え一っ？バカサイユっだよ〜〜！お腹減ったからお遊びはおっ 
しま〜い★」 

「お遊び ！？ j 

「だってほらあ……ポぺラーン！」 

「悟郎の奴も悪魔だな……」 

瞬の吱きと同時に、悟郎のスカートがめく 0上がり - 0 

「……ね ★ ?j 

悟郎の一見超可愛い美少女の微笑、その実は悪魔の微笑。 
校長の孫にして、高校生活に楽しさ一杯•夢一杯な少年は「衝撃- 
愕然-放心-卒倒，失恋」を0.25秒でこなし、校長室の地面に顔か 
ら突っ伏したのだっ广こ〇 

こうして、少年の青春の苦すぎる過ちを元に^- 0 

翼はまた一つ、自分達 B 6の都合を良くする為、巨大な全天候 
型ドー厶を聖帝学園の敷地内に作り上げ fc のだった。 


「風門寺君のことが、好きなんだ！！」 


Written by HuneX 
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「高等部って、本当に広いわよね」 

私一南悠里一は、行けども行けどもたど 
り着けない教室に思いを馳せながら、ため 
息をついた。 

ここは、私立聖帝学園。 

ブルジョワの子息が集まる、都内でも有 
名な進学校。私はそこに中等部から異動し 
たばかりの新任の英語教師だ。 

「本当なら、新しい学校にウキウキしてるは 
ずだったんだけどね」 

私は/■こめ息を漏らした。 

もちろん迷子になってる現状だけが、た 
め息の理由ではない。 

「品行方正がモット-のブルジョワ進学校…… 
とはいえ、どんなところにも例外があるの 
よね。でもまさかその『例外学級』の担任に 
なるなんて」 

そのクラスとは、通称 ClassX 。 

聖帝学園の落ちこぼれ生徒たちを集めた 
クラスだった;が、問題はそれだけではなかった。 
「そうよ……問題はあの 『B 6』なのよ……ビー 
□ク！」 

実際のところ、 ClassX を ClassX たらしめて 
いるのは、たった六人の生徒といっても過 
言ではない。それが今私が口にした B 6 (ピー 
ロ ク） と呼ばれる生徒達の存在だった。 
「見た目は文句なしのイケメンくん達のく 
せに、 一 皮剥いたら一癖も二癖もあるなん 
て！」 

しかも全員が全員、お馬鹿ときている。 
これで私が頭を抱えないわけがない。 
赴任に当たっての私の使命は、この六人 
を鎂直し、無事大学合格まで導くこと。 

だが、まだまだ道のりは遠かった。 

なにせ私が授業の終わった放課後に、教 
室へと向かっているのも、その六人のうち 
の一人の補習授業があるからだ。 

「初っ端の授業から、草薙君ったらサボって 
くれて！このまま舐められるわけにはいか 
ないわよ、覚悟なさい」 

私は自分にも喝を入れると、教室に向かつ 
て足音高く、歩き始める。 


そうやってようやく迪り着いた教室だっ 
たけれど、中を視いてみるとそこはもぬけ 
の空だった。 

「あら、ここに置いてあるのって草薙君の鞄 
よね？だって草薙君の席にあるんだもの 
……って、なによ、これ！教科書が入ってな 
いじやないの」 

こっそり中身を視いた私は悲鳴を上げた。 
鞄の中には、勉強道具と見られるような 
ものは何一つなく、更に草薙君の机の中も 
飽と同じく空っぽだったのだ。 

「……あきれた、勉強の道具は本当に■•… • …… 
何も用意していないのね」 

「先生、どうしたのかな？」 

I ぇっ？」 

突然背後からかかった声に、私は飛び上がった。 
私が振向いたその先には一 
「鳳先生に、葛城先生！？」 

そこにいたのは、歴史と地理の担当の鳳 
晃司先生と、国語担当の葛城銀児先生だった。 
B 6と並び、聖帝学園でも有名な6人の 

美形教師陣の2人- 

「生徒の鞄や机を漁ってるのはどういう事 
かな？」 

貴公子然とした鳳先生が眉をしかめなが 
ら、そう言う。 

「そうだよ、南チャ〜ン、どうせならオレの 
鞄を漁 1 ：)においでよ？キミのためならオレ 
のハートはいつでもオープンだぜっ！」 

そして、その隣では葛城先生がウィンク 
を寄越していた。何故か派手に掛かるエコー、 


: is 


私は慌てて草薙君の鞄から手を放す。 

「ご、ごごご誤解です！草薙君と補習の約束 
を してたんですけど、この鞄だけが残って | 

いたんで……つい！」 1 

「……草薙君なら、私もさっき用事で探して 
たんだけど、クラブ八ウス棟にもいなかっ 
たな。あそこにもいなかったら、もう学園に 丨 

はいないんじゃないか？」 

「……ええっ、じゃあどこに行ったのかしら、 
補習があるっていうのに〜〜〜！」 

私は目を見開く。 | 

するとそんな私に葛城先生がずずいっと ! 


「放課後 」 etcorster ! j 
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顔を寄せてきた。 

「南チャン〜。これってやばいよ〜？いなくなっ 
たのは草薙だろ？放っておいたら、どっかで 
また暴れてるかもしれないなぁ。うちのツル 
ピカ校長、今年は躍起になってるから、下手な 
ことになってたら『退学っ！』とかって言い出 
しかねないかもかも〜？」 

「暴れるだなんて、そんなっ！」 

……確かに草薙君は、どこかそんな風に荒 
れた感じは受ける。 

葛城先生の言っていることはあながち冗談 
のようには思えない。 

私の中で不安感が膨れあがる。 

「……私、草薙君を捜してきます1」 

居てもたってもいられなくなり私は急いで 
教室を走0出た。 

背後からは先生達の声が聞こえていたが、 
それよりも私の頭を埋めていたのは草薙君を 
心配する気持ちだった。 

「葛城先生、南先生をあんなに脅してどうする 
気だ？」 

鳳が葛城を睨みつけてすごむ。 

「やぁ〜、その まさか、あんなにすぐさま走っ 

てっちやうと思わないだろ〜？オレの予定では、 
南チャンと一緒に草薙探索ツアーに出かけて、しっ 
ぽりとしたラブを育むつもりだったのにぃ〜」 
エコーを響かせ葛城が拗ねるが、鳳の冷た 
い視線は更にその温度を下げるだけだ。 
「『にぃ〜』と言える年か、まったく。本当に余 
計なことしかしないな」 

「いで—っ j 」 

ClassX の教室で歴史書の重い音が鈍く響いた。 

「 U あつ……はあつ ■つ」 

それでもと、この広い校舎を一通り探して 
みたが、やっぱり草薙君の姿は見えなかった。 
「校外なの？でも、それだったらどこを探せば？」 
私が校門の前で途方に暮れていると、どこ 
からともなく、大きな獣が唸るような重低音 
が聞こえてきた。 

規則正しく刻まれる重い響きに圧倒される。 
(ううん、あれってパイクの音よね？） 

辺りの空気を振わせるような、迫力ある音 


はどんどん私に近づいてくる。 

そうして目の前に現れたのは、真っ赤なボディ 
の見た事も無いヨーロビアンタイプのパイク 
たった。 

一目で高級外車だと判る洗練されたデザイン、 
刻まれた獅子のエンブレムは私でも知ってい 
る有名なメーカー。 1 

ライダーはスタイルの良い男の子だな あ…… 

あれ……でもあれうちの制服じや . .と 

思っていたら、そのバイクが、まさかのまさか 
私の目の前に停まる。 

(えっ……どラして？） 

私が身構えてしまったところに、思いも寄 
らぬ声がかかった。 

…… What ?おまえは担任じやないか？」 

その声に、私は聞き覚えがあった。 
「もしかして-••…真壁君っ？」 

スタイル抜群の超絶美形……。 

聖帝学園の超問題児達 、 B 6の中の王様。イ 
ギリス人との八ーフ。 

真壁財閥の御曹司であり、学園一のブルジョ 
ワ生徒というのが、この真壁翼君だ。 

外国人真っ青のスタイルのよさ、聖帝の制 
服をここまでかっこよく着こなせるのは真壁 
君以外いない。 

「OF COURSE ， 担任この俺が真壁翼以外のナニ 
ワモノに見えるんだ？」 

いきなり飛び出す英語と特徴ある日本語ナマリ。 
「……『ナニワモノ』じやなくて、『何者』でしよ！」 
素早く突っ込んでから、わたしはため息を 
ついた。 

そうなのだ、彼らは顔はいいけど、とにかく 
——“お馬鹿”なのである。 

「……あっ、そうだわ！真壁君なら草薙君がど 
こにいるか知らないかしら？」 

よく真壁君と草薙君が一緒にいる ところを 
見かけていた私は、藁にも鎚る思いで尋ねて 
みた。 

「What ?—がどうした担任？」 

真壁君が乂ットのカバーを上に押し上げた。 
窓のように開いた隙間から、綺麗なア-モン 
ド型の赤い瞳が、私の目に飛び込んでくる。 

(ドキッ……！） 












































それだけでも見惚れてしまいそうで、私は 
慌てて咳払いをして、胸の内の動揺を隠した。 
本当……無駄に顔がいいのも困 1 :)ものだ。 

「……とにかく、草薙君の居所を知らない？草 
薙君ったら、約束してた補習に来てない上に、 
校内にちいないのよ」 

「ホシュウ？そんなのどうでもいいことだろう。 
放っておけ」 

「よくないわよ！それに葛城先生が心配なこ 
とを言ってたから気になるし」 

「葛城？あのホスト崩れのオッサンが何を言っ 
ていた;」 

—瞬、躊躇したものの、私はすぐに葛城先生 
の言葉を伝える。 

「草薙君がもしかしたらどこかで暴れてるか 
もしれないって。そんなことを聞いたら、放っ 
ておけないでしよ」 

私が草薙君を捜している理由を伝えると、 
真壁君の目が途端に不機嫌そうに眇められた。 

「HA !…… フ ショウジは困る って わけか」 

低くなった口調は、すごみを増した目と合 
わさって、まるで私を責めているようだ。 

一瞬、それに尻込みしそうになった私だけど、 
慌てて踏みとどまる。 

「当たり前よ。だって、それで草薙君が退学とか、 
停学になったらどうするの。困るのは草薙君 
なんだから、真壁君がなんて言っても私は探 
すの——探したいのよ」 

「 . ほう」 

真壁君の目が少しだけ優しくなる。 

「自分の為じゃなくて、一の為か。どうやら、今 
までの コ トマカレ主義の教師とは、ひと味違 
うようだな ？ j 

小さく咬かれた声は、少しだけ柔らかく、真 
壁君のまとっていた空気が私に友好的になっ 
たのは分かった。コトマカレは事なかれだろう、 
という突っ込みは置いといて、そこはスルー 
しておく。 

「来い、担任。とりあえずは合格だ。一のところ 
に連れて行ってやる」 

そう言いながら、真壁君は私にヘルメット 
を投げて寄越してきた。同じ真っ赤なフルフエ 
イ スの ヘルメツ ト。 


そして私が頷く前に腕が強弓 N こ引かれる。 
「え っ…… ちょっと！」 

急な展開に目を丸くする間に、真壁君は私 
の手を引いて軽々と持ち上げる。 

「きゃっ！ j 

- ——ふわりと体が浮く。 

「ちょっと、ま、ままま真壁君っ！？」 

驚きの声だって上がるというものだ。だって、 
真壁君はあろうことか、私をお姫様抱っこし 
ているのだ。 

「何するの丨」 

「アパレると、落ちるぞ」 

「だったら、こんな……こんな I 」 

(お姫様抱っこなんてするんじやないわよ〜！） 
けれど恥ずかしくて、それ以上は言えない。 
「ふんっ、一応 Lady を扱うからには、それなり 
の方法がヒツヨウだろ？」 

ヘルメットの隙間から、真壁君の目が微 
笑んでいるのが分かる。 

(うっ……！見惚れてる場合じやないけど、すっ 
ごく格好いい！） 

校門前でのとんでもない行為なのに、私は 
真壁君を叱ることも出来ない。 

見た目よりもずっと逞しい男の子の力で、 
お姫様抱っこなんかされてしまっては、もう 
心臓が早鐘を打ちっぱなしだ。 

私がただ口をパクパクさせていると、真壁 
君はそのまま私をバイクのタンデ厶シートへ 
下ろした。 

「Be Careful 、 しっかり掴まっておかないと、振 
り落とされるぞ」 

「 . きやっ、ちょちょっと待って！」 

さっき私の耳に届いた唸るようなエンジン 
の重低音が、また辺りに響く。 

私が慌てて真壁君の腰に手を回すと、パイ 
クから物凄い振動が伝わってくる。 

こんな荒馬みたし v なバイクを乗りこなして 

るなんて、真壁君細いのに-すごい。 

真壁君の広い背中から微かに香るいい匈 


い a 

その瞬間。 


「■■■..■ヨシ、行くぞ」 

真壁君が宣言した瞬間、突然かかった重力 
に仰け反りかける。 




「放課後」 etcorster 1」 
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「真壁君一っ、急に発進させないで一！」 
パイクはアスファルトとの不協和音を立て 
て、物凄い速度で走 1 :)出す。 

私の悲鳴は風の音にかき消された。 

真壁君の操るバイクは、まさに風を切ると 
いう表現が相応しい勢いで、街中を走り抜け 
ていった。 

まるで赤い流星の様に一一激しい速度で街 
を切り裂いていく。 

腕に力を込めて真壁君にしっかりしがみつい 
ていないと、飛ばされてしまいそうな程だった。 

—気が付くと、真壁君のバイクは少し 
荒廃した様子の路地裏にまで到着していた。 
「ここは……？」 

真壁君は無言で顔をしゃくるようにして路 
地の奧を示す。 

そこにはたくさんの人影が集まり、囉し立 
てるような声が辺りを占めていた。 

不穏な空気、荒れる熱気、私が見た事も無い 
世界。 

「Understand ?担任？」 

そう言われて、私はたくさんの声の中に、草 
薙君の名前があることに気が付いた。 

「——やっちまえ、八ジメーっ！」 

「いいぞ一、手加減すんな、八ジメー！」 

(何？なんなの、これはっ？） 

頭の中で葛城先生の声が蘇ってくる。 

『どっかでまた暴れてるかもしれないな ぁ』 

どうしてなのかは分からなかったけれど、 
あの人影の輪の中に、しかも明らかに中心に、 
草薙君がいることは確かだ。 

「草薙くんっ、もしかして、リンチにでもあっ 

ているんじやっ . ？」 

私はそう思った途端に、居ても立ってもい 
られずその輪に向かって走り出した。 

「おい、担任っ！？ ったく」 

背後で真壁君の呆れたような声が聞こえたが、 
その時の私は後ろを振り返る余裕もなかった。 
「右だ、右っ！いけ一っ」 

そんな荒々しい声を出す人たち搔き分けて、 


人垣の輪の一番前にまで飛び出す。そこで私 
が見たものは、自分の体格の二倍ほどもある 1 

大きな男の人と、拳をつきあわせて対峙して 
いる草薙君の射わた。 ■ 

「草薙くんっ！」 

驚いてあげた私の声も、周囲を取り囲む人； 
間の荒々しい声にかき消される。 | 

それでも声を上げずにはいられなかった。；| 
それほど二人の体格差は大きぐ、そして既 
に草薙君の姿は悲惨なもの^^ _| 

シャツは破けてしまったのか、上半身は裸。 

その体にも青い痣がいくつか浮かんでいる 。I 
反対に相手の方には、目立った傷はない。そ J 
れどころか、草薙君に今にも襲いかかろうと 、I 
その目は獰猛な色で光っていた。 11 

ところが、私がそんな風に動揺している間に、 
唐突に場面は急転する。 f 

少しだけ腰をかがめて立っていた草薙君の 
体が、まるでバネでも仕込まれているかのよ i 
うに跳ねた。 

それはまるで野生動物の豹の様にしなやか 
で、その一瞬、誰もが彼の動きに魅入られたか I 
のように時が止ま〕 fc 。 I 

宙を舞い、それはまるでサッカーの美しい I 
ボ レ—シュートの 様に— — —。 || 

大男の首筋に鋭い蹴りが叩き込まれる。 II 
「■”…うぐぅっ■… .. ！」 

男の口からくぐもった声が漏れた。 ，: 

足下のふらついた男の隙を、草薙君は見逃 I 
さず、間髪入れず、踏み込み鋭い拳が腹に叩き 
込まれた。 ■ 

慣れている 素人でも判る、草薙君 

は喧嘩に慣れている。 I 

「ぐほっ……!」 I 

男は腹を抱えて呻いた。 I 

そして両手を組んだ草薙君が、無防備になっ . 
た男の延髄に重い一撃を加える。叩き潰す、と 
いうのが相応しい一撃。 

さっきまで私が目にしていた、草薙君の劣 
勢は、ほんの数秒の間に完全に入れ替わって| 

ぃ fc 。 I 

「おせ：]:んだよ . . ! j ■ 
















































草薙君の口からイラついた様に漏れる低い 
台詞。 

そしてその言葉の通り、その後の一発の拳 
がこの戦いのフィナーレとなった。 

男は草薙君の拳を頰に受けて、そのままぐ 
らりと大きな体を揺らし——倒れた。 

「八 ジメーっ、やったぜ一っ」 

「八ジ乂君さいこ〜〜〜〜！」 

歓声が辺りに響く。 

重い音を立てて倒れ fc 巨体の男に、草薙君 
はゆっくりと近づく。 

「……あっ！」 

次の瞬間、私はあるものに気が付いて小さ 
な悲鳴を上げた。 

草薙君の手の中には、裏路地の掠れた夕陽 
を反射させたバタフライナイフが握られてい 
たのだ。 

「草薙くんっ、何するのっ！」 

とっさに飛び出しそうになった。けれどそ 
れは背後から突然差し出された腕に阻まれる。 

「 . . 一 真壁君っ?放して！」 

いつの間にか、私の後ろには真壁君が立っ 
ていた。 

けれど真壁君は無言のまま、私に視線で草 
薙君を見ろと促す。 

草薙君は、半身を起こしかけた男にナイフ 
を突き付けていた。 

「ひっ 一— 」 

「……くだらねえなあ？うちの生徒に変なちよっ 
かいかけんじやねえぞ。……レッドガリアの 
残党風情が、やりたいなら俺に直接言うんだな」 

「 < T っ」 

「第一、オメェじや、刺激がたんねえんだよ …… j 
吐き捨てるように、そう言った草薙君の横 
顔が私の目に飛び込んでくる。 

その目は讎屈で暗く沈んでいた。それは今 
の今まで、熱い戦いをしていたとは思えない 
ような、寒々しい目だった;。 

(—体どうして、そんな目をしているの？） 
私の疑問が口から出る前に、草薙君はナイ 
フをくるくると手の上で躍らせてからポケツ 
卜に仕舞う。 


そして敗者には興味は失せたという態度を 
ありありとさせて、男から離れた。 

その冷めた態度とは裏腹に、周囲は熱い歓 
声に湧く。 

「これで十五連勝じやんかよ、八ジメ！」 
「すごいですっ、 一先 輩っ」 

「八ジメに賭けてて良かったせ〜！」 

「……うせえんだよ、オメェら」 

自分を讃える声にも、疎ましげに答えた草 
薙君は駆け寄ってくる人たちを、さも面倒だ 
とばかりに払いのけていた。 

しかし、そこでようやく私達に気が付いた 
のか、草薙君が目を丸くする。 

「なんで、翼がいるんだ？」 

「ヤッ ホー 用だな」 

r —- -ああ？」 

真壁君の言葉に、草薙君が更に怪訝そうに 
する。 

「真壁君。それを言うなら、『ヤッホー』じやな 
くて、『野暮』用でしよ？」 

私が素早く突っ込む。 

「…… そう とも 言うら しいな、だがヤ ッ ホー用 
が今は流行っているのだ」 

「流行ってねえっての。勝手に変な日本語作ん 
なよ」 

私と草薙君の二人から突っ込まれた真壁君 
が、とたんに不機嫌そうな様子になる。 

「ったく……邪魔だろ。どけよ、翼」 

草薙君はというと、私と真壁君を押しのけた。 
「きやっ .. ! j 

さっきまで慣れないバイクに乗っていた私 
は、いつの間にか足がふらふらになっていた 
らしい。 

草薙君にちよっと押しのけられただけで、 
私の足は不様にもよろけた。 

バランスを崩した私の目の前に地面が近 
づく。 

-転んじやう！ 

そう思って目を閉じてしまった時、思いも 
寄らない盾が私を守ってくれた。 

「おい、大丈夫か？」 

ほっぺたには温かい感触。 

そして背中には逞しい腕が回されている。 


「放課後」 etcorster 1 j 
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るのにつ」 


気が付けば、私は草薙君の胸の中に抱き 
かかえられていた。 

微かに感じる激しい動棒、私のものか草 
薙君のものか一 一 。 

草薙君の素肌はまるで太陽の様な匂いが 
した。 

「こんなところで転んだら、怪我するぜ」 
耳元で囁かれる言葉に、もう心臓が壊れ 
そうなほどドキドキしてしまう。 

サラサラと揺れる茶色の 髪一。 

「……あっ 、あの っ 1 j 
「悪かったな、俺の所為だろ」 

優しげな口調でそう言って、草薙君は私 
の体を支えると、体を離した。 

ううっ、生徒に抱き締められてこんなに 
ドキドキするなんて。 

でも……こんなに格好いい男の子なんだ 
もの、無理ないわよ。 

私は自分で、自分に言い訳する。 

-—ほっぺたが熱い。 

私の体を離した草薙君は、すぐにまた全' 
てがつまらないというような表情を浮かべ 
る。そして、地面にそのまま腰を下ろし、壁 
に背をつ I 貧る。 

ボロボロのジーンズの隙間から見える足 
には、よく見れば形の良い筋肉が存在して 
いる 。 

それに汗に塗れた上半身にもしっかりと 
した筋肉がついている。 

(何かのスポーツでもしていたのかな？ 
そうよね。あれだけの喧嘩が出来るんだもの。 
筋力がなかったら戦えないわよ） 

それに、さっき私を抱き締めてくれた腕は、 
とっても力強かった——。 

—瞬とはいえ、あの胸に抱かれていたの 


(うわあ、何思い出してるのよ、私一つ 1) 
自分は先生、彼は生徒！……言い聞かせ 
て我にかえる。 

「そうだわ、草薙君つ。こんなところで暄曄 
してるだなんてどラしたのつ！？」 

「ふん……アンタには関係ないな」 
「関係ないこと無いでしょ。補習もサボって 


私は、補習をサボった草薙君を探しに来 
ていたのだ。 

(ここで悠長に草薙君に見とれてる場合じや 
ないのよ！） 

「補習？なんのことだよ ？ j 
ところが草薙君は怪訝そうな表情で私を 
見る。それは何かを誤魔化しているいるよ 
うな様子ではなくて、本当に不思議がって 
いるようだ。今度は私が目を丸くして呆れた。 
「今日は放課後に補習をするって言ってた 
でしょ。まさか忘れてたの？」 

しかし、そのまさかは現実だった。 

「……記憶に無い……っていうか、そもそも 
アンタ、誰？」 

草薙君は改めて私を見ると、首を傾げた。 
「翼といるってことは……、う……？あれ、 
確かにどこかで見た顔だよな」 

ブッブツと眩いてた草薙君に、突然真壁 
君が口を挟んできた。 

「もう忘れたのか、一。こいつは俺のとこで 
新しく雇ったメイドだろう？」 

「あっ……ああ！そうだったな。うんうん。 
翼のところの新しいメイドさんだ。しっか 
り覚えてるぜ」 

「そんなわけないでしょ！」 

私は慌てて否定して突っ込む。 

「私は草薙君の担任の南悠里。どうしてそれ 
がメイドさんになるの！ 第一、 今日の補習 
の約束を、お昼休みに、私としたじやないの！ 
あれから数時間しかたってないでしょ、 
ごまかそうとしてもダメです」 

草薙君がぽかんとした表情を浮かべる。 
そうしていると、さっきまでの血に飢え 
た獣のような獰猛さはなりを潜めてしまっ 
て、ただの高校生、いや極上に格好いい高校 
生の男の子になった。さらさらの茶色の髪 
が揺れている。 

「もぅっ！」 

私に睨みつけられた草薙君は、みるみる 
顔を赤くする。 

「くっ-翼ぁ、おまえぇっ、騙したな！ メ 

イドさんじやねえだろ」 

睨みつけられた翼君は、草薙君の鋭い視 


「放課後 Jetcorster 儀」 
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線をものともせず、肩を揺らして笑っている。 

悔しいけど、笑っている姿も格好いいのは、 
美形君の特権だった。 

「覚えておけ、担任。一はものすごく記憶力が 
悪い。三歩歩いたらその前の事は忘れる」 

「ええっ？」 

真壁君の言葉に驚き、私は改めて草薙君を 
見る。顔を赤くした草薙君は、どうゃら怒りで 
というよりは羞恥でそうなっているようだっ 
た。よく見れば耳まで赤い。 

(ショ……ショック！本当に私が誰だか分か 
らなかったのね。そんなにすぐに忘れちゃう 
ほど、私って印象が薄いの？） 

記憶力が悪いとは言っても、いくら何でも 
これは酷すぎる。 

私が呆然として、顔を背けたままの草薙 
君を見ていると、そんな固まった空気の中 
にのんびりとした動物の声がした。 


その可愛い声に釣られて私が足下を見ると、 
「あ' あら？」 

声がした方向に猫の姿はない。 

「ぇ？」 

私がきょろきょろと辺りを見回していると、 
草薙君の手の中にまた光るバタフライナイフ 
が収まっていた。 

地面に座り込んだ草薙君の足下には、子猫 
の姿。 

驚いたのと同時に、草薙君の手の中のナイ 
フが素早い動きを見せた。 

「草……っ丨」 

思わず声を上げてしまったが、次の瞬間私 
は自分の目を疑った。 

—シ ャーコ 、シャ ーコー 

「 カツオ節……？」 

草薙君は華麗なナイフさばきで、カツオ節 
を削っていた。 

「何してるの7……草薙君？」 

「にゃんにゃ……いや、ネ、ネコに餌をやるのは、 
男のたみなしだろう」 

答えながら、ナイフは高速の早さで子猫の 
前にカツオ節の山を作っていく。 

「たみなし——？それって嗜みかしら？」 

第一、 そのカツオ節ってどこからだしたのよ？ 


私の疑問は宙に浮いてしまう。 

さっきまでパイオレンスなパトルをしてい 
た草薙君と、猫相手の妙に嬉しそうな態度と 
のギャップに私は興味を引かれたが、すぐさ 
ま当初の目的を思い出した。 

「とにかくここでこうしてても始まらないわ。 
すぐさま学園に戻って補習よ。補■習！」 

「……補習なんて刺激的じゃないぜ」 

またそっぽを向く草薙君をきっと睨みつけ、 
そのまま真壁君にも厳しい視線を送る。 

「もちろん、真壁君もよ」 

「 What ? どうして、この俺が！」 

「どっちにしろ、赤点ばっかりの真壁君も補習 
は必要です。いい機会でしょ」 

「そんなもの、ちょちょいと寄付金を積めば！」 
「積まなくても、勉強をすればいいの。とにか 
く二人とも補習です、分かったわね！」 

「……ちっ、面倒だせ」 

「そんなことを言って、このままサボったら、 
明日は一時間じゃなくて、倍の時間捕習にす 
るわよ」 

「Why ?それじゃ三時間ハーフか！」 

「馬鹿、倍だったら二時間。九十分だろ」 

真壁君と草薙君の返答に、私は頭の血管が 
切れそうになる。 

「一時間の倍は二時間。そして二時間は百二十 
分！」 

呆れて怒鳴った私は、もう息も絶え絶えだ。 
見た目だけだったら完璧なのに、どうして 
この子達と来たら、口を開くとボロばかり出 
てくるのか。 

「と一に一か一くっ丨二人ともすぐさま学園 
に戻 1 ：}なさい！」 

私の一喝に、二人が揃ってため息をついた。 

こんなてんやわんやのあと、ようやく教室 
に戻ったところで、私はかなりの気力を奪わ 
れていた。 

大体、ここに連れて来るまでも大変だった 
のだ。真壁君は草薙君にもヘルメットを渡して、 
私にもパイクの後ろに乗れと命令した。三人 
乗りって完全な違反でしょう……。 

私は哑然とする。 










































「どうやってそのパイクに三人も乗るの！」 
「それもそうか。では、ここに捨てていくか」 
どこからどう見ても超高級そうなバイクに、 
さらっとそんなことを言う。 

私が絶句していると、真壁君が呆れた表情 
を浮かべた。 

「おい、担任。何を勘違いしている。本当に捨て 
るわけじやないぞ」 

そう言うと、真壁君は右手を上げて指を鳴 
ら した。 

「一永田！」 

「かしこまりました、翼様」 

名前を呼ばれて、突然背後から現れたのは、 
真壁君が常に従えているという秘書の永田 
さんだった。 

しかも返事と同時に、ばりっとした黒い背 
広のままの姿で真壁君のバイクに跨る。 

私がそれに呆気にとられていると、真壁君 
がいかにも尊大な態度で胸を張った。 

「これくらいで驚くとは、たかがしれているな、 
担任。たとえそこが南極であろうとも、俺が呼 
ベばどこにでも現れ、何でもするのが、永田の 
役目だ」 

「左様で御座います。翼様の後を追うための音 
速ジェットも、我が真壁財閥には用意してあ 
ります。もちろん多種多様の資格も翼様にお 
仕えするために取得済みです」 

ヘルメットのまま大きく頷いた永田さんの 
姿に、私は目眩がし广こ。 

(たしかに御曹司とは聞いていたけど、一体、 
真壁君ってどんなお坊ちやまなのよ！） 

私がそうやって呆れている間に、永田さん 
はエンジン音を激しく響かせ、あっという間 
にその場を去って行ってしまった。 

そしてその代わりとばかりに現れたのが、 
私でも知っている黒光りして長く伸びた高級 
外車だ。 

「担任、乗れ！」 

真壁君はその言葉と共に、私の合意も得ず 
にそのまま車の中に私を放り込む。 
「いたた……っ、さっきはレディが何とかって 
言ってたくせ I こ何するのよ、もうつ……つて、 
何してるの！？」 

私が驚いたのも無理はない。 


なぜなら、同じように車に乗り込んできた 
真壁君と草薙君は、何故かヘルメットを装着 
していた:からだ。 

「あの〜〜〜……どうして車の中でヘルメット？」 
「——すぐ、分かる」 

真壁君がヘルメットの中で笑ったのが分 
かった。 

それと同時に、 

「きゃ、きゃあああああ一 一一！」 

私は悲鳴を上げた。 

高級外車は、アスファルトとの間に白い煙 
を上げながら、突然加速した。 

激しい G の負荷はさっきのバイクの比なん 
かじゃない。 

「これはジエットエンジン搭顏の、翼特注力一 
だからな。変に喋ったら舌瞻むぜ？」 

ヘルメット越しに、草薙君が私に注意をし 
てくるが、そんなのもう遅い。 

「いだだっ、 も、もう っ 、嚙ん だ わよ っ」 

半泣きになりながら文句を言っていると、 
私の隣で真壁君がとんでもないことを言いだ 
した。 

「では、エンペラーホテルにむかえ。これから 
Afternoon Tea た」 

ぎょっとして振り返ると、真壁君はさも当 
然とばかりに足を組みふんぞ〇返ってミネラ 
ルウォーターを飲み出す。 

その姿だけならば、モデル並に格好いい画 
なのだが、今の私にはこめかみの血管を、盛大 
に浮かび上がらせるだけのものでしかない。 
「このお馬鹿ーッ1どうしたも、こうしたもな 
いわ。なにがホテルよ、ティータイ厶よっ。君 
たちが向かうのは聖帝学園！するのは補習夕 
イム！わかったら、法定速度で聖帝学園に行 
くようにさっさと言い直しなさい—つ！」 


……これは、つい二、三十分ほど前のことな 
のに、思い出すとまた疲労感を覚えてしまって、 
私はため息を漏らした。 

彼等のとんでもない行動にクラクラ眩暈 
がする。まるで超特急に乗り続けているみた 


(どうして捕習を始めようとするだけで、こん 


「放課後」 etcorster !」 
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なに疲れるのよ。もうっ） 

校長や学年主任が、この CiassX が、いや B 6 が 
超問題児だと言っていた意味が少しずつ分か 
りかけてぎた。 

こんなのが日常茶飯事じゃ、確かに担任の 
先生達だって長続きしやしない。 

「……でも、私は負けませんからねっ」 

ふつふつと沸き上がる圓志に、私は教卓の 
影でこっそりと拳を握る。 

ここでへこたれていても仕方がないのだ。 
なんといっても、念願の聖帝学園高等部で 
の教職。 

それに、こんなに格好いい男の子達が中身 
がパッパラパーだなんて——許せない。 
(そうよ、これは乙女の夢への冒涜よ！） 

絶対にこの一年で、この子達をまともにし 
てみせる。 

イケメン君にはイケスン君に相応しい中身 
が必要なのだ。 

「頑張るんだから！」 

改めて、私は自分に宣言した。 

「ほら、さっそく補習 . ん？」 

私は決意も新たに二人に視線を送ったが、 
席に座っていた二人は、さっそくとばかりに 
居眠りを開始しようとしている。 

しかもどこから用意したのか真壁君は金糸 
の刺繍入 1 ：!枕が頭の下にある。 

「こら一っ！悠長に寝るんじゃありません！」 
私の怒鳴り声に、真壁君が不機嫌そうに顔 
を上げる。 

「何を言う、担任。昼寝タイムは大事だぞ。 
なぁ、一？」 

「だな、翼の言うとおりだせ」 

「二人して、頷きあうんじゃない!」 

どうして、この子達はこうなのよ。 

「それに、日本ではこう言うんだろう。『食う子 
は寝る』！」 

「「は ぁ？」」 

! 私と草薙君が、同時に声を上げた。 

「翼、おまえ馬鹿だろ。それを言うなら、『寝る 
子は』……あれ、『寝る子は』…………『寝る』？」 
寝る子が寝る、じゃそのままでしょう……。 
私は疲れ果てて、教卓に突つ伏した。 


そんな私を放って、外見だけは文句のつけ 
ようのない馬鹿二人は、更に馬鹿な会話を続 
ける。 

「『寝る子は……鳴子』じゃなかったか？」 

「いや、『鳴子』は地名だろ、翼 j 
「チメイ……どこのだ？」 

「■… ...*. . . 山か……海？」 

「山か海って、正確にはどこだ、一！」 

「… "■あ〜、 その ……日本は日本だから、どこ 
でもいいだろ ！ j 
「 However ， ……気になる！」 

「むっ . だったら、俺も気になるぜ っ！」 

「気になる . きになる……『木になる』と言 

えば、メロンパンは木にならないというのは 
本当か？」 

「そりゃ、パンだから……か？でも、そういや 
清春もそんなこと言ってたっけ？」 

「 Why 5 メロンパンはパンなのか？ メロンは植 
物なのに？」 

「本当だ、なぜメロンはよくてメロンパンは木 
にならないんだ？差別だよな？」 

「うむ、サベツ的だな」 

「チッ……謎だせ」 

教卓に伏したまま、その馬鹿な会話を聞い 
ていた私は更なる疲労感に襲われた0 
(この……このお馬鹿たちは—っ！） 

メロンパンが木になるはずもない。 

その前に、メロンは木にならない！ 

こんなお馬鹿な会話の中身さえ聞こえてこ 
なかったら、最高に格好いい男の子達が仲良 
く談笑しているいいシーンなのに。 

それを全部ぶち壊しにするのは、二人の破 
天荒な馬鹿っぷりだ。 

そんな彼ら二人の、馬鹿の毒気に当てられて、 
私が補習もできずに息も絶え絶えになってい 

た_/こ。 

「天が呼ぶ。地が呼ぶ。人が呼ぶ！馬鹿を倒せ 
とオレを呼ぶ！オレは南チャン専用の愛の戦 

士、銀児ライダービックマ ぐはっ」 

「馬鹿はそこまで、葛城先生」 

登場と共に叫んだ葛城先生と、その背後で 
本の角での一撃を叩き込んだ鳳先生が現れた。 

ちなみに葛城先生は鳳先生の足下に倒れ伏 
している。 

















































「どうしたんですか……！ ？」 

「さすがに最初からこの二人を、南先生一人で 
は荷が重いと思ってね。様子を見に来たよ」 

鳳先生の背後に後光が差すようだ。 

「ありがとうございますぅ」 

私は思わず合掌した。 

■さて。そういうことだ、そこの二名。真面 
目に捕習を受けるように見張ってるから、さっ 
さと起きる！」 

「あ 一っ、 鳳先生ひどいだろ。その決め台詞は 
オレのものだったのにい〜」 

葛城先生が床の上で呻く。 

「……って、あら。真壁君に草薙君は！？」 

ふと見ると、さっきまで席に着いていた二 
人の姿が消えている。 

慌てて教室を見回し、私は眉をつり上げた。 
「そこで、何してるの！」 

二人は今にも教室を抜け出そうと、そろり 
そろりと後退していたのだ。 

「ちっ、見つかったか！」 

「だから早く行けって言っ fc だろ、翼！」 

「こ ら一 っ！」 

一気に走り出そうとする二人。それを慌て 
て追いかけようとした時、私の横をすり抜け 
る 二つの 影があった。 

素早い M 
「 一 ~'甘いな」 

「 一 ~^うそう、スイートだぜ？」 

それは鳳先生と、葛城先生だ。 

「「げ っ！」」 

真壁君と草薙君がそろって呻き声を上げる。 
そして顔を〇かめると、一気に走り出した。 

けれど背中を見せた草薙君の後頭部に、黒 
い物体がヒットするのを、私は見た。 

ゴイ〜ン、と鈍い音が響く。 

「ひ、卑怯だせ… …っ」 

「出席簿はこういう使い方も出来ると言うこ 
とだ」 

頭を押さえて蹲った草薙君の首根っこを、 
鳳先生が猫の子を摘むようにして捕らえる。 
「どうだい、刺激的でいいだろう？」 

「これは刺激じゃなくて、『衝撃』だ！」 

「似たようなものだ」 


ニヤリと笑う鳳先生は、どうみても草薙君 
よりも一枚上手だった。 

そして一方、真壁君はと言うと。 

「古典的な足関節技！ 4の字固め〜 っ、 そこを 
すかさず……ゴライアス■パードイータ〜っ！」 
「いだだだだっ！ j 

こちらは葛城先生が、満面の笑みでプロレ 
ス技の真っ最中だった。かなり複雑に腕やら 
足が絡み合っている。 

「 Shit ! く〜さ〜れ〜教師が〜っ丨くそっ、永 
田はどこにいるっ」 

「へへ一ん。秘書のお兄ちゃんは既に、このダン 
ディ銀児様が更衣室に閉じ込め済み！」 

「くぬ ぅぅぅ〜っ」 

真壁君は余程絞め技が苦しいのか、本来な 
ら秀麗な害の顔を、大きく歪めて卩申いている。 

「さあ、南先生。補習をしようか」 

「え？」 、 

肩をボンと叩かれて振り向いた私は、まだ 
草薙君を猫摘みしている鳳先生と目があった。 
「葛城先生には、あのまま技をかけさせておい 
た:らいいだろう。さあ、補習だよ？」 

にこやかな笑顔の鳳先生、草薙君ペアの隣 
には、葛城先生と真壁君が絡まった紐のよう 
になって転がっている。 

「くぬ ううう〜〜 っ！放せ〜、ホスト崩れ〜 っ！」 
真壁君の呻き声がと、草薙君の不機嫌そう 
な唸り声が教室に充満する中、私はこれから 
の先行きが目に見えるようで、ため息を漏ら 
した。 

(でも、次からは鳳先生や葛城先生の力を借り 
ずに補習をさせなきゃ！） 

私は改めてそう決心すると、気を取り直し 
て教壇に向かう。 

そして一つ大きく息を吸い込むと、声高ら 
かに宣言した。 

「これから補習を始めます！」 


(完) 


「放課後」 etcorster ! i 
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「ああ、追試なのね…」 

私南悠里は、重い頭を抱えながら、 
職員室でうなだれた。 

中等部から異動したばかりの私が勤め 
るのは、私立聖帝学園高等部。 

ブルジョワの子息が集う、有名進学校だ。 
しかし進学校とはいえ、そこで落ちこ 
ぼれてしまう生徒や問題のある生徒はいる。 
それでも、地位や名誉や金のある親を持つ 
生徒達を追い出すわけにもいかず、理事長 
は彼らを一つのクラスに集めたのだ。 
「憧れの高等部勤務……って喜んでたの 
もつかの間。転任早々、まさかのまさかで、 
そのとんでもないクラスの担任になっちや 
うなんて！」 

その問題児クラスとは、別名 「 ClassX 」。 

その中でも群を抜いた問題児達が 。 

「『B 6 (ビーロク）』……あの六人なのよ」 
しかもその六人が全員、超個性的で…… 
馬鹿！ 

単なる馬鹿ではなく、スペシャル馬鹿丨 
「けどスペシャルなのは、それだけじやな 
いのよね」 

その六人全員が、スペシャルにかっこ 
いいイケメン君達！ 

「そ 1 〕やあ、女の子達も騒ぐわよ」 

私もちょっびり浮き足立っちやったく 
ら L V/cLo 

でも問題児らしく、さっそく B 6の仙道 

君と七瀬君が追試に……丨 

衝撃だった。どうやったら、テストで3 
点とか5点なんて点数を取れるのか。 
「ああ、もうつ！あんなにかつこいいのに、 
オツ厶だけが遠く引き離されて後方を走つ 
てるだなんて！」 

もったいないことこの上ないつ。 


そう呻きながら、私が職員室の机に突っ 
伏した時だ。 丨 

「おう、南？どうした:」 

「えっ . ？あっ、九影先生っ！？」 

金髪の髪の毛を、短く刈り込んだ坊主 
頭の美丈夫が私の後ろに立っていた。 

一見、先生……と言うか素人さんには 丨 

見えないんだけど、実際はこの聖帝学園で 
理科全般を担当している普通の先生。フル 
ネ_ムで、九影太郎先生と言う。 

「ふふっ……どうしたんですか？悠里先生？」 

「衣笠先生もいらしたんですかっ？」 ■ 

栗色の長い髪を後ろで結び、いつでもうっ 
とりするような笑顔を崩さない。 

それが数学担当の、衣笠正次郎先生。 

見た目は、まるでここの生徒といって 
もいいくらいの若さだけれど、実際は3 X 
歳の、摩訶不思議な不老の人。通称「聖帝 
の美天使」やら、その老けなさっぷりから「才 
パケ」だなんて呼ぶ生徒も約一名。 

とにかく、美形という繋がりを持つこ I 

のお二人は、 B 6と対になるように存在す 
る、『美形教師軍団』六名の内の二名なのだ。 

衣笠先生の笑顔に、一瞬ぼわ〜としそ 
うになった私だけど、寸でのところで我に 丨 

返る。いけない、ここは学校、そして職員 
室だったわ。 | 

「実は七瀬君と仙道君が追試なので、その i 

為の補習をする予定なんですけど•■…■ど i 

う言ったら、ちゃんと補習に来てくれるの ： 

か、悩んでまして」 

「あ〜？そんなのほっとけや」 

「そんなこと言わないで下さいよ、九影先生。 
追試でまた赤点になったりしたら、本当に 
単位を落とされちゃいそうだし……。どう 
にかそれは回避しないと！」 


「放課後 Water slider ! j 
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「……そりゃそうだな。まあ、頑張れや」 
「為せば成る、ですよ？ふふっ」 

お二人ともアドパイスなのか、そうじゃ 
ないのか分からない言葉をかけて、私の肩 
を叩く。 

「はいぃ〜」 

私の新学期は、まだまだ始まったばかりな 
のだ。 

「ストレートに補習の話をすることに決めた1」 

I そう勢い込んで廊下を歩いていた私の目 

の前に、ひよっこりと目当ての人物が現れた。 
「仙道君！ 丁度良かったわ」 

仙道清春君 、 B 6の一員で別名「聖帝の小 
悪魔」。色々なイタズラを仕掛けては、校内 
を阿鼻叫喚の地獄絵図に陥れるのが趣味の 
男の子。 

「なんだよ、ブチヤ」 

「変なあだ名をつけないの！」 

ついでに言うと、口も悪い！ 

「ウツセェな〜 . 用がないならいっちま 

ぅゾ 〜 J 

「ああ、待って！仙道君と七瀬君を捜しに来 
たのよ。二人とも追試になってるから、その 
対策の補習をしようと思って」 

「ホシューだあ〜？ケツ！ウツゼ ー ！ ！」 
途端に仙道君が顔を顰める。 

「そんなこと言わないで j 

「ウ ツゼ—ウツゼ— とはいえ、ナナの奴 

もかヨ。あいつの邪魔をしてやるならおもし 
れ ーナァ j 

仙道君がニヤリと笑う。 

「おい、ブチヤ！今からこのオレ様が、ナナの 
ところまで案内してやるゼェ！ついてこい！」 
「ちょっと、仙道君つ！？ I 


「……それでどうして……七瀬君のいるとこ 
ろに案内してもらう害の私が、こんなところ 
にいるの？」 

「ヒャ八八八一 っ、 オレ様が楽しむために決まっ 
てンだろ。分かったカァ？ヴァ〜力！」 

「全然、意味が分かりません！」 

私はそう叫ぶと、その場でがっくりとうな 
だれた。 

あれよあれよという間に、校外に走り出た 
仙道君は、私を少しさびれたパスケコートに 
まで連れてきていた。 

「……ていうか、これ■どういうこと？」 
そのバスケコートの隅にいた、あま りガラ 
の良くない感じの男の子達が、仙道君に近寄っ 
てくる。 

「よう、清春。今日は決着つけようぜ？ j 
「キシシッ、まだやられ足りないって言うなら、 
相手になってやってもいいゼェ？」 

「ちょっと、仙道君、どういうこと？」 
知り合いのようだけど、この様子は剣呑だ。 
「パ'スケの ゲームを すんだヨ 。ここ いらのス 
トリートバスケをしてる奴らで、このオレ様 
の名前を知らない奴は ■ ~■いないんダゼェ？」 

(そういえば、仙道君ってパスケが得意だっ 
たわ） 

「そんでこいつらは、こないだオレ様が コ テン 
パンにしてやったボンクラ共！どうやら、そ 
の『接着をはがし』に来たんダロ？」 

「接着……？はがし……？」 

仙道君の周りの五人が、一斉に首を傾げた。 
私も一緒に首を傾げかけたが、はっと思い 
至って、仙道君の言いたかった言葉の意味を 
探り当てた。 

「ちょっと、仙道君！それを言うなら、『雪辱 
を果たし』でしょ。接着をはがしてどうする 
のよ！」 
















































「ど一でもい ー ジャン？」 

「ょくなぃ！」 

決め台詞が、決め台詞にもなりやしないじや 
ないの。 

「せめてそれくらいの慣用句は使えるように、 
今からでも補習を……モゴモゴッ！」 

私の言葉は、途中で尻切れトンボになって 
しまった。 

仙道君が、私の口を手で塞いでしまった 
からだ。 

「んじや、今日はオレ様の仲間も来てないみ 
たいだし、ここはおまえら全員と、オレ様と 
の対決でいこうゼ」 

(五対一ってこと？そんなの無茶よ！） 

仙道君の提案に私は目を剥いた。 

パスケのことはよく知らなくても、それ 
がどれだけ無茶なことかは、聞かなくても 
分かる。 

「てめえの大口も……今日までだせ、清春っ」 
「だったら、なんか賭でもすっカァ？そうだな、 
こいつを賭けるってのは、どうだヨ？」 

そう言いながら、仙道君が私を指さす。 

「オレ様の大事〜なセンセイだからな？十分 
賞品の価値はあるダロ？」 

「モゴモゴッ！ （ちょっとっ！）」 

「……よしっ、今日こそは清春、おまえに吠え 
面をかかせてやるせっ！！」 

「モゴモゴーッ（勝手に話を進めないでよっ）！」 
「ウシ シーッ、 おもしろくなってきたゼ〜！」 
そうして、私の訴えは見事に黙殺された。 

勝手に、賞品にされてしまった私だけど……。 
「どうしたんだよ、清春〜？さすがに五人相 
手はどうしようもないみたいだな？」 

「 . くっ」 

試合の流れは、明らかに仙道君の不利だった。 


そんなの当たり前だ。五対 一 だなんて！ 
今の今まで黙って見ていたけれど、私はも 
う我慢できなかった。 

「仙道君っ . ！」 

私が賭の賞品になっているからとかじや 
なくて、ただ仙道君がどんどん追い詰められ 
ているのを、見ていられなかった。私は思わ 
ず叫ぶ。 

「仙道君、頑張って . 頑張ってっ！」 

その時だ。仙道君がニヤリと笑った。 

同時に、まるで弾丸のような素早さで走る。 
ドリブルをしながら、五人の隙間をあっと 
いう間に走り抜ける。ボールは仙道君の体の 
—部のように、必ず仙道君の手の中に戻り、 

そして-シ ユー ト！ - 

それはさっきまで、彼ら五人に四苦八苦し 
ていたとは思えない俊敏な動きだった。 

「はっ……!もしかして」 

さっきまでの仙道君は、本気じやなかっ 
たの？ 

気がつくと、そうとしか思えない。 

「な……なんで急に、あいつっ！」 

「ヴァ〜力、手を抜いてやってたのも気が付 
かないのかヨォ？」 

そう言いながら、仙道君の放ったボール 
は . 。 

-べシツ- 

相手チー厶の顔面にヒツトする。そして、 
その跳ね返ったボールを、仙道君はキャツチ。 
そのままゴールリングに向けて、高いジャン 
プをした。 

「……ゴールっ！！」 

そのままパスケツトゴールにぶらさがり、 
ニヤニヤと余裕を見せて笑っている姿は、水 
を得た魚だ。 

「なんて……高さのジャンプなのよ」 


「放課後 Water slider ! j 
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それからは、仙道君の独壇場だった。彼ら 
五人がいくら仙道君の前に立ちふさがろう 
とも、道筋が勝手に現れるかのように、仙道 
君は五人の間をすり抜ける。まるで、みんな 
自ら道を開けているかのようだ。私は呆然と 
して、一方的な展開のゲームを眺める。 

そうする内に、私の耳；には試合終了の笛 
の音が届いた。終わってみれば、たった一人 
で十五点もの差をつけて、仙道君は圧勝し 
ていた。 

「ヒヤハハ〜、この天才のオレ様にたった五 
人で敵うと思ってたのカヨ、ヴァーカ」 

「くっ . ！」 

仙道君を睨みつける五人は、悔しそうに唇 
を喃む。 

よく見れば、仙道君は汗一つかいていない。 
それに反して、彼ら五人は汗だくだ'。 

さっきのゲー厶が仙道君にとっては、本当 
に『お遊び』でしかなかったのだと、その姿が 
証明してい/ ■こ。 

「さぁてと、ゲー厶も楽しんだことダシィ…… 
おい、ブチヤ！」 

「だから、ブチヤって言うのをやめなさいっ 
てば！」 

私はキッと仙道君を目兒みつける。 

たしかにバスケでは天才かもしれないけど、 
あくまでも仙道君は私の生徒なんだから。 
でも、私の厳しい視線をものともせず、仙 

道君はニヤニヤ笑いのまま私に近づいて- 

抱き締めたっ！ 

「ンソソツ〜 丨 j 

「ちょっと、は、はな . 離しなさい〜っ！」 

私の叫び声を無視して、更に仙道君の腕の 
力は増す。 

「ご褒美だろ？こういう場合はキッスでもし 
てくれて、勝利を祝うもんじやネーノ？ I 


耳兀で囁かれて、私は一気に顔を赤くした。 

「な、な、 . な……っ!!」 

「ほ〜ら、早く目を瞑れ ヨ」 

そう言って、仙道君は私の頰に手をかける 
と、ニヤニヤ笑いを浮かべたまま、顔を近づ 
けてくる。 

「き ゃ一 っ、だめだめだめ一っ！」 

いくらカッコいい男の子で、一瞬その笑顔 
にグラッときたとしても、私はあくまでも教 
師なのっ。 

「そうやって顔を赤くしてると、可愛いじゃん 
カヨ……悠里？」 

「きゃ一っ丨突然、名前を呼ばないでよっ」 
耳元で甘く名前を囁かれた驚きで、私は不 
覚にも目をぎゅっと瞑ってしまった。 
「そうそう、そうやって目を閉じてろヨ〜」 

「きゃ一っ、違う違うっ！」 

慌てて叫ぶけれど、既に仙道君はその息が 
私の唇にかかるほどに近づいていて。私は息 
を詰めるくらいしか、出来ることはなかった:。 
「——な〜んてナ？」 

「へ？」 

私の体に回されていた、仙道君の腕の感触 
が消える。 

「本気にしてやがんの、パッカじゃネェ！」 
目の前で仙道君が体を折って笑っている。 
これは、もしかして……。 

「なんてバカな事するのよ一っ！」 

またやられた J 

五人のゲームでやられた振りも、今のキス 
未遂も、全部が全部、仙道君のイタズラの一 
環だったのだ。 

私はこめかみに、青筋が浮かぶのを自覚 
する。 

「ああ、もうっ丨さっさと七瀬君のいるとこ 
ろに案内しなさ一いっ！」’ 


















































私は仙道君の首根っこを掴むと、そう叫んだ。 

しぶしぶの仙道君を、宥めた:りお願いし 
た; I )で、ようやく連れてきてもらったのは、 
なんだか人だかりの出来たライブ八ウスの 
前だった。 

「本当にここに七瀬君がいるのね？」 

「さあ、どうだかなあ〜〜？」 

そう言いながら、仙道君はライブ八ウスに 
すたすたと入っていく。外にも人は溢れてい 
たけれど、ライブ八ウス内は、より_層の人 
で溢れていた。 

「早くヴィスコンティの番に、ならないなか 
なあ」 

「シュンの ライブを見れるだなんて ラツキー 
だよね」 

{. シュンって、たしか七瀬君の名前よね？） 

そこらから聞こえる話し声に、私は首を傾 
げる。 

「そんなに七瀬君って、人気のあるバンドな 
の？」 

「いいやあ〜、ナナはバンドの掃除屋だゼ？」 
ニヤニヤと笑いながら言う仙道君を、私は 
疑いの目で見る。 

「ちぇっ、 さすがに知恵がついたか、 ブチャ」 
「やっぱり嘘だったのねっ！」 

私が仙道君を睨むのと、突然あたりの照明 
が落ちるのは、同時だった。 

「き ゃ-っ、 シュン〜 っ！」 

「瞬〜っ！」 

女の子達の黄色い声援が響き、ライブ八ウ 
スのステージに七色の光りが弾ける。 

その輝く ステージの 中央には、男の子の ボー 
カル。その右隣に、ベースを持つ一人の男の 
子がいた。 

赤く染めた長い髪。そして誰よりも目を 


引くような整った顔立ち。それは七瀬瞬君 
だった。 

「ワン、ッゥー . ■」 

合図ともに、ライブハウスには音の洪水が 
訪れた。 

七瀬君は激しくベースをかき鳴らし、その 
リズムがライブ八ウスを包み込む。 

まるで音が生きているよう。激しいビート 
は、聴く人すベての心を攫い、そして虜にし 
ていた;。 

もちろん、虜にされているのは、私もだった。 
七瀬君のベースに追いすがるように、ギター 
がメロディをかき鳴らし、そして七瀬君と 
ギターの男の子は _ 歩前に進み出ると、ま 
るで一対の生物のように共演を繰り広げる。 
ステージから、メンノ C 一達の熱い叫びが伝わっ 
てくる。 

ボーカルの男の子の歌は、七瀬君のベー 
スと交わり、そしてバンドの全てが混じり合 
い……ライブ八ウスは、彼らの手の中で溶け 
ていた。 

「……すごい、七瀬君……っ」 

熱狂と興奮の渦巻く中、茫然とそう眩く く 
らいしか、私には出来ない。 

圧倒的な音楽の力が目の前に広がる。ステー 
ジの上で、生命を爆発させている七瀬君を、 
私は見つめた。 

ステージは終盤に近づき、熱狂するファン 
達は会場が割れんばかりの歓声を送る。そし 
て最後のビートを七瀬君が刻み、ドラムの激 
しいリズ厶が響き、パン‘ドは最高の演奏で会 
場を沸かせ、その幕を下ろした;。 

「ライプなんて、初めて見たけど……すごい 
のね」 

ステージの袖に下が つて 行く七瀬君を見 
ながら、吱いていると、隣で仙道君が忌々し 


「放課後 Water slider ! j 
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いのつ 


:そぅに甜ちをした。 

仙道君に連れられて、私は楽屋裏へと 
I 向かう。 

:「……アンタ、誰よ？」 

楽屋の扉をノックしようとしたところで、 

I 中から出てきた女の子が私を睨んだ。その 
子が、さっきステージでドラムを叩いてい 
た女の子だと気が付く。 

「あの、七瀬君に用事で来たんですけど」 

I 「シュン？ . ちょっと、ただのファンが 

丨こんなところまで入つてきてイイと思っ 
てるのつ？」 

! 「おい、芙巳。何を入り口で騒いでる？」 

女の子の後ろから顔を出した七瀬君が、 
私達を見た途端に顔を顰めた。 

「どうしてここに仙道が……それにアン 

夕も」 

不機嫌そうに尋ねられ、私は慌ててこ 
こにいる理由を、七瀬君に説明をした。 
「ほら、明日は追試があるでしょう。その 
対策で今日は補習をしたいの。それで仙道 
君の親切で、七瀬君のいる場所を教えても 
らって、ここまで来たのよ」 

「あの仙道が何の得もなしに、そんなこと 
をするわけがないだろ。あいつとオレは『ケ 
! ンケンの仲』だ」 

「……ケ、ケンケン〜？」 

! 一瞬頭の回りにハテナマークが飛ぶ。 

| 「それって . もしかして『犬猿』ってこと？ 

『ケンケンの仲』じや、『ケンケン■パ！』 
で一緒に遊んだ幼なじみの仲みたいよ」 

「……あのクソ野郎と幼なじみになって 
たまるかっ、バカなことを言ってると、殺 
すぞっ！」 

! (ちょつと、そんなにこの二人って仲が悪 


突然怒り出した七瀬君に、私は半泣き 
になる。 

「そそ。ナナなんかとこのオレ様を、一緒 
くたにすんじゃね一ってノ！」 

今まで無言だった仙道君が、やおら楽 
しそうにそう言った。そして、その声が終 
わると同時に。 

-ビチヤツ- 

「うぉツ!!」 

「きゃぁぁぁぁ〜っ！なにするのっ、仙道君!?」 
どこから取り出したのか、ついさっき 
までは無かった:はずの水鉄砲を構えた仙 
道君が、あろうことか七瀬君に向けて、そ 
れを発射したのだ。 

「清春様特製、命中率99%のウォーター 

ガンっ！」 

「き、ききき貴様一っ、殺すっっ!!」 

頭からびしょ濡れの七瀬君が、怒髪天 
をついたとばかりに仙道君に怒鳴りかかる。 
「この服を洗い直すための水道代を支払 
えっ！1リツトル0,24円で計算して…… 
10リツトル分の2,4円を支払えっ、でない 
と殺すぞっ！」 

「せ . せこつ！」 

思わず咬いた私に、仙道君を睨みつけ 
たままの七瀬君が胸をはって答えた。 

「ふん、オレは無駄遣いが大嫌いだ！ j 
「たんなるドケチだろ〜？ウケケツ j 
「なんだと、仙道っ」 

「あ〜 っ、 もう喧嘩しないのっ！」 

一 触即発の二人の間に、どう I こかして 
体を割り込ませる。とはいえ、二人は高校 
生の男の子達。私一人では押し留められる 

ことなんて . と' 悲愴感が漂っていた時、 

思いも寄らぬ声が背後から届いた。 


「放課後 Water slider !」 





































































096-097 VitaminX Yoshu Story 瞬 & 清春編 


「こんなところで何してやがんだ。この阿 
呆が」 

「そうですよ〜、 . ふふっ」 

「九影先生に衣笠先生っ、どうしてここにっ？」 
そこには、聖帝にいるはずの二人の姿が 
あった。 

: 「どうしたもこうしたも、南一人じゃ、クソ 

| 餓鬼2匹を連れて帰るのは、大変だろうと思っ 
i てな」 

「ふふっ。おサル狩りに、男手は必要でしょう？」 

| 「おい、そこの年齢不詳のオバゲ！サルって 

のは、まさかこのオレ様のことカァ !? j 

噛みついた仙道君に、衣笠先生は、聖帝の 
美天使と異名を取るに相応しい笑顔を向ける。 
「それじゃあ、トドとかアリクイとかカピパ 
ラとかツチブタかに、言い直してあげましょ 
うか？ふふっ」 

(衣笠先生っ、微笑みながらも言うことキ 
ッっ！） 

「おら、餓鬼共。おまえら今日は南の補習だ。さっ 
さと学園に戻0やがれ」 

九影先生は、今にも飛びかかりそうな仙道 
君をいつのまにか小脇に抱え、七瀬君にもそ 
う命令する。けれど、七瀬君は目を眇めると、 
不機嫌そうに言い放った。 

「勝手にやってろ、オレには関係ない」 

「そんなこと言わないで！」 

きびすを返して楽屋に戻ろうとする七瀬 
君に、私は慌てて追いすがる。 

「補習なんてものを受けて、オレに何の利益 
がある？」 

「赤点を取らないで、すむじゃない」 

「それは、あんたが学年主任に目をつけられ 
ないですむ • ••…ってことだろう」 

冷めた目で七瀬君が返す。 

「そんなことよヮも、私が気にしてるのは、こ 


のままじや七瀬君が留年するかもしれないっ 
てことよ」 

「 . ふん、ありきたりの台詞だな？」 

「自分の生徒が留年しそうなのに、心配も対 
策もしないような教師になり下がるくらい 
なら、さっさと先生なんか辞めてるわよ」 

七瀬君も仙道君も、そんな目に合わせたく 
なし)。その思いを込めて、私は七瀬君を正面 
から見つめた。 

しばらくの沈黙の後、七瀬君は小さく舌打 
ちをする。そっぽを向いてしまったけれど、 
その横顔は、さっきよりも少し和らいだもの 
に変化していた。 

「どうやら、補習を受ける気になったみたい 
ですね」 

「仙道はすでに捕獲済みだ。おら、行くぞ餓鬼 
どち」 

「ええ、学園に戻りましょう！」 

私は全員に向けて、笑顔で返した。 

外に出ると、この2人からはとても想像しに 
くし\、1台の可愛らしい軽自動車が駐車され 
ていた。 

なんて言うのか……衣笠先生にしては…… 

まさか九影先生じや . 

「ふふっ。悠里先生、これは九影くんの単なる 
趣味ですよ、趣味」 

「……え。……これ、九影先生の車なんです 
か！ ？イメージと違うと言うかなんという 

か . の、乗れるんですか？」 

でも、衣笠先生は艷やかに笑うのみ。致し 
方なく、そのミニサイズな九影先生の車に乗 
り込んだ。 

しかも、どうしてこの席順なのか。 

私の両隣には仙道君と七瀬君が座っている。 
「ううっ ちょっと緊張するわ」 

























なんといっても、学園で女子生徒の人気を 
独占するイケメン君達の内、二人が私の隣に 
いるのだ。 

いくら生徒だといっても、緊張してしまう 
のは、乙女のサガよ。サガなのよ！ 

しかも、状況はそれだけじゃない。 

-干キーッ！ 

「 . むぎゅっ！」 

ちょっび U 乱暴な九影先生の運転では、力一 
ブを曲がる度に左右の彼らが私に密着する。 
「おい、ブチャ？な〜に顔赤くしてんダ？」 
「し……してません！」 

— _—キキ—ッ！ 

「 ぎゅむむむっ！」 

今度はかなり激しく揺られてしまって、七 
瀬君に半ば抱きつくようになってしまった。 
「おい……放せ」 

「あっ、ごめんな……きゃっ！！」 

その途中でまた車が揺れ、今度は七瀬君が 
私に向かって傾いて——後部座席で押し倒 
されてしまった！ 

目の前にあるのは七瀬君のアップ。 

「ったく、乱暴な運転をするな」 

(その前に、私の体に回った腕をどけて〜っ！） 
口をパクパクさせている私に、七瀬君が 
鼻で笑う。 

「おい……アンタ。オレへの接触は高くつくぞ」 
七瀬君は親指と人差し指で円を作ると、 
キャッシュ マークで私に迫る。ナニワ商人の 
ような仕草の癖に、見惚れてしまいそうにな 
るのは流石イケメンの威力。 

「九影先生ッ！お願いですから、もう少し穏 
やかに運転してください一つ」 

でないと学園に戻る前に、私の心臓が保ち 
ません！ 


そうこうしている内に、ようやく学園へ続 
く見慣れた道にまで到着する。 

「ようやく学園に帰ってこれたわ。これからさっ 
そく補習よ。二人とも覚悟してね！」 

私は勢い込んで、そう宣言する。 

「おい、ブチヤ。気がついてんのカァ？」 

「夕方五時。もう、下校時間だな」 

両隣からかけられた声に、私は慌てて空 
を見る。 

「うそ…… っ。 どうして夕暮れになってる 
のっ！？」 

いつの間にか、時間は駆け足で過ぎ去って 
いた。 

「じゃぁ、私が今まで走り回ってた苦労は ! j 

「無駄ってことだな、ギヤハハハ〜！」 

「そんな ぁ〜」 

r ヴア〜 ツカじゃねえ の〜、 イシシツ」 

「確かに仙道の言うとおり、アンタ、パカだな」 
さっきまでの仲の悪さが噓のように、今だ 
けナイスなコンビネーシヨンを見せる二人を、 
私は怒りに震えながら睨む。 

「だったら . だったら！学園につくまでの 

間、この車の中で補習よ〜〜っ！」 

「ぐぅ 一」 

「すび 一」 

「その噓くさい寝たふりを、やめなさ一いっ！」 
見てらっしゃい。絶対に v このお馬鹿ちゃん 
達を、無事に卒業させて見せるんだから！ 

私は心の中で、強くそう誓った。 

その私の頭上に、仙道君が懐に忍ばせてお 
いたオモチヤのムカデが降ってきて、車内が 
阿鼻叫喚の場となるのは——その数秒後の 
ことである。なんといっても、学園で女子 
生徒の人気を独占するイケメン君達の内、二 
人が私の隣にいるのだ。 


「放課後 Water slider ! j 
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「次から次へと、まっ/■こくぅ〜」 

私は廊下を歩きながら、ため息をつ 
いた。 

またもや私のクラスの生徒が、補習 
授業を受ける羽目になってしまったのだ。 

私一南悠里一は今年の四月から私立 
聖帝学園高等部で、英語を教える新米 
教師だ。中等部での功績が認められて 
の栄転と喜んでいたのだが……。 

「それも束の間。結局は問題児クラスを 
どうにかしろってことだったのよね！」 
この聖帝学園は、ブルジョアを対象に 
した進学校として有名だ。しかし、そん 
な学校にも落ちこぼれてしまう生徒は 
いるわけで。 

父兄の手前、彼らを下手に扱えない 
校長は、そんな生徒達を一つ処にまと 
めたクラスを作った。 

「それが私の担任するクラスってわけね」 
3年 E 組……通称 ClassX 。 単なる落ち 
こぼれ卞徒を集めたクラスなら、そう 
問題じやない。けれどこの ClassX には『彼 
ら J ) がいたのだ。 

「B 6……そう！あの、ビーロクがっ！」 
問題児クラスに君臨する6人の生徒達。 
通称 、 『B 6 ( ビーロク） j 。 彼らこそが、 
今までの担任をことごとく退職におい 
やった曲者軍団。 

各人が強烈な個性と、そして、類い希 
なる美貌を持った男の子達だったのだ。 
「問題は、そのものすごい美形っぶ 1 :!と 
反比例するくらいに、ものすごくパカっ 
てことで . ううっ」 

今日も、テストでの結果があまりに 
も悪かつた風門寺悟郎君と、斑目瑞希 
君をまとめて補習することになつていた。 
「あの二人はまともに補習を受けてく 


れるのかな。……ううんっ、そこを私が 
受けさせな …… j 
-ドンっ|! 

「あっ、ごめんっ。南先生っ！」 

「いたた……あっ、真田先生？」 

私の目の前には、明るい笑顔の好青年、 
真田正輝先生が立っていた。 
「すみません、私ぼうっとしながら歩い 
てたので！」 

「確かにそんな様子でしたね。教師がそん 
な風では生徒に示しがつかない、以後気 
を付けるように」 

「二階堂先生もいらしたんですか？」 
真田先生の後ろには、メガネの奥で 
怜俐な瞳を輝かせている、二階堂衝先 
生が立っていた。 

このお二人は、学園でも B 6に匹敵 
する人気を擁する美形教師陣の内の二 
人だったりする。 

「もう〜っ、二階堂先輩はいっつも固いん 
だって！気にしちゃダメだよっ、南先生？」 
「真田先生……ここは大学ではないの 
だから、いい加減私を『先輩』と呼ぶの 
はやめるようにと……」 

「は〜い、わかりました二階堂先輩！ 
ところで南先生、なんか悩みごと？」 
二階堂先生の注意を全く聞いていな 
い様子で、真田先生が問いかけてくる。 

背後で二階堂先生が不機嫌そうに眉 
毛をピクピクさせていますけど……し\、 
い|いのかな？ 

「えっと、その……今日は風門寺君と斑 
目君の補習があるので、それについて 
ちょっと考えごとを」 

「斑目に悟郎？あいつら補習なんてあっ 
たっけ？ j 

「先程、風門寺君が斑目君の腕を引いて、 
校門を出ていくのを見ましたが」 


「放課後 MerryGoRound 」 
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「ええつ!？二人は掃除当番なので、まだ残つ 
てるとばかり！」 

「B 6の奴らが掃除なんかするわけないじやん！ 


「……まだ認識が甘いようですね」 

真田先生からは明るく、二階堂先生か 
らはクールに言われてしまい、私も慌て 


てしまう。 

「とりあえず、二人を連れ戻してきます！」 
駆け出そうとする私の背中に声がかかった。 
「あてもなく探す気ですか、非効率な- 


フゥ」 

二階堂先生は呆れたような様子でため 
息をつく。 

「……風門寺君は、毎日のようにとある場 
所でイラストの路上販売をしています。 
そこを探しなさい」 

「ありがとうございますつ、二階堂先生！」 
私はぺこりと、お辞儀をすると走り出 
した。 

「ほ〜 らね、南先生！クールで格好良くて、 
優しいのが二階堂先輩なんだせ〜！」 
「『先輩』と呼ぶなと言っているだろう！」 
校門に向けて急ぐ私の背後で、真田先 
生を叱る二階堂先生の声が続いていた。 


二階堂先生に教えてもらった場所一大 
きな交差点の上にある、広い陸橋の上 一 
に急いで向かった私は、そこで目当ての 
人物を発見した。 

路上で自作らしいイラストを広げて、明 
るい笑顔で人だか 1 :)を作っているのは……。 
「風門寺君！」 

「ああっ、センセだぁ〜」 

私の声:こ人混みの中からふり返ったのは、 

とても格好いい男の子 というには少々 

語弊があった。 

「セ〜ンセ？ゴロちゃんに会いに来てく 
れたの？ 


わ〜い嬉しいよ〜、えへへっ」 

風門寺君は手の平を口元に当てて、可 
愛らしく笑う。それはもう、見惚れちゃう 
くらいに可愛らしく。 

そうなのだ。風門寺君は、可愛いという 
形容詞が似合う男の子で、見かけは『超絶 
美少女』な男の子なのである。なんと学園 
の制服まで女物！ 

「なぁ、あそこのツインテールの子、可愛 
いよなぁ」 

通りすがりの子が、ひそひそ声で風門 
寺君を誉めている。もちろん私の存在は 
スルー。ちょっびり神様の与えた、不条理 
を恨んでしまう。 

「あ〜ゴホンッ！風門寺君、掃除当番をサ 
ボって下校しちゃうってどういうこと？」 
とりあえず、補習のことを言う前にそ 
のことを叱ることにする。 

しかし風門寺君は、ほっぺたを膨らま 
せて拗ねた。 

「むぅぅ〜。ゴロちゃんのことを、『風門寺 
君』なんて言ったらダメ〜。ゴロちゃんの 
ことは、 f ゴロちゃん』って呼んで！でな 
いと返事してあ〜げない」 

「でもね、私は先生なんだから、そういう 
風にけじめのないことは……」 

「あうう〜っ . センセが-ゴロちゃんい 

じめ た い〜じ〜め〜 た; ぁぁぁぁ〜〜〜っ！」 

さっきから風門寺君と私のやりとりと 
眺めていた、お客さんらしき人たちの視 
線が付き刺さるっ！ 

「ちょっと風門寺君、そんな人聞きの悪い！」 
「風門寺君じゃなくてぇ、『ゴロちゃん』」 
このままじゃ話が進まない。とりあえ 
ず私は妥協策で風門寺君に呼びかける。 
「悟郎君……で、許して」 

「しかたないな ぁ〜。 センセ、可愛いから 
ゴロちゃんそれで許してあげるよ〜、きゃ 
































ははっ」 

この早変わり。絶対に嘘泣きだったわ！ 
でも、この無邪気な天真爛漫さは憎め 
ないのよね。 

「ところで、二階堂先生は風門……じゃな 
くて、悟郎君が斑目君も連れて出て行ったっ 
ておっしゃってたんだけど、斑目君は一 
緒じゃないの？」 

辺りを見回すが、斑目君らしき人物は 
見あたらない。 

背の高い子だから、まか 1 ：)間違っても 
人の波に埋もれて見えなくなるようなこ 
とはないはずなんだけど。 

「ミズキなら、そこにいるよ〜？」 

私の疑問に悟郎君が、地面を指さす。 
けれどそこにあるのは、白い布の固ま 
りだけ……？ 

「……って！斑目君、何をしてるのっ！？」 
布の固まりに見えたのは、地面で丸くなっ 
て眠る斑目瑞希君だった。慌てて駆け寄っ 
た私だが、そこで斑目君が思いも寄らな 
い言葉を発した。 

「トゲ〜ッ丨トゲトゲ、トゲ〜ッ！」 

「ま、まま斑目君っ？ど、どうしたのっ1?」 
変な声に目を丸くする私だったが、背 
後から悟郎君が「違う違う〜」と声をかけ 
てぎた。 

「それ、ミズキが喋ってるんじゃなくて、『卜 
ゲー』が噪ってるんだよん」 

「『トゲ — 』？」 

首をかしげながら、改めて斑目君に目 
をやると……。 

「きゃああああ〜〜〜〜っ！トカゲ〜〜 
〜っ！？」 

斑目君の肩にはちょこんと乗った真っ 
白のトカゲが、私に向かって笑顔……笑 
顔を向けているっ！？ 

「そう、ミズキの友達、トカゲの『トゲ_』だ 


よ！ちなみ■にゴロちやんも、路上ではいつ 
も一緒のバウってワンちやんがいるんだ 
けど、今日はおうちでお留守番なんだよね」 
「そんな悠長な話をしてる場合じやない 
でしょ！どうしてトカゲが鳴くのっ？ 
そして、どうしてトカゲが私に向かって 
手を振るの〜っ1?」 

「だって、トゲーだも〜ん」 

「説明になってないわよおっ！」 

「でも、去年転校してきたときからずっと、 
トゲーはミズキと一緒だし、こんなに可 
愛いよ〜？」 

きやははっ〜と笑いながら返してくる 
悟郎君相手では、どうやらこれ以上の回 
答を得るのは無理のよう。 

私が肩を落としかけたとき、地面から 
穏やかな響きの美しい声が聞こえた。 

「 トゲーはトゲー。 それでいい」 

「斑目君っ、起きてたの？」 

びっくりして声のした方を見ると、顔だ 
けを上に向けた斑目君が私を見上げていた。 

地面に寝転がる姿は、どう考えても変 
なはずなのに、髪に隠れていない方の片 
目と視線が合っただけで……。 

(うっ！格好良い！） 

胸がドキッとしてしまう。とても綺麗 
な神秘的な色の瞳。まるで吸い込まれて 

しまいそう . 。ついうっとりと見惚れ 

てかけた私だが、慌てて我にかえった。 
「二人とも揃っているなら丁度いいわ。別 
に掃除当番のことだけで来たんじやないの。 
これから二人とも補習があるから、学園 
に帰るように呼びに来たのよ」 

「うそお〜っ、なんでゴロちやんがっ！？」 
「悟郎君……公民のテストで答案用紙に 
犬のイラストを描いて出したでしょうっ？」 
「えへへっ、可愛いかったでしょ〜？」 
「可愛くても、美術のテストじやないんだ 


「放課後 MerryGoRound 」 
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から、点数は上げられません！——それ 
に斑目君。物理のテストであのすばらし 
い点数は何っ？」 

「…………物理？」 

「合ってたのは、自分の名前だけじゃない 

の一っ」 

ふたりとも結果として、0点。こんな恐 
ろしい答案用紙を、高校3年生のものと 
して見るなんて。 

「とにかく、このまま再テストを受けても 
同じ結果になるのは目に見又てるわ。— 
人ともその前に補習して授業の復習をし 
ましょう」 

「ぶぅぅぅ〜〜、ゴロちゃん補習なんてや〜 
だ！かわりにテスト用紙に魔法をかけちゃ 
うよ〜っ！ゴロちゃんのテスト百点にか〜 
われっ、ポ ペラ ツ！」 

「変わり ません〜〜っ！」 

これを本気で言ってるのだから、ああ、 
本当にお馬鹿ちゃんなのだ。改めて、今度 
は斑目君に向き直る。 

「斑目君も、いいわね？」 

r . 〇 〇」 

「寝るなあっ！」 

どうしてこの子達は、一筋縄じゃ行か 
ないのよ！ 

私がこうなったら実力行使？と腕をま 
くりかけたとき、不穏な声が割って入った。 
「よおよお、お嬢ちゃん。誰に断って、こん 
なことで商売してんだよお？ここはあ、 
俺らのシマなんだよねえ。勝手なことされっ 
とマジ困るんだよなあ〜」 

まだ若そうだけど、明らかに物騒な風 
体の男が、私たちを睨んでいた。 

「ちょっと、 ゴロちやんに触らないでよつ！」 
男は悟郎君に手を伸ばして、その腕を 
掴んでいる。 

私はとっさに二人の間に体を押し込んだ。 


「やめてくださし）、私の生徒に何をするん 
ですか！」 

「なんだぁ、オマエ？ん、こっちのお姉ちゃん 
も可愛いんな？んじゃあ三人で向こうで遊 
ぼぅかぁ〜」 

「きゃ っ！」 

今度は私の腕が引っ張られる。反射的 
に恐怖で体がすくんだとこ5に、思いも 
よらぬ強い声がかけられた。 

「いい加減にしなよっ！それ以上先生に 
何かしたら、怒るからねっ！」 

「悟郎君……？」 

悟郎君が、私を男の手から奪い返して 
いた。 

それは細い腕からは想像のつかなし\、 
強い力。 

恫喝する男に一歩も引かないで、悟郎 
君は私を背中に庇った。見た目よりも…… 
背中が広く思える。 

そうよ……見た目は美少女みたいでも、 
悟郎君はれっきとした男の子なんだわ……。 

悟郎君が後ろ手で私の手を握る。その 
手の温かさに、押し殺していた怯えが、引 
き潮のように引いていった。 

「なんだぁ、そんな可愛い顔して何する気 
だぁ？」 

「ダメよ、悟郎君っ、ここは私に任せて！」 
それでもやっぱ〇私は教師なんだもの。 
生徒を守らないと • "…と前に出かけてと 
ころで、悟郎君がふり返る。 

「大人でも教師でも、センセは女の子でしよ。 
そんで、こんな格好でもゴロちゃんは男 
だもん」 

そして握っていた私の手をすくい上げ 


「姫を守るのはナイトの役目なんだよ？ 
チュッ」 

ウィンクをしながら、悟郎君は私の手 























の甲に優しくキスをした;……！ 

突然のことに、私は真っ赤になってし 
まろ。 

美少女の姿には違いないんだけど。私 
を背中にかばいながら笑った悟郎君は*…" 
とてもかっこいい男の子に見えた。 

(でも……！ ） 

その心は嬉しいけど、この怪しげな強 
面の男を相手にするには、悟郎君は体格差 
がありすぎる。せめて私がこの場を食い止 
める間に、悟郎君が逃げて誰かを呼んでき 
てくれれば……。 

その時、私ははっと我に返った。 

「そうよ、斑目君っ！」 

まだ斑目君がいるのだ。二人で誰かを 
呼んできてくれれば更に安全だわ、と思っ 
た私だったが……振り向いた先の斑目君 
を見て、私はその場にくずおれた。 

「ぐ うラぅ へ^ | 

「どうしてこの状況で、しかも立ったまま 
寝てるのよっ、このお馬鹿ぁ〜〜っ！」 

斑目君がとにかくどこででもよく寝る 
のは知ってるけれど、こんな場面でも寝 
ますかっ！？ 

「トゲ〜ツ、トゲトゲツ！」 

斑目君の肩の上で、トカゲのトゲーが 
賢明に拳（前足？）を振り上げている。 

「トゲーの方がまだ頼りがいが……ううっ」 
こうなったら、悟郎君には斑目君も 一 
緒に連れて逃げてもらわないと。私は改 
めて悟郎君達を逃がそうと、前に足を踏 
み'出した。 

—— ガタツ 

「ぇっ？」 

同時に、背後で何か物音がして、私は振 
向 <0 

するとそこには、さっきまで立ちなが 
ら寝ていたはずの斑目君が、イラストを飾つ 


ていたイーゼルを持って、男を珍しくも 
睨んでいるように見える。 

「斑目君っ……! j 

「んだぁ、そこのでかいの、やる気かぁ？」 
斑目君はイーゼルを持ったまま、男に 
無言で近寄っていく。 

「ミズキイ？ミズキが暄曄なんか出来る 


のつ？」 

个吾郎君も目を丸くして、そんな斑目君 
を見ている。 

ははは つ、 来るならこいよお！」 

全員の注目が集まる中、斑目君はイー 
ゼルを振り上げたのだが……。 


なんだかあんまり威勢の良くないかけ 
声で……。 

-1ほ〜〜〜 Aj 。 

「ああ〜 っ！」 

「あち やああ〜。 ぱらぽろり 〜ん . 」 

私たちの無念の声が上がる中、斑目君の 
手の中のイーゼルは全くの見当違いの方 
向一陸橋から下の道路に向かって一飛ん 
でいったのだ。 

「……あれ……失敗……かも」 

斑目君は、消えた;イーゼルの行方を見 
ながらひとりごちる。 

その時、不思議な音が聞こえた。 


-ひゆる *6 q 幻〜！ 

「え？」 

—— ゴイ〜〜〜ノッ！ 

「ええっ！？」 

さっきは確かに見当違いの方向に飛ん 
だはずのイーゼルが、いつの間にか男の 
背後に回って……なんと、後頭部に激し 
い勢いでヒットしていたのだ。 

「ぐはっっっ！！！！ キュウゥゥ」 

男が呻いて、その場に倒れる。 

「• . 偶然、当たった . ラッキー？」 


「放課後 MerryGoRound」 
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斑目君は、いつの間にか、斑目君が私 
たちを背中にかばう位置で立っていた。 

そして私の方をちらりと振り返り .。 

「……僕達を、庇ってくれようとした…… 
I ぉ礼」 

そして少しだけ唇の端をあげる。 

( ……もしかして笑ってる？） 

得意そうに見えるその表情は、今ま 
での生気のなさなど一掃されていて。 

: (ボン ヤリしてないと、こんなに格好良 

i く見えちゃうのね！さすが元がいいだ 
I けある！） 

I うっかり立場も状況も忘れて絶賛し 

てしまう。 

「今なんかイーゼルが上から飛んでき 
たよなっ！？」 

「走ってきたトラックに当たって跳ね返っ 
j たぜっ！」 

「それが対向車のトラックにまたぶち 
当たって、今度はあっちの木の上の方 
に飛んだだろ〜！」 

； 「なんかそのまま、元の歩道橋の方にス 

ゲえ勢いで戻ってったんじゃね？」 

! しかし、陸橋の下からそんな騒がし 

い声が聞こえてきて、私ははっと我に 
かえった。同じように驚いていた悟郎 
君も眼をばちくりとさせて、我にかえる。 
「なんだかよく分かんないけど。ミズキ 
が変なところにイーゼルをとばして く 
れたおかげで助かったの？」 

「そう……みたいね」 

偶然？そうよね、偶然……なのよね。 
でも、こんな偶然って……？ 

「斑目君、もしかして、偶然じゃなくて 
こうなることを計算してやったりした？ 

; だってそんな丁度良くトラックに2連 
続で当たったり、力ーブして戻ってき 
たりはしないと思うんだけど……」 


もしかしてあれは角度と方向を計算 
レたの？こんな短時間で？しかもそん | 

なややこしそうな計算を？物理が0点 | 

の斑目君が？ 丨 

怪訝な思いで斑目君と見つめると、さっ i 
きまで光り輝いていた斑目君の瞳が、 
いつもの茫洋としたものに戻ってしまう。 

「 . 『アールコール， ショウドゥクの 

法則』で . イーゼルの飛行力量を計算 


した……実は僕、ものすごく勉強が出来 
る。だから今日の補習しなくても……」 
斑目君がそこまで喋ったところで、 
私は叫んだ。 

「ちょっと、待ったあつ！ 『アールコー ル. 


シヨウドウク』ってもったいふった言 
い方して、『アルコール 消毒』 のことでしよ 
-!そんな変な法則がありますか!？」 


つ 


ちつ、ばれた 


〇 


実は……今日 


の占い、1位だった、みたい 今日、僕、 

運いい。運で、補習もさぼれる……？」 
斑目君が、肩の上のトゲーと一緒に 
首を傾げる。 

やっぱりあれは偶然だつたのだ。 


こんな下手な噓までついて補習を逃 
げようとするなんて、まったくもうっ！ 
「とにかくこの場はどうにかなったこ 
とだし、二人とも早く帰る準備をしましょ 
う。そして補習よ」 

「やだ〜。それより百点取れる魔法を訓 
練しよ〜よ」 

「ダメです！そして魔法は存在しない！」 

「小っぅぅぅぅ〜〜っ」 

膨れてしまった悟郎君に、私は肩を 
落とす。 

「もう、どうしたら素直に学園に戻って 
くれるの？」 

[ ノ | 」 

途端に悟郎君の目が、彳可かを企むよ 



「放課後 MerryGoRounch 
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うに光り輝いた 


「あ〜〜っ丨ほら二階堂先輩、あそこに居 
るよ！」 

真田はようやくみつけた悟郎と悠里の 
姿に、明るい声を上げた。 

「落ち着きなさい、真田先生」 

「早く行かないと、またどっかに消えちゃ 
うじゃん。悟郎がいつもいるはずの場所 
には、変なおっさんが寝転がってて気持 
ち悪いしさ . j 

そこで真田の言葉は止まった。視線は 
悟郎でも悠里でもない、『第3の人物』に 
釘付けになる。 

「 . う、そ……っ」 

そこには、今まで真田が見た中でも極 
上に美人な女の子が、長い髪をさわやか 
な春風に揺らしながら座っていたのだ。 
「真田先生、どうしました？」 

「先輩……おれ……女神に出会った……」 
「はあ？葛城先生の生き霊でも乗りうつっ 
たんですか……って、こら、真田先生？…… 
真田君っ！？」 

真田は二階堂の言葉など耳に入ってお 
らず、今までにない勢いで走り出した。 

そのとき私は、こちらに向かってもの 
すごい勢いで走ってくる人物に驚愕した:。 
「さ、真田先生っ？」 

「あれ、マサちゃんじゃん。それにショウ 
ちゃん？」 

しかし、悟郎君と私の声にも反応せず、 
真田先生は悟郎君の隣に座る人物の前に 
跪いた。 

「あ……あのっ！おれ、真田正輝と言いま 
すっ！お、おな、お名前を教えてもらえま 
せんかああッッ」 

真田先生は顔を真っ赤にして、目の前 


に人物ににじり寄っていた。 

真田先生に詰め寄られた人物……真っ 
白のフリフリ衣装に身を包み、まるで白 
雪姫のような美女は、無言で真田先生を 
見つめている。 

「ああ、すごい美人……一目惚れ……お 

れっ！」 

あからさまに怪しげな展開に進みかけ 
ているのを察知して、私は慌てて割って 
入ろうとする。 

しかし、私が真田先生に説明をする前に、 
私と謎の美女に挟まれた形の悟郎君が、 
低い唸り声を上げる。 

「ちょっと、マサちゃん！この絶世の美少 
女ゴロちゃんの目の前で、何言ってんの 
さあっ！こいつよりもゴロちゃんの方が 
可愛いでしょ〜！」 

「悟郎君、つっこむところはそこじゃない 
でしょ！」 

「そうだぞ悟郎、おまえは男！おれは普通 
I こ女の子が好きなの！だからおれはこち 
らの美女にっ！」 

「真田先生-っ、ちょっと待って下さし K 

そこに大きな勘違いがっ！」 

私が誤解を解く前、悟郎君が叫んだ。 

「何言ってんだよ〜〜っ、こいつはゴロちゃん 
がメイクした-ミズキじゃん 

かあああああああっ！」 

「- -- へ？」 

真田先生がその場で動きを止めた。 

実は、学園に帰るために と、悟郎君 

が交換条件を出してきたのは、前々から 
してみたくて狙っていたという斑目君に、 
フルメイクで女装させることだった。 

ちなみに斑目君は嫌がったが、トゲーの 
好物一トカゲ形のクッキ ー— をプレゼント 
することを条彳牛に、悟郎君が強請り勝ちをし 

































ていた。 

「どう見ても斑目君でしょう、真田先生。 
私は遠目で見てもすぐに分かりましたが」 
ゆっくりと近づいてきていた二階堂先 
生が、冷静につっこむ。 

氷のように固まってしまった真田先生に、 
美女の姿をした斑目君が、更にとどめの 
—撃を加えた。 

「……子犬、あっち行け、しっしっ……〇…… 
僕、人間よ 1 :)、トゲーの方が好き」 

トゲーに チュッ と音を立ててキスする 
斑目君の横で、真田先生が完全に灰になった。 

「まった:く . 。南先生を一人にしておく 

のが心配だと言って、私を無理矢理引っ張っ 
てきたくせに、君が一番の問題児ですね、 
真田先生」 

「えっ？私のために来てくださったんで 
すか？」 

「問題児を二人も一度に連れ帰るのは大 
変でしょうから。しかし、二度目はありま 
せんから、同じ過ちを繰り返さないように」 
優しいところはあるけれど、やっぱり 
容赦なく厳しい二階堂先生が、しっかり 
と釘を刺す。 

「真田先生、君も君です。だいたい、大学時 
代からその早合点とおっちよこちょいを 
直すようにと言ってるでしょう。慌てて『高 
座』に上ったあげく、観客席に落ちたこと 
が何度ありますか？」 

聞き慣れない単語に私は首を傾げる。 
「私たちは五十八年続いた歴史ある研究 
会に所属していまして……いや、私と真 
田先生のことはいい。それよりも彼らを 
早く回収しなさい」 

「 . はっ！」 

私が振り返ると、そこには …… D 
「ぶう〜〜っ、ゴロちゃんのほうが可愛い 
のにつ！」 


ほっぺたを膨らませ、拗ねに拗ねた悟 
郎君。 

ちなみにその可愛らしい姿は、遠巻き 
に大量の男の子と女の子達を呼び集めて 
しまっている。 

「—.•トゲ—、クッキ—美味しい？」 

「クケ 〜っ、 トゲト ゲ〜〜っ」 

斑目君は、マイペースにトゲーと戯れ 
ている。 

う一ん、美女とトカゲ……。 

「ううう〜〜っ、これが斑目なんて噓だぁぁ、 

噓だって言ってくださいよぉぉ、二階堂 : 

先輩〜〜〜 っ」 

「私は知りません。いいかげん、君の教育 
役からは退きたいものですが。……さか 
のぼれば君が大学一年生の夏、九州で生 
き倒れたと連絡が来て、帰省中の私が迎 ： 

えに行く羽目になってから …… J 
私を迎えに来てくれたはずの真田先生 
と二階堂先生は、昔話にまで遡ってなに 
やら揉めている。 

騒がしい一団（しかも全員が美形）に、 
人だかりは増えるばかり。 

「もうっ、ここで騒いでどうするのよ。補 
習はっ？」 

「大丈夫、ゴロちゃん次のテストまでに、 

百点取れる魔法を覚えるよ！」 
r ……『オユ•ザ■ラー メ ンの 法則』 で物理 

は完璧」 

「そんな妙なものがアテになりますかっ！」 

私の嘆きの叫びに、二階堂先生に説教 
をされている真田先生がふいにふり返った。 

「——お後がよろしいようで」 

「全然よろしくありません っ！」 

どうやら私の戦いは、これからが本番 
らしい。 

頑張らなくちや!！ 


「放課後 MerryGoRound 」 
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A production secret story 

制作秘話 

プロデューサー子以 Naoi Azahara____ 

PROFILE 

株式会社ディースリー*パブリッシャー Girls コンテンツプロデューサー 

主な代表作はセ ayStation 2__専用ソフト「幕末恋華•新選組」' 1 PlayStation 2等用ソフト「ラストエスコート〜深夜の黒蝶物語〜」等 
本作 「Vitamin X」では制作進行管理+思いつき担当。 


某アイドル雑誌の TV ドラマ特集を読みふけっている時、ふ 
と思いました e こんな男の子達がゲームの攻略対象キャラだっ 
たらよいのに…。顔もセンスも頭も全て完璧な男性よりもちよ 
と不良ぼっかったり、何か抜けている男の子の方が母性本能 
くすぐられますよね a ということで、馬鹿ばっかりのキャラ 
ク9一で乙女ゲームを作ろうと思いたち、私の頭に描かれた 
ジャンル、ストーリー、キヤラ設定、エンデインヴ、見所、コン 
セブト、などをまとめて、ヒューネックスさんにこれを元に 
掘り下げた企画を考えていただけませんか？と開発含めご 
相談しました。今その資料を見ながらコメントかいているの 
ですが、とりあえずで付けたタイトルが、『後家先(仮) J 。 某テ 
レビドラマのタイトルに読み方が似ていますね。思い出しま 
したが、私のイメージは当初、黒の学ランで第ニボタンの交 


換とかもイベントでありもっと不良という言葉が似合いそ 
うな古臭いイメージだったのですが、岩崎さんから.、スタイリツ 
シュでカツコイイは絶対に崩したくない！という強い思い 
入れがあり画面構成など全てにおいてスタイリツシュを追 
求することになりまし fc 。 岩崎さんから頂いた掘り下 If fc 企 
画霱では、既にタイトル名が変わっていましたし（苦笑）タイ 
トル客を決めるまではかな G 時間がかかりました n いつもな 
らこちら 側で決めてしまうのですが、岩崎さんから本当に勘 
弁してくださし k とシツコク言われました:。 「 VitaminXj は Z 女 
ゲームだかなんだかわかり辛いと会議で散々反対され会社 
と岩崎さんの板挟みになりましたが次のタイトル案はボツ 
にして、そのまま『い tanninX 』 になリました。因みに、日本語で 
わかりやすい『起立☆恋愛☆着席 j にする予定でした。 


■PlayStcmorf and TSZ 1 are reqistered trademarks of bony Computer Entertainment Inc. 


デイレクタ ー j | Daisuke Iwasaki 


PROFILE 

ヒューネックス株式会社企画•開発グループエキスパートディレクター。 

主な代表作は __Pla V Station2 n 専用ソフト「乙女的★恋革命ラプレボ!!」 "PlayStation 2”専用ソフト 「THE ロボットつくろうぜっ！ 
〜激闘！ ロボットフアイト〜」 DS「 ピンキーストリートキラキラ★ミュージックアワー」。 

本作 「VitarnnX」 では企画から全パートのデイレクシヨン及びゴロちゃん語開発担当。 

限定版では mini Vitamjrx 他執筆担当。 


字原 P から「今までない乙女ゲーを」という事で「ラプレボ !! j 
終了後に声をかけて頂いてから早数ヶ月、完成まで一心腐乱 
(L3!) ……いえいえ不乱に走り続けてきました。 

「かっこいい けど 馬鹿」 

というコンセプトを元に、キャラクター設定、画面のデザイン、 
ゲームシステム、声優さんの演技、どれもがプレイして頂け 
ればわかると思うのですが、既存のいわゆる「乙女ゲー」と認 
知されるものから程遠い感じです。 

このコンセプトが受け入れられるかどうか心配で夜も眠れ…… 
なかったのは数日で、スタートしてからは現場のテンション 
は盛 1 :)上がりっぱなしでした！ 


いやだって馬鹿なんですもん [B 6]、皆連日ゲラゲラ笑いな 
がら作ってました。字 P から言われる無理難題も、そりやも 
うやっぱり楽しいと耐えられるわけですよ！ 

そんなビタミンですが、うちの Z 女チームのこだわ 1 :)がすべ 
てにおいて見られてると思います！僕は暴走担当&雑用と 
してまとめていただけですので！悪戯しようとして（乙女デ- 
から 逸脱)怒られてばっかりでした笑。 

どうしたら面臼くなるのか、楽しんでもらえるのか。 

このこだわりが、プレイして頂く皆様にとっての「ビタミン」 

I こな。事を祈って -- -〇 

ポペラ楽しんじやって下さい！ 


"PlayStaTion" and "PS2" are registered rrademarks of bony Computer Entertainment Inc. 


VitaminX SPECIAL VITAMIN 


初版発行2007年 3 月 29 日 

発行所 株式会社ディースリー■パブリッシャー 

〒 150 — 0043 東京都渋谷区道玄坂 1-9-5 渋谷スクェア A2F ©2007 HuneX ©2007 D3 PUBLISHER 
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通知表 
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通知表 

第 2 学年 E 組23番氏名 風門寺悟郎 

蒼/ K ⑦ U 、ろし ^ 

担任 他間居⑩裕 = ® 



私立聖帝学園高等部 
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通知表 


第 2 学年 E 組1 〇番 氏名 仙道清春 

=蒼木®ひろし 二 ⑱ 


担任 -他間居⑬裕 



私立聖帝学園高等部 
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知表 


第2学年 E 組27番氏名斑目 

蒼水②ひろ b ② 
担任 他間居@裕 =⑧ 

苦須( I 三郎 = (D 


私立聖帝学園高等部 
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Play5tation @ 2 
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1 人 ••PlayStation 2__ 専用メモリーカード (8MB) 対応 1 10KB 以上 • アナ □ グコント □ ーラ （DUALSHOCK 2 ) 専用 


スクは "PlayStation 2__ ( 日本国内仕様）専用のソフトウェアです。 

." PlayStation " and " DUALSHOCK " are registered trademarks of Sony Computer Entertainment Inc . 
Library programs ©Sony Computer Entertainment Inc . " Jl " ©1994 Sony Computer Entertainment Inc . 
MADE IN JAPAN 


注意 

(ち*ぅぃ） 

かい•つしよ つか とりあつ ff いせつ B いし1 あんぜん ^ 

「解説書」およびお使いになるハードウエアの「取扱説明書」「安全の 
ために」を必ず読んでから、ご使用ください。特に、小さいお子様は保護 

U* かた t J*. ただ U ラ Hi しよ4 

4 

V 

者の方がお読みの上、正しい方法で、ご使用ください。 J 

■ 


希望小売僅格 ¥8,190 (和 


111111111111111111 


527823 


994324 


FOR JAPAN ONLY 


VitaminX 


We are Super Supriment Boys 




::: LSVfe or sifOBV のアクシヨ ンシステム 

お馬鹿なイケメンポーイズ 「B 6 (ビーロク ) j 
彼らの言動はお馬鹿そのもの。そんな彼 
らの言動にツッコミ or スルーを入れて、指 
導します。成功すれば彼らの偏差値や恋 
愛値が上昇！「俺にかかればお前の給料 
を減らす事もオチヤジケサラサラだ！/ツッ 
コミ」一*「お茶の子さいさい」でしよ！ 


;::TV ドラマ的に進行する 1 

全12章のストーリー 


Play5tation @ 2 


担任。运 


超最低問題児との 


===±1 000問！豪華声優イ ケメン先生による 
本格的なクイズ問題 


全6キャラクター、1キャラ全12章構成 
のス I リーは、気軽に遊べ1章每に完 
結しています。更に条件によってはヒ 
ツのス I 'ーリーがオープンに！ 


月末にはその月の学習成果を見るための 
試験が行われます。美形教師の出題する 
問題に回答していきましよう！ 

■3 4択のクイヌ^式「国語」「地理•歴史 j 
「数学」「理科」「外国語」の6科目か 
.されます。 


$生徒の偏差値と恋愛値が上昇すると、 
外見や表情が変化 


卜□ト ンまでそヤラを掘り下げた充実の 
エクストラモード ー 

Ujr ィべグラ鑑霣/サウンド鑑霣 — 

'ブム—ビ gsi 、 a 分の好5な格に立ち 
a ： 定する〖シーンメイキング」、12名の条華声 
#の「フリ•トフキャラフタ-^こ»底的に 
る r ラクターマニア J 、 ゲーム中のクイズべ癸 
しめる^7イス等、充実の: L クスト5トドです。 ■ 


|pecial _ 

VitaminX SPECIAL BOOK 

(全 120 P ).1 冊 

"PlayStation 2" 専用ソフト 
「 VitaminX 」••• DVOROM 1 枚 


n 圓圏 ■ 


I ■•■•外 兒 fe 変化！クルな外見< 
にありえない馬鹿なアイテムも V!:i 
ならでは！いつもと 逢う その姿に 


<CV> 鈴木達央•小野大輔•烏海浩輔•吉野裕行•岸尾大輔•营沼久義•杉田智和•井上和彦•三宅健太•宮田幸季•繊田優成•阪口大助 etc _ _ 

■シナリオ ライター (有) Story Works 大坂尚子•じんこ•小松千寿子■原画前田浩孝■イペグラ95枚■挿入歌 翼と一(声優: 鈴木達央、小野大輔） ^OP 曲放課後エデン #ED 曲 Shooting Star 
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ス I -- リー __ 

お馬鹿なイケメン BOYS と過ごす、刺激的な一年間 

アナタが目指すのは、彼らの卒業？それともイケナイ恋!？プルジヨ 
アの子恩が集う、私立聖帝学圃离等部。そこには学圉の問題児ばか 
りを集めた: 通称、 『 ClassXj と呼ばれる特別クラスが。その中でも超 
がつくほどお馬鹿な問題兒グループ！ " B 6( ピーロク）』を教宵的指導 
することに!？あなたは女教師となって彼らを無事卒業させること 
ができるでしようか， 


ん全1000問！豪華声優イケメン先生による 
>格的なクイズ問題 

月末にはその月の学習成果を見るた| 

めの試験が行われます。美形教師の出 
■u きまし. 


題する問題に回答して いきましょう！ 
試験は 4 択のクイズ形式「国語」「地理 • 
歴史」「公民」「数学」「理科」「外国語」の 


6科目から出題されます。 




:-s TV ドラマ的に進行 する1キタラ 
全12章のストーリー 


全6キャラクター、1キャラ全12章 
構成のストーリーは、気軽に遊べ1 
華毎に完結しています。更に条件に 
よってはヒミツのス I 'ーリーがオー 
プンに！ 


爾 

f . 一 … . に . 


«= L 0 VE or STUDY のアクシヨンシステム 


お馬鹿なィケスンポーィズ 「B 6 (ピー 
ロク）」彼らの言動はお馬鹿そのもの。 

そんな彼らの言動にツッコミ or スル… 
を入れて、指導します。成功すれば彼 
らの偏差値や恋愛値が上昇！ 

「俺にかかればお前の給料を減らす事 
もオチヤ、ソケサラサラだ！ Jr ツッコミ」 
—「お茶の子さいさい」でしよ！ 


=== 生徒の偏差値と恋愛値が上昇すると、 
外見や表情が変化 

お馬鹿な生徒達は成長する度に、お馬 
鹿に外見も変化！クールな外見とは 
裏腹にありえない馬鹿なアイテムも 
VitaminX ならでは！いつもと違うそ 
の姿にトキメクこと間違いなし！ 


=：= トコトンまでキャラを掘 り下げた充実の 
エ クスト ラモー ド 

「原画鑑賞」「イペグラ鑑賞/サウンド鑑貪」 

「オープニングムービー鑑賞 _) 、自分の好 
きな様に立ち絵を設定する「シーンメイ 
キング」、12名の豪華声優の「フリートーク J 、 

キャラクターに徹底的に迫る「キャラクター 
マニア」、 ゲーム中のクイズを楽しめる「ク 
イズ J 等、充実のエクストラモードです。 




HuneX メ 


© 2007 HuneX © 2007 D3 PUBLISHER 


株式会社 ディ-ヌリ-•パブリ'クシャ_ 
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_プレイヤー人数1人 #"PlayStation 2" 専用メモリーカード (8M 日)対応11 0KB 以上參アナログコント□-ラ （DUALSHOCK 2) 専用 


このディスクは "PlayStation 2" (日本国内仕様）専用のソフトウェアです。 

"JV’,"PlayStation" and "DUALSHOCK" are registered trademarks of Sony Computer Entertainment Inc. 
Library programs ©Sony Computer Entertainment Inc. "-ft." ©1994 Sony Computer Entertainment Inc. 
MADE IN JAPAN 


希望小売価格 ¥8,190 (税込） 


/¥\注意 

( ちゆうい） 


「解説書」およびお使いになるハードウエアの「取扱説明書」「安全の 
ために」を必ず読んでから、ご使用ください。特に、小さいお子様は保護 

し* かた よ うえ ただ a う b う しよう 

者の方がお読みの上、正しい方法で、ご使用ください。 
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< CV > 鈴木達央•小野大輔•鳥海浩輔•吉野裕行•岸尾大輔•菅沼久義•杉田智和•井上和彦■三宅健太•宮田幸季•織田優成•阪口大助 etc 

■シナリオライター（有 ) Story Works 大坂尚子•じんこ•小松千寿子■原画前田浩孝■イペグラ95枚 
■挿入歌翼と一(声優:鈴木達央、小野大輔） #0 P 曲放課後エデン # ED 曲 Shooting Star 


■ [ォトコ] 

鹿な生徒ほど衮しい】 

超最低問題児とのコミカル恋愛アドベンチャー 
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